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ニュ ー ヨ ー ク 法 会 : 此 さ ん こん に ち は ! 


まず 、 法 会 の 成功 を お 祝い し ます ! 

歴史 が 大 法 弟子 に 与え た の は 最も 偉大 な 全て な の で す 。 現在 、 皆 
さん が 行なっ て いる 全て は みな 最も 神聖 な こと で あり 、 皆 さん が 行 
な っ て いる 全て は 衆生 の た めで あり 、 幽 さん が 行なっ て いる こと の 全 
て は 他 で も な く 未 来 を 創造 し てい る の で す 。 

歴史 の 過去 に お いて 、 皆 さん は 人 類 の ある べき 輝き を 創造 し た の 
で あり 、 歴 史 の 今日 に お いて 、 大 法 が 皆さん に 与え る の は 衆生 を 救 
い 済 度 する 使命 な の で あり 、 歴 史 の 将来 に お いて 、 皆 さん の 純正 な 
全て は 他 で も な く 大 容 の 成 住 不 破 の 保証 と な る の で す 。 皆 さん の 道 を 
し っ か り と 歩み 、 救 われ た 生命 は 皆さん の 衆生 と 成り 、 皆 さん が 行なっ 
て いる こと の 全て は 他 で も な く 皆 さん の 峰 満 する すべ て を 成就 させ て 
いる の で す 。 


全 世 界 の 大 法 弟 子 、 
新年 お めで と う ご ざ いま す ! 


傘 洪 志 


ー 〇 の 〇 二 年 二 月 十 一 日 


正念 を も っ て 物事 を 見 る 


現在 、 大 陸 の 大 法 弟子 が テレ ビ を 利用 し て 、 国 民 に 真相 を 伝え る 
こと は 、 邪 悪 の 迫害 を 暴露 する こと で あり 、 邪 悪 に 芝 か れ 、 害 され 
て いる 衆生 を 救い 済 度 し て いる こと で あり 、 慈 悲 で 偉大 な 行為 で す 。 

邪悪 な 政治 集団 は 大 法 弟子 に 対し 、 ま と も に 法律 を 適用 し た こと 
すら な く 、 汐 れる 心 の た め に 大 法 弟 子 が 真相 を 伝え る 時 の 行動 を 否 
定 し な いで くだ さい 。 邪 杜 が いく ら 人 所 害し て も 、 大 法 弟 子 を 待っ て い 
る の は みな 彫 満 成就 で も り 、 邪 悪 生 命 を 待っ て いる の は 、 法 を 正す 
こと と 大 法 弟 子 を 妨害 し 迫害 し た 時 に 仕出 か し た 全て を 、 地 獄 の 中 
で 尽き る こと な く 償 うこ と だ け で す 。 


李 洪 志 


〇 〇 二 年 三 月 八 日 


大 法 の 福 


十 年 間 に わ た っ て 法 を 正す こと に よっ て 、 乾 電 を 再び 造り 直し 、 壊 
滅 か ら 計 り 知れ な い 衆 生 を 救い 済 度 し 、 計 り 知れ な い 大 寄 の 彫 容 と 
し て 不滅 の 法理 、 計 り 知 れ な い 智 を 切り 開き まし た 。 こ れ は 衆生 
の 福 で あり 、 大 法 弟 子 の 威 徳 で す 。 

師 が 十 年 に わた っ て 大 法 を 伝え て いま す が 、 こ の 世 の 定 め ら れ た 

命 は 既に 大 きく 変わ り 、 歴 史 が 定め た 彗星 に よる 災難 は 既に 過ぎ 
去り 、 既 に 第 三次 世界 大 戦 か ら 免 れ 、99 年 の 天地 の 成 、 住 、 壊 、 
減 と いう 愛 い は 存在 せ ず 、 法 が この 世 を 正す こと が も うす ぐ や っ て 来 
ます 。 この世 の 衆生 は 、 大 法 と 大 法 弟 子 に 落 わ れ 済 度 さ れ た 恩 に 対 
し て 、 恩 返し を する で し ょ う 。 善き か な 、 善 きか な 、 療 き 善 きか な ! 


李 洪 志 


ニニ 〇 〇 三 年 五 月 十 九 日 
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この 意見 は 非常 に 良い で す 。 も し すべ て の 中 国人 学習 者 が 普段 の 
行動 の 中 で 気 を 配り 、 身 だ し な み を きち ん と する こと が で き 、 何 を 行 
な っ て も 相手 を 考え る こと が で きれ ば 、 こ れこ そ 大 法 弟 子 の 風格 で 
す 。 師 が 長年 法 を 伝え て いま す が 、 ず っ と 社会 と 人 々 に 責任 を 持つ と 
いう 態度 で 行なっ て き て いま す 。 

中 国 大 使 館 と 領事 館 前 の 座り 込み 請願 活動 に 参加 し て いる 大 法 弟 
子 は 素晴らし い の で す 。 皆 さん お 疲れ 様 で す 。 暑 い の で 、 ご 自愛 くだ 
さい 。 


李 洪 志 


〇 〇 三 年 六 月 三 十 一 日 


上 記 は 、 朋 越 ネ ッ ト に 2002 年 6 月 21 日 に 掲載 され た 「 中国 大 使 館 ・ 領 事 館 前 
の 請願 活動 に 参加 し た 学習 者 の 討論 と 意見 ] と いう 文章 に 対す る 評 注 で す 
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大 法 弟 子 が この 特殊 な 歴史 時 期 に 、 邪 悪 生 命 か ら の 大 法 及び 大 
法 弟子 と 世 の 人 々 へ の 迫害 を 減ら す た め に 、 正 念 を 発する こと は 、 非 
常に 肝心 な 作用 を 発揮 し まし た 。 大量 な 邪悪 は 法 を 正す 勢い が 到来 
する 前 に 早速 に きれ い に 取 り 除 か れ 、 多 く の 損 和 失 が 避け られ まし た 。 
し か し 、 邪 構 は すでに 自分 の 末日 が 見 えた た め 、 その 現れ 方 も ます 
ます 死に 物狂い と な っ て き て いま す 。 大 法 弟 子 は すでに 衆生 が 救 わ 
れる 唯一 の 希望 と な り ま し た 。 で すか ら 、 よ り 有 効 に 法 を 正す 作用 を 
発揮 する た め に 、 皆 さん は 真相 を 伝え る 際 、 必 ず 正 念 を 発する こと を 
重要 視 し な けれ ば な り ま せん 。 邪悪 か ら 隙 に 付け 入ら れ な いよ うに 、 
邪悪 及び 自分 自身 に ある 問題 を その 都度 きれ い に 取り 除く べき で す 。 
現在 、 一 部 の 学習 者 は 正念 を 発する 際 の 要領 を まだ 得 て い ませ ん 。 
答 禅 を する 際 の 状態 と まっ た く 同 じ 学 習 者 あい ます 。 そ も そ も 、 一 部 
の 学習 者 は 浴 禅 を する 際 に 、 寝 て し まい そう に な っ た り 、 頭 が は っ き 
り し て いな い 状 態 だ っ た り 、 ま た は 雑念 に ひど く 妨 害さ れ て いる 状態 
に あり ます 。 これ は 良い 効果 を 収め る こと が で きま せん 。 ま た 一 部 の 
学習 者 が 、 正 念 を 発し て いる 際 、 一 つま た は いく つか の 邪悪 の と ころ 
に 考え を 集中 させ て いる の で 、 発 し た 功 と 神通 は 最大 限 の 作用 を 発 
揮 で きま せん で し た 。 も ちろ ん 、 特 殊 な 情況 下 で 、 単 独 で また は 集 
団 で 統一 し て 一 つま た は いく つか の 邪悪 に 対し て 正念 を 発する 際 、 こ 
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の よう に すべ き で あり 、 し か も 集まっ た 力 は 相当 強い も の で す 。 し か し 、 
普段 皆さん が 毎日 集団 で 正念 を 発する 時 、 更 に 大 きい 範囲 で 邪悪 を 
探す べき で あり 、 毎 日 、 毎 回 一 つま た は いく つか の 邪悪 に 対し て 行う 
の で は あり ませ ん 。 

や り 方 で す が 、① 精 力 を 集中 し て 、 頭 を 絶対 に は っ きり させ 、 理 | 
的 で 、 念 力 が 集中 し て お り 、 強 大 な も の で な けれ ば な り ま せん 。 

の 全て の 邪悪 を 粉 人 す る こと が で きる と いう 唯我独尊 の 勢い が な け 
れ ば な り ま せん 。② 他 の 空間 が まだ 見 えて いな い 弟 子 の 場合 、 口 訣 
を 念じ 終え た 後 、 強 大 な 念力 を 集中 し て 、「 減 」 と いう 字 を 念じ て く 
だ さい 。 こ の 「 滅 」 は 宇宙 天体 の 大 き さ と 同じ く 強 大 に な り 、 全 て の 
空間 は 含ま れ な いも の が な く 、 漏 れる も の も あり ませ ん 。③ 他 の 空間 
の 邪悪 が 見 える 弟子 は 、 自 分 自身 が 把握 し て いる 情況 に 従っ て 行なっ 
て くだ さい 。 正念 は 強く ある べき で あり 、 智 甘 を 駆使 すべ き で す 。 一 
正 そ の も の は 百 邪 を 圧する も の で す 。④ 正 念 を 発する 時 、 目 を 閉じ て 
も 閉じ な く て も 、 効 果 は 同じ で す 。 目 を 開け た まま で する 際 、 常 人 社 
会 の 全て を 見 て も 見 えな いよ うに な ら な けれ ば な り ま せん 。 

正念 を 発する 際 に 、 そ の 現れ が いく ら 激 し く て も 、 表 面 は 穏やか 
な の で す 。 特に 職場 また は 特別 な 場所 に いる 際 、 掌 を 立て て も 立て 
な く て も 、 効 果 は 同じ で す 。 強大 な 正念 を 保ち 、 考 え が 集 中 し て い 
れ ば 、 同 じ 効 果 を 収め ある こと が で きま す 。 た だ 、 普 通 の 情況 下 で は 
掌 を 立て 、 蓮 花 手 還 を する べき で す 。 

損失 を 減ら し 、 衆 生 を 済 度 す る た め に 、 大 法 弟 子 の 強大 な 正念 
発し まし ょ う ! 皆さん の 威 徳 を 示し て くだ さい ! 


放 
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李 洪 志 


ニーO 〇 年 十 月 十 三 日 


師父 か ら 新 年 の 挨拶 


全 世 界 の 大 法 弟 子 、 新 年 明け まし て 、 お めで と う ご ざ いま す ! 


皆 さ ん は 魔 難 の 中 か ら 、 世 の 人 々 を 救い 済 度 す る 中 で 、 更 な る 冷 
静 と 成 難 の 中 で 、 また 一 年 を 歩ん で きま し た 。 残 っ た 道のり に お いて 、 
神 の 正念 正行 で 、 皆 さん が 先史 の 時 に 立て た 大 いな る 願い を 彫 満 さ 
則 し の 


長い 道のり は 既に 尽き 、 
深い 霧 は 徐々 に 散る 。 
正念 は 神威 を 顕 し 、 
天上 に 戻る こと は 待ち 望み で は な い 。 


李 洪 吉 


〇 〇 二 年 十 二 月 三 十 一 日 
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ニー 〇 〇 三 年 大 法 弟子 へ の 挨拶 


中 国 大 陸 の 大 法 弟 子 、 明 け ま し て お めで と う ご ざ いま す ! 
全 世 界 の 大 法 弟子 、 明 け ま し て お めで と う ご ざ いま す ! 


ちり 
塵 の 世に 下る 


法輪 が まわ る 時 、 必ず 狂気 が 現れ る 
国力 を 使い 果たし て 吾 の た め に 忙し く な っ て いる 
道 化 役 の 邪悪 な 芝居 が 終わ る の を 静か に 見 て いる 
た だ 残土 が 風 の 中 で 舞い 上 が る 
多く の 出来 事 と 変化 の 中 に 輪 可 し た 五 千年 
た まっ た 塵 を 拭い 取り 、 真実 を 見 る 
誰が この 巨大 な 劇 の 主役 な の か 


た だ 衆生 の た め に 今回 来 た の で ある 


李 洪 志 
王 午 年 腺 月 二 十 九 上 
〇 〇 三 年 一 月 三 十 一 日 
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学習 者 の 文章 に 対す る 評 注 


よく 述べ られ て いま す 。 修 灯 の 道 は 人 それ ぞ れ 異な り 、 法 を 実証 す 
る 方 法 も 異な り 、 異 な る 社会 階層 、 異 な る 仕事 、 異 な る 環境 で みな 
修 書 で きま す 。 これ こそ 大 法 が 修 精 者 に し た 道 な の で す 。 大 法 弟 
子 は 一 体 と な っ て お り 、 法 を 正す 中 で 行なっ た 全て を 私 は みな 表 定 
的 に 評価 し て お り 、 皆 大 法 弟 子 と し て 行う べき こと を 行なっ て いま す 。 
異な る や り 方 は 、 法 が 運行 し て いる 中 で の 有機 的 な 分 担 と 園 容 の 方 
式 で す が 、 法 の 力 は 全体 と し て 現れ て くる の で す 。 


〇 〇 三 年 二 月 十 六 日 
ニニ 〇 〇 五 年 十 月 八 日 修 正 
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学習 者 の 文章 に 対す る 評 注 


この 文章 は 思考 が 明貴 で 、 師 父 が 法 を 正す こと と 大 法 弟 子 が 法 を 
実 征 する こと に 対し て は っ きり と 認識 し て いま す 。 も し 大 法 弟 子 が 連 こ 
の よう に 理知 で 、 頭 脳 明 過 で 、 法 を 実証 する 中 で 正念 を も っ て 正しく 
行え ば 、 迫 害 が 存在 で きず 、 邪悪 も 付け 入る 隙 は あり ませ ん 。 文章 
を 誰が 書い た の か 私 は 重く 見 て いま せん 。 表 し た も の は 学習 者 が 法 
を 実証 する こと に 有用 で あれ ば 、 私 は 激励 を 与え ます 。 た と え 反 対 
者 の 文章 で あっ て も 問題 あり ませ ん 。 なぜなら 表 い 済 度 し て いる の は 
すべ て の 上 衆生 だ か ら 、 人 迫害 が 終わ っ て いな けれ ば 、 大 法学 習 者 が 修 
灯 の 道 を まだ 歩み 終っ て いな けれ ば 、 そ れ は 機会 で あり 、 人 間 の 希 
望 な の で す 。 


〇 〇 三 年 八 月 三 十 九 日 
の 〇 五 年 十 月 八 日 修 正 
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学習 者 の 文章 に 対す る 評 注 


すべ て の 大 法 弟 子 が この 文章 を 読む こと を お 勧め し ます 。 


ー(( 呈 年 ー 誕 二 目 
学習 者 の 「 金 俸 」 に 対す る 評 注 
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学習 者 の 文章 に 対す る 評 注 


凶悪 な 警察 と 悪人 を 暴露 し 、 そ の 悪行 を 社会 に 公表 する 。 この や 
り 方 は あれ ら の 理性 を 失っ た 悪人 を 非常 に 強く 岩 搬 さ せる 作用 が あ 
り 、 同 時 に 当地 に 対し て 真相 を 伝え る 中 で 、 民 衆 に 邪悪 の 迫害 を 最 
も 直接 に 暴露 し 、 認 識 さ せ 、 同 時 に デマ に 毒 さ れ 、 騙 され た 民衆 を 
救い 済 度 する 一 種 の 良い 方 法 で す 。 大 陸 の 大 法 修 精 者 と 新しい 学習 
者 全員 が 皆 こ の こと に つい て よく 行う よう 希望 し ます , 


傘 洪 志 
ニニ 〇 〇 三 年 十 一 月 十 五 日 
二 ニ 〇 〇 ち 年 十 月 八 日 修 正 
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〇 四 年 元 是 師父 か ら 大 法 弟 子 へ の 拘 拶 


中 国 大 陸 の 大 法 弟 子 の 皆さん 、 
全 世 界 の 大 法 弟子 の 皆さん : 


新年 あけ まし て お めで と う ご ざ いま す ! 


世 の 大 き な 変遷 は 一 瞬 で も 時 間 が も た らし た も の で あり 、 
法 を 正す こと は 新しい 紀元 を 創り 出し て いる 。 
悠々 た る 歳 月 の 栄光 と 苦し み は 、 
全て この 時 に 洪 大 な 願い を 果たす た めで ある 。 


衆生 の た め に 、 大 法 を 実証 する た め に 、 神 の 道のり に お いて 精進 
し まし ょ う ! 未来 恒久 の 彫 容 は 皆さん の 栄光 と 共に 存在 する の で 
す ! 


傘 洪 志 


OO 年 キー 月 三 二 ー 目 


21 


海外 の 電話 会 議 に お ける 読法 


この 本 は 、 那 杜 に よる 学習 者 へ の 迫害 を 暴露 し 、 世 の 人 々 を 救い 
済 度 す る こと に お いて 、 あ る 程度 の 役割 を 果たす こと が で きる の で 、 
常人 社会 で 発行 する こと が で き 、 和 常人 の 中 で 大 い に 宣 伝 す る こと も で 
きま す 。 常 人 向け の 幾つ か の ウェ ブサ イト で 連載 する こと も で きま す 。 
し か し 、 学 習 者 へ の 妨害 を 避け る た め に 、 学 習 者 の 中 で 広く 宣伝 し 
な いで くだ さい 。 い か な る 事 も 学習 者 の 彫 満 成就 に 向かう 形式 、 法 
を 実証 する 形式 を 妨害 に て は いけ ませ ん 。 

内 容 に つい て 言え ば 、 本 の 中 に 常人 の 心 で 表現 し て いる と ころ が 多 
く あ り ま す 。 人 迫害 を 暴露 する 本 を 書く こと に 執着 し て 邪悪 に 転向 し た 
部 分 は 絶対 に 学習 者 の 中 で 広く 伝え て は いけ ませ ん 。 転向 が 何 を 意 
味 す る の か 分 か り ま すか ? 実は 神 に 見 えた の は 、 出 て 来 て 人 迫害 を 
酸 釧 し た いと 思っ た の が 耐え られ な く な っ た か ら で あ り 、 外 に 出 た い 
心 こそ 真 に 捨て られ な い 執 着 で す 。 大 法 弟子 は いか な る 状況 の も と で 
も 、 た と え 人 迫害 を 暴露 する た めで も 、 絶 対 に 邪悪 に 転向 し て は いけ 
ませ ん 。 括 害 を 暴露 する こと 自体 は 大 法 弟 子 の 修 灯 の 最終 目的 で は 
な い の で 、 常 人 の 心 が 完 全 に 取り 除 か れ て いな い 学 習 者 は 真似 し て 
は いけ ませ ん 。 な お さら 学習 者 向け の ウェ ブサ イト で 学習 者 に 広く 宣 
伝 し て は いけ ませ ん 。 

修 書 は 厳粛 な こと で あり 、 皆 さん が 修 灯 す る こと に よっ て 神 に 成就 
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し 、 同 時 に 皆さん が 法 を 実証 する こと も で きる の で 、 私 は 皆さん に 大 
法 を 伝え 、 か つて な か っ た 永遠 の 栄光 を 与え を まし た 。 皆 さん に 単 な 
る 迫害 を 制止 する 中 の 常人 の 英雄 に な っ て も ら う の で は な く 、 皆 さん 
は 旧 勢 力 の 拓 排 と 迫害 を 合 定 し な が ら 法 を 実証 し 、 そ れ に よっ て 神 
に な っ て いく の で す 。 


傘 洪 志 


OO 〇 四 年 一 月 十 九 日 
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正念 を も っ て 趣 事 を 制止 する 


現在 、 大 法 弟子 を 迫害 し て いる 邪悪 の 要素 は 以前 と 比べ て 、 本 当 
に 少な く な り ま し た が 、 悪 人 と 凶悪 な 警官 は まだ 大 法 弟 子 に 対し て 悪 
事 を 働い て いま す 。 こ れ は 人 間 が 直接 神 に 対し て 罪 を 犯し て いる の で 
す 。 で すか ら 、 各 種 の 方 式 を 利用 し て 、 例え ば 、 邪 悪 な 行為 を 暴露 
真相 を は っ きり と 伝え 、 ま た は 直接 電話 を か ける な どの 方 法 で 制止 す 
みる こと が で きま すず す 

大 法 弟 子 が 現在 行なっ て いる 全て は 皆 、 世 の 人 々 と 衆生 を 救い 済 
度 す る こと で あり 、 迫 害 を 暴 露 し 制止 し てい る の で 、 邪 悪 に よる 各種 
の 迫害 行為 を 認め て は な ら ず 、 人 迫害 の 中 で 邪悪 が 思う まま に 大 法 弟 
子 を 迫害 する こと を な お さら 許し て は いけ ませ ん 。 も し 、 凶 悪 な 警官 
と 加 人 が 勧告 を 聞き 入れ ず 、 ひ た すら 趣 事 を 働い て いる の で あれ ば 
正念 を も っ て 制止 する こと が で きま す 。 大 法 弟 子 は 正念 が 強く 、 恐 れ 
る 心 が な い 情 況 下 で 、 正 念 を も っ て 逆 に 悪事 を 働く 者 を 懲罰 する こと 
が で きま す 。 凶悪 な 警官 が スタ ン ガ ン を 使っ て いて も 、 ま た は 時 人 
が 薬物 を 投与 し て 大 法 弟 子 を 迫害 し て いて も 、 正 念 を 用 いて 、 暴 行 
を 加え る 者 の 身 に 電流 と 薬物 が 流れ て いく よう に する こと が で きま す 。 
掌 を 立て て も 立て な く て も 、 正 念 が 出れ ば 、 こ れ を 成し遂げ る こと 
0 で きま すう 。 

各種 の 迫害 の 中 で 、 人 迫害 を 制止 する た め に 、 正 念 を 駆使 し て 逆 に 
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回 人 を 懲罰 する こと が で きま す 。 中 に 学習 者 を 殴打 する 人 も 含ま れ て 
いま す 。 正念 が 強けれ ば 、 悪 人 の 拳 と 足 が 悪 人 自身 の 身体 に 当たる 
よう に な り 、 ま た は 凶悪 な 警官 と 悪人 が 互い に 和 悪事 を 働き 合う よう に 
な り ま す 。 更 に 、 痛 み と 傷 が 全部 悪事 を 働い た 悪人 と 凶悪 な 警官 の 
体 に 移る よう に する こと も で きま す 。 し か し 、 そ の 前 提 は 、 皆 さん の 

正念 が 強く 、 薦 れる 心 が な く 、 常 人 の 執着 、 不 安 と 恨み の 心 が な い 
こと で あり 、 そ の 状態 で は と て も 効果 的 で す 。 正 念 が 出れ ば 、 直 ち 
に 効果 が 見 られ ます ,。 正念 を 発する 過程 で 、 和 驚か ず 起 れず 、 悪 人 の 
暴行 が 止ま ら な い 限 り 、 正 念 を 発し 続け ます 。 人 迫害 以外 で は 、 世 の 
中 の いか な る 人 、 い か な る 出来 事 に も 使っ て は いけ ませ ん 。 大法 弟 
子 は 人 を 救い 善 を 行う こと を 根本 と し て お り 、 こ の 正念 は 悪人 が 悪事 
を 働く こと を 制止 する た めで あり 、 他 の 悪人 に 警告 し 、 世 の 人 が 罪 を 
犯さ な いよ うに する た めで も あり ます 。 その 目的 は や は り 衆 生 を 救い 
済 度 す る た めで す 。 


李 洪 志 
ー ニ OO 〇 四 年 二 月 十 五 日 
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正念 で 墨 い 手 を 取り 除く 


現在 の 状況 に つい て 言え ば 、 大 法 弟 子 を 迫害 する こと に 参与 し て 
いる 鬼 し い 鬼 は 既に 残り が 極め て 少な く な る まで きれ い に 取 り 除 か 
れ 、 た いし た 作用 を 働く こと が で き な く な り ま し た 。 こ の 状況 下 で 、 
旧 勢 力 が 当時 三界 の 外 か ら 入 れ て きた 、 旧 勢力 に も 海 汰 され る 次 元 
が 低く 悪く な っ た 各種 の 神 の 中 に 、 條 、 道 また は 他 の 神 の 形象 を し 
て いる も の が いま す 。 これ ら は 皆 「 成 住 壊滅 」 の 旧い 法理 に と っ くに 
解体 され 、 海 汰 され る べき も の で す 。 法 を 正す こと が 始ま っ た 時 、 そ 
れ ら を 三界 に 入れ た 旧 勢 力 の 目的 は 、 法 を 正す こと を 妨害 させ 、 大 
法 弟子 を 迫害 する こと に 参与 させ る こと で す 。 

これ ら の こと を すれ ば 、 大 き な 罪 を 犯し て し まう と 旧 勢 力 に 分 か っ 
て いま す 。 法 を 正す こと に 直接 罪 を 犯す こと に よっ て 、 地 獄 に 落と さ 
れる こと を 恐れ 、 そ れ ら は 三界 の 外 で 三界 内 の これ ら の 悪い 神 ( 黒 
い 手 ) を 操り 、 こ れ ら の 黒い 手 は 更に 史 し い 鬼 を 操っ て 、 法 を 正す こ 
と を 妨害 し 、 大 法 弟子 を 迫害 し て いま す 。 この 数 年 来 、 大 法 弟子 に 
加え た いか な る 迫害 も 、 そ れ ら に 直接 に 指図 され て 行わ れ た の で あっ 
て 、 そ の 罪 は 計り 知れ な い ほ どの も の で す 。 それ ら は すでに 自ら 犯し 
た これ ら の 罪悪 に 責任 を 負い きれ な く な り ま し た 。 

旧 勢 力 の 全体 が 消滅 され る こと と 、 こ れ か ら 消 減 さ れる 最後 の 全 
て の 要素 は 旧 勢 力 の 黒い 手 が 極め て 大 き な 罪 悪 を 犯し た こと と 関係 
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し て いま す 。 これ ら の 黒い 手 は 全て の 大 法 弟 子 が 修 辺 し 始め た と き 
か ら 現 在 ま で の あら ゆる 出来 事 と 、 大 法 弟 子 の 個人 修 灯 の 中 で 現れ 
て きた 全て の こと を 妨害 する こと に 参与 し 、 あ ら ゆ る 隙 に 付け 入り ま 
し た 。 黒 い 手 の 数 は 非常 多い の で あっ て 、 こ の 空間 で 表し た 形体 
は 非常 に 小さ い の で す 。 大 きい も の は コイ ン く らい の 大 き さ で 、 小 さ 
いも の は ペン の 先ほど で す 。 多 く の も の は ペン の 先ほど の 大 き さ で す 。 
私 が この 数 年 の 間 に 説 いた 法 は それ ら も 聞い て お り 、 ず っ と それ ら に 
機会 を 与え て いる に も か か わら ず 、 そ れ ら は ひたすら 最も 邪 正 な こと 
を や っ て いま す 。 法 を 正す こと が 進む に つれ 、 更 に 大 法 弟 子 の 正念 
の 作用 に よっ て 、 そ れ が 利用 で きる 挿し い 鬼 が 足り な く な る まで 消滅 
され た と き 、 こ れ ら の 黒い 手 は 自ら 四 し い 鬼 が や っ て いる こと に 参与 

直接 大 法 弟子 を 迫害 に し て お り 、 法 を 正す こと を 妨害 し て いま す 。 

その た め 、 新 し い 学 習 者 も 古い 学習 者 も 含め て 、 全 て の 大 法 弟 子 
は 正念 を 発する 時 、 具 体 的 な 目標 に 対し て 正念 を 発する 以外 、 こ れ 
ら の 黒い 手 に まっ すぐ 向け 、 徹 底 的 に を それら を きれ い に 取 り 除 いて く 
だ さい 。 同 時 に 、 正 念 を 発する 時 、 考 え を 更に 集中 させ 、 純 粋 で 清 
ら か に し 、 沙 ち 着 いて 更に 大 き な 能 力 を 動員 し 、 全 て の 黒い 手 と 妊 し 
い 鬼 を 解体 し 、 他 の 空間 に ある これ ら の 最後 の 妨害 を きれ い に 取 り 
除い て くだ さい 。 

これ 以上 邪悪 に 隙 に 乗じ られ な いよ うに し 、 人 間 の 執着 に 妨害 さ 
れ な いよ うに し て くだ さい 。 大 法 弟 子 が 行う べき こと を し っ か り 行 い 、 
最後 の 道 を し っ か り 歩 み 、 正 念 正行 を し まし ょ う 。 
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李 洪 志 


ー 〇 〇 四 年 三 月 十 六 日 


明 惹 ネッ ト へ : 


今後 、 す べ て の 大 法 書 籍 の 中 の 「 目的 」 の 「 的 」 を 全部 "目地 」 の 「 地 」 
に 修正 し ます 。 この 「 的 」 は 法 の 内 汐 の 中 で 「 地 」 と まっ た く 違 う 意 
味 で あり 、 こ れ は 現代 人 が 中 国 古 代 文化 の 内 滴 を 谷 定 し た こと に よっ 
で だ らき 4 た こと で 示 

また 、 非常 地 」( 非 常に の 意味 ) 、「 真 正 地 」( 本 当 に の 意味 )、「 立 
体 地 」( 立 体 的 の 意味 ) な どの 「 地 」 の 使い 方 は 、 そ の 内 汐 も 変え ら 
れ て お り 、「 的 」 に 直す べき で す 。 目地 や 地点 、 地 方 の 意味 を 指し て 
いな い 場 合 は 、 す べ て 「 的 」 を 使っ た ほう が よい で し ょ う 。 

また 、「 前 放 」 の 「 章 」 の 問題 で す 。 こ の まま な ら 井 戸 の 中 に 向かっ 
て 歩く と いう 意味 に な る の で 、 や は り 繁 体 字 の 「 進 」 に 戻し た ほう が 
よい で し ょ う 。 歩 け ば 歩く ほど 侍 い と いう 意味 だ か ら で す ! 

今 ま で の 大 法 書 籍 の 中 の これ ら の 字 は 、 大 法 弟子 が 直せ ば よい の 
で す 。 小さ な ナイ フ で その 字 を 削り 取っ て か ら 、 手 書き また は 印刷 し 
た 字 で 直せ ば よい の で す が 、 大 法 弟 子 が 自ら 直す の が 最も よい の で 
朋 


ー 〇 OO 〇 四 年 三 月 二 十 六 日 
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考え を は っ きり せよ 


学習 者 と し て 、 和 師父 の 要求 に 従っ て 行なっ て いな けれ ば 、 こ れ は 
小さ な 問題 で は な い は ず で す 。 旧 勢 力 は すべ て の 大 法 弟 子 に 対し て 
それ ら の も の を 接 排 し まし た 。 も し 大 法 弟子 が 師父 の 要求 に 従っ て 行 
な っ て いな けれ ば 、 き っ と 旧 勢 力 の 接 排 に 従っ て 行なっ て し まっ た こ 
と に な り ま す 。 旧 勢 力 は 実質 上 、 法 を 正す 中 で 大 法 弟 子 が 出 て こら 
れる か どう か に 対し て 、 い つも 皆さん の そば に ある 巨大 な 関 と 難 で す 。 

今回 の 魔 難 を 経て も 、 考 え が ま だ は っ きり し な い 学 習 者 が も し い 
れ ば 、 こ の すべ て と すれ 違っ て し まい ます 。 師父 の 要求 に 従っ て 行なっ 
て こそ 、 大 法 弟 子 が 法 を 実証 し 、 目 ら を 修 迷 す る こと に な り 、 こ れ が 
本 当 の 大 法 弟 子 な の で す 。 


李 洪 志 
ニニ 〇 〇 四 年 五 月 八 日 
学習 者 の 文章 に 対す る 評 注 
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学習 者 の 文章 に 対す る 評 注 


中 国 大 陸 で あれ 、 全 世界 の その 他 の 地区 の 大 法 弟 子 で あれ 、 迫 
害さ れ て いる 中 で 採る 迫害 に 反対 する 方 法 は みな 、 中 国 大 陸 の 大 法 
弟子 の 安全 に 気 を つけ な けれ ば な り ま せん 。 大 法 弟 子 の 安全 に 不利 
な すべ て の 行為 を 止め る べき で す 。 


ー 〇 〇 四 年 五 月 三 十 一 日 
二 ニ 〇 〇 五 年 十 月 八 日 修 正 
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カナ ダ モ ント リオ ー ル 法 会 へ 


皆さん こん に ち は ! 大 法 弟子 の この 数 年 来 の 絶え 間 な い 努 力 に 
よっ て 、 真 相 を 伝え る 中 で 世 の 人 々 が ます ます 目覚 め る よう に な り 、 
皆さん は ます ます 多く の 衆生 を 救い 済 度 し まし た 。 同 時 に 、 大 法 弟 
子 の 未来 を も 成就 させ て いま す 。 喜び 、 祝 うに 値 す べ きこ と で す 。 

私 た ちの 法 会 は ほか で も な く 、 絶 え ず 今 ま で 行なっ て きた こと を 振 
り 返 り ま と め て いま す 。 法 を 実証 する 中 で 、 大 法 弟 子 の 修 妹 方 式 の 
実践 の 中 で 、 ま だ 足り な いと ころ が あり ます 。 良 い 経験 を 生か し 、 正 
念 を 強め 、 大 法 弟子 が 行う べき こと を 更に 良く 行う よう に し て くだ さい 。 

今回 の 法 会 は 大 法 弟子 の 盛会 で あり 、 大 法 弟 子 の 威 徳 を 樹立 する 
こと の 現れ で も あり ます 。 緩め な いで くだ さい 。 最 後 の こ の 時 期 に 更 
に 良く 行う よう に し て くだ さい 。 皆 さん の 円 満 な 成功 を 祈り ます 。 


傘 洪 志 


ー ニ OO 〇 四 年 六 月 三 十 日 
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ヨー ロッ パウ ィ ー ン 法 会 へ 


ヨー ロッ パウ ィ ー ン 法 会 : 


皆さん こん に ち は ! 

私 た ち は 法 会 を 、 経 験 を まとめ 、 足 りな いと ころ を 見 出し 、 良 い 成 
果 を 生か し 、 大 法 弟子 の 正念 を 樹立 する 盛会 に すべ き で す 。 これ ま 
で 行なっ た 全て を 大 切 に し 、 今 後 の 道 を 更に 良く 歩む お よう に し て くだ 
さい 。 

師父 は 皆さん を 見 て お り 、 皆 さん か ら の 良い 知ら せ を いつ も 待っ て 
ます 。 

最後 に 、 法 会 が 成功 裏 に 行わ れる こと を 祈り ます ! 


傘 洪 志 


ー ニ OO 〇 四 年 六 月 三 十 日 
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人 心 を 放 下 し 、 世 の 人 々 を 救い 済 度 する 


大 法 弟 子 の 全体 が すでに 個人 修 灯 の 段階 を 終え 、 現 在 法 を 正す 
こと の 洪 大 な 勢い が 急速 に 進ん で いる た め 、 大 法 弟 子 が 法 を 実証 す 
る 段階 も いよ いよ 終わ り に 近づい て いま す 。 歴史 は も うす ぐ で 新しい 段 
階 に 入り ます 。 現在 か ら 、 特 に 中 国 大 陸 の 大 法 弟 子 、 新 し い 学 習 者 
も 古い 学習 者 も 長い 間 執 着 し て いる 人 心 を 放 下 し 、 全 面 的 に 早く 世 
の 人 々 を 救い 済 度 し て くだ さい 。 い っ た ん この 段階 が 過ぎ て し まえ ば 、 
一 回 目 の 衆生 の 大 海 汰 が 始ま り ま す 。 法 を 正す 時 期 の 大 法 弟子 に と っ 
て 、 個 人 の 解脱 は 修 書 の 目的 で は あり ませ ん 。 和 上 衆生 を 救い 済 度 す る 
こと こそ 、 比 さ ん が や っ て 来 た 時 の 大 き な 願 いで あり 、 法 が 正 さ れる 
中 で 歴史 が 皆さん に 駆 与 し た 責任 と 使命 で す 。 で すか ら 、 大 量 の 衆 
生 は 皆さん が 救い 済 度 する 対象 に な り ま す 。 大法 弟 子 は 法 が 正 さ れ 
る 中 で 弁 与 され た 偉大 な 責任 を 台無し に し な いで くだ さい 。 更に 、 
救い 済 度 さ れる 衆生 を 矢 望 させ な いで くだ さい 。 皆 さん は 彼ら が 未 
来 に 入る こと が で きる か どう か の 唯一 の 望み と な り ま し た 。 で すか ら 、 
全て の 大 法 弟 子 、 新 し い 学 習 者 、 古 い 学習 者 は みな 行動 を 起こ し 、 
全面 的 に 真相 を 伝え る べき で す 。 特に 中 国 大 陸 の 大 法 弟子 は 、 一 人 
一 人 みな 表 に 出 て 真相 を 伝え 、 あ ら ゆ る と ころ に 真相 が 伝わる よう に 
し 、 人 の いる と ころ に 漏れ る こと な く 真 相 を 伝え る べき で す 。 真相 を 
は っ きり と 伝え て か ら 、 灯 功 し た い 人 が いれ ば 、 で きる だ け 早 く 法 を 
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勉強 し 功 法 を 教え る 環境 を 整え て あげ て くだ さい 。 彼ら は 次 の 段階 
で 修 迷 す る 弟子 で す 

真相 を 伝え る と 同時 に 、 法 の 勉強 を 重視 すべ き で す 。 法 の 勉強 が 
よく で き て お ら ず 、 人 心 が 重い 学習 者 を 利用 し て 邪 時 が 流布 し た 、 法 
を 乱す 卑しい 鬼 の 偽 経 文 を これ 以上 読ん だ り 広 め た り し な いで くだ さ 
い 。 正念 と 正行 を 保ち 、 冷 静 に 理性 を 持ち 、 全 面 的 に 世 の 人 々 を 救 
い 済 度 し て くだ さい 。 


李 洪 志 


二 ニ 〇 OO 〇 四 年 九 月 一 日 
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学習 者 の 文章 に 対す る 評 注 


この 文章 は 非常 に よく 書け て いま す 。 大 法 弟子 が 法 を 実証 する 目 
的 が は っ きり と し て いま す 。 正念 が 強く 、 理 性 も は っ きり と し て いま す 。 
すべ て の 中 国 大 陸 の 大 法 弟 子 た ち が こ の 文章 を 読む こと を 薦め ます 。 
大 法 弟 子 は 法 を 実証 する 中 で 、 邪 党 の 会 議 の 結果 に 執着 し て は な り 
ませ ん 。 な ぜ な ら 人 類 社会 の すべ て は みな 大 法 の た め に 存在 し 、 大 
法 弟子 の 修 書 の た め に 存在 し て いる か ら で す 。 も ちろ ん 、 正 の も の が 
あれ ば 邪 の も の が あり ます が 、 そ れ ら は た だ 大 法 の 需要 に よっ て 動 
いて いる の で す 。 


李 洪 志 
ニニ OO 〇 四 年 九 月 十 九 日 
二 ニ 〇 〇 ち 年 十 月 八 日 修 正 
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法 を 正す 中 で 必要 な の は 正念 で あり 、 
人 心 で は な い 


常人 の 心 が あ まり に も 重い 大 法 弟子 よ 、 私 が 皆さん を 導き 歩ん で 
いる の は 神 の 道 で す が 、 一 部 の 学習 者 は どう し て も 常人 の 観念 を 
守 し て いま す 。 今 ま で の 個人 修 煙 の 中 で 、 皆 さん は いつ も 大 法 か ら 
の 恩恵 を 人 類 社 会 与え る た め の 恩 恵 だ と 思っ て お り 、 魔 難 の 中 で 、 
宙 の 中 の 邪悪 生命 が 悪人 を 利用 し て 大 法 弟 子 に 加え た 迫害 を 人 為 
的 な も の だ と 思っ て いま し た 。 法 が 正 さ れる 中 、 大 法 弟 子 が 正念 を も っ 
て 法 を 実証 する 中 で 、 邪 悪 が 取り 除 か れ 残 り が 極め て 少な く な っ た 
情況 下 で 、 世 の 人 々 は 目覚 め 始め まし た が 、 皆 さん は また 迫害 の 終了 
に 対す る 希望 を 常人 に 託し まし た 。 
これ は 宇宙 が 法 を 正 し て いる の で す 。 この 世 は 、 巨 大 な 天体 が 法 
を 正す こと に よる 衝撃 を 受け た 時 の 、 低 次 元 生命 の 現れ に 過ぎ ませ 
ん 。 人 間 は 神 に 対し て 何 が で きる の で し ょ うか 2 外 的 な 要素 が な け 
れ ば 、 人 間 は 神 に 何 が で きる の で し ょ うか ? 人 類 社会 で の 現れ は 
高 炊 元 生命 の 操作 に よっ て も た ら さ れ た こと に 過ぎ ませ ん 。 正念 が 
強く 、 良 く 行 な っ た 大 法 弟 子 と 比べ て 、 あ な た の 大 法 に 対す る 根本 
的 な 認識 は 本 当 に 人 間 と いう 次 元 に 留まる し か な い の で し ょ うか ? 
それ な ら ば 、 あ な た は 一 体 何 の た め に 修 灯 し て いる の で し ょ うか ? 
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人 類 社 会 で 何 か を 達成 する た め な の で し ょ うか ? 中 国 で 何 か を 達 
成す る た め な の で し ょ うか 2? 大法 弟 子 の この 世 で の 人 間 と し て の 一 
面 の た め な の で し ょ うか ? 大 法 弟 子 に この 世 の 正 義 を 世 の 人 々 に 与 
えて も ら う た め な の で し ょ うか ? 私 は 人 類 社会 で 何 か を 成し遂げ る 
た め に 法 を 説い た の で し ょ うか ? 皆さん が 修 の 中 で 神 に 向かい 、 
認識 か ら 徐 々 に 人 間 を 超え 、 生 命 の 彫 満 成就 と 昇華 と いう 目的 に 達 
する た め に 、 私 は 皆さん を 導い て いる の で す 。 

目覚 め て くだ さい ! 歴史 上 最も 邪悪 な 魔 難 も 皆さん を 目覚 め さ 
せる こと が で き な け れ ば 、 法 が この 世 を 正す 時 、 和 公 情 と 後悔 の 中 で 、 
自分 が 本 当 に だ め だ と いう 自責 と 絶望 の 中 で 、 真 に 修 灯 し て きた 大 
法 弟子 が 園 満 成就 する 際 の 壮 航 ぶ り を 目のあたり に する し か あり ませ 
ん 。 これ も 自分 自身 が 搬 い た 因果 な の で す 。 私 は 一 人 の 大 法 弟 子 を 
も 手放し た く は あり ませ ん が 、 皆 さん は 真 に 法 を 勉強 し 、 修 灯 す る 中 
で 自ら を 高め あな けれ ば な り ま せん ! 法 を 実証 する 中 で 世 の 人 々 を 救 
い 済 度 し 、 大 法 弟子 と し て 行う べき 三 つ の こと を し っ か り 行 な っ て くだ 
さい 。 精進 し て で 下さい 。 常 人 の 心 に よる 執着 を 放 下 し て くだ さい 。 神 
へ の 道 は も う 遠 く は あり ませ ん 。 


李 洪 志 


ニニ OO 〇 四 年 九 月 十 九 日 
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換 拶 


大 陸 及 び 全 世界 、 各 民族 の 大 法 弟 子 か ら の 中 秋 の ご 挨拶 と お 気 
持ち に 感謝 申し 上 げ ま す 。 師父 は 皆さん に 以下 の 言葉 を お 送り し ます 。 
大 法 弟 子 が 歩ん で いる の は 神 の 道 で あり 、 常 人 の 社会 情勢 の 変動 に 
影響 され な いで くだ さい 。 時間 を 大 切 に し て 真相 を 伝え 、 世 の 人 々 を 
救い 済 度 し 、 卑 し い 鬼 を きれ い に 取 り 除 き 、 正 念 正行 し まし ょ う 。 特 
に 中 国 大 陸 の 大 法 弟 子 は 各自 行う べき こと に 更に 力 を 入れ 、 精 進 し 
て 止ま な いで くだ さい 。 

中 秋 に 正念 が 更に 強まる こと を 祈り ます ! 


李 洪 志 


甲 申 年 八 月 十 九 日 
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私 か ら の 棒 喝 


法 を 正す 中 で 、 宇 宙 の 最後 の 全て は 解体 され 作り 直さ れる 中 で 、 
再び 生成 され ます 。 法 が この 世 を 正す 時 は ます ます 近づい て き て い 
ます 。 こ の 五 年 間 、 大 法 弟子 は 法 を 実証 する 中 で 神 の 威 徳 を 樹立 
し 、 こ の 世 の 空 間 で の 正念 正行 は 大 量 の 衆生 と 世 の 人 々 を 救い 済 度 
し 、 大 量 の 卑しい 鬼 と 旧 勢 力 の 要素 を 消滅 し まし た 。 常 人 社会 で の 
現れ か ら 見 る と 、 邪 悪 の 人 迫害 が 緩め られ 、 衆 生 と 世 の 人 々 が 他 の 空 
間 の 邪悪 生命 と 大 法 を 妨害 する 要素 の コン トロ ー ル か ら 解 か れ ま し 
た 。 人 々 は 大 法 弟 子 と 世 の 人 々 に 対す る 今回 の 迫害 に は っ きり と 気付 
き 、 こ の こと に つい て 考え 始め まし た 。 これ に よっ て 、 この 世 で 大 法 
弟子 を 迫害 する こと に 参加 し て いる 邪悪 の 人 々 が 恐れ お の の き 、 邪 悪 
の 本 性 を 弱め 、 大 法 弟 子 へ の 迫害 を 放棄 し た 悪人 さえ いま す 。 その 
た め 、 形 勢 は 大 い に 改善 さん まし た 。 これ は 大 法 弟子 が 法 が この 世 
を 正す 前 の 正念 と 正行 の 中 で や り 遂 げた こと で す 。 大 法 弟 子 は 法 を 
正す 中 で 作り 出さ れ た 、 神 々 も 硬 目 し て いる 生命 で あり 、 つ まり 大 法 
徒 に な り ま し た 。 大法 弟子 が 法 を 実証 する 中 で 歩む 道 、 つ まり 自ら 
を 修め な が ら 、 衆 生 を 救い 済 度 し 、 同 時 に 宇宙 の 法 を 正す こと に 対 
する 要求 に 合わ せ て 、 法 を 正す こと に マイ ナス の 作用 を 働い た り 、 大 
法 弟子 に 悪事 を 働い た りす る 黒い 手 と 卑しい 鬼 、 及 び 旧 勢力 が 披 排 
し た 妨害 、 人 迫害 の 要素 を 解体 し 、 き れい に 取り 除い て いま す 。 これ 
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は 即ち 、 大 法 徒 が 歩ん だ 完全 無欠 な 修 書 の 道 、 偉 大 な 神 を 彫 満 させ 、 
成就 させ る 道 で す 。 

それ に 対し 、 家 に 隠れ て いわ め ゆる 法 を 勉強 し て いる 人 は 、 如 何 な 
る 口実 が あっ て も 、 全 て 放 下 で き な い 執着 が ある か ら で す 。 この よう 
な 人 は ひい て は 小 グ ルー プ を 作り 、 お 互い に 愚痴 を こぼし 合っ た り 、 
けち を つけ た り 、 大 法 弟 子 が 法 を 実証 する こと と 大 法 弟 子 が 行なっ 
た 全て に 対し て 消極 的 な 態度 を 取っ て お り 、 学 習 者 の 欠点 と 修 過 
程 の 足り な いと ころ を 探し た り し て 、 ひ いて は 国内 外 で デマ を 広め て い 
ます 。 彼ら が や っ て いる の は 皆 邪 悪 を 喜ば せる こと で す 。 人 迫害 の 中 で 、 
邪悪 を 手伝っ て いま す 。「 私 は 『 製法 輸 」』 だ け を 読み ます 。 新 経文 
を 読み ませ ん 」 と 言っ て いる 人 が いま す が 、 あ な た は まだ 私 の 弟子 な 
の で し ょ うか ? は っ きり と 教え ます が 、99 年 7 月 20 日 以前 は 個人 
の 修 煙 で あり 、 法 を 認識 する 段階 な の で す 。 法 を 認識 する 中 で 、 彫 
満 成就 まで 至る こと が で きま す が 、 こ れ は 大 法 弟 子 の 修 灯 の 終わ り 
で は あり ませ ん 。 その 後 の この 五 年 間 は 、 他 で も な く 、 形 勢 を 逆 に 
し 、 誰 が 本 当 に で きる の か 、 誰 が で き な い の か を 見 分 け 、 真 に 修 
し て いな い 者 を 海 汰 し 、 同 時 に 真 に 修 す る 大 法 弟 子 の 威 徳 を 樹立 
し 、 上 衆生 を 救 い 済 度 する 五 年 間 な の で す 。 な ぜ 一 つの 生命 の た め に 、 
大 法 と 私 が 自ら 済 度 し な けれ ば な ら な い の で し ょ うか ? は っ きり 言 
えば 、 ど の よう な 生命 が 宇宙 大 法 に 済 度 さ れる ほど の 資格 を 持っ て 
いる の で し ょ うか ? 済 度 さ れ た 生命 は た だ 自分 自身 の 彫 満 成就 の 
た め だ け で よい の で し ょ うか ? どの よう な 人 が 大 法 徒 に 相応 し い の 
で し ょ うか ? 家 に 隠れ て いわ め ゆる 法 を 勉強 し て いる 人 な の で し ょ う 
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か 2 大法 か ら 6 受益 だ け を 求め 、 大 法 の た め に 捧げ た く な い 人 な の 
で し ょ うか ? 特に 大 法 弟 子 で あり な が ら 、 人 迫害 の 中 で 大 法 の た め 
に 正義 の 声 を 上 げた く な く 、 い わ め ゆる 家 で 法 を 勉強 する と 言っ て 大 法 
か ら 求 め て いる 、 こ の よう な 人 は どう いう 人 な の で し ょ うか ? 皆さん 
自身 で 判断 し て くだ さい 。 

危険 が すでに この よう な 人 に 近づい て き て いる こと が 師父 に 見 えま 
し た 。 私 は 今回 の 迫害 を 含め て 、 旧 勢力 の 拓 排 を 認め て いま せん 。 
し か し 、 法 を 正す 中 で 衝撃 を 受け た 旧い 要素 が 遅かれ 早かれ 、 こ の 
よう に や る こと が 私 に 分 か っ て いま す 。 つ まり 、 迫 害 が 起こ ら な けれ 
ば よかっ た の で す が 、 そ の 場合 、 私 は その 情況 下 で 皆さん が 歩む べ 
き 道 を 用 意 し ます 。 人 迫害 が 起こ っ た の で 、 私 は それ を 利用 し て 、 大 法 
弟子 が 法 を 実証 する 中 で 迫害 を 否定 し 、 そ の 中 か ら 大 法 弟 子 に 威 徳 
を 樹立 させ て いま す 。 皆さん の 恐れ る 心 、 安 逸 を 求め る 心 、 あ な た 
の 各種 の 願望 に 合っ て いる 道 こそ 大 法 弟 子 の 修 精 の 道 だ と 思っ て い 
る の で し ょ うか ? 歴史 上 の それ ら の 宗教 の 修行 と 信仰 こそ 、 唯 一 の 
修 諫 だ と 思っ て いる の で し ょ うか ? も し 三界 と 人 類 の 歴史 上 の 全て 
が 皆 宇 宙 で 法 を 正す た め に 披 排 さ れん た こと で あれ ば 、 歴 史 は た だ 大 
法 の た め に 歴史 の 過程 の 中 で 、 衆 生 と 人 類 、 及 び 人 間 の 思考 様式 と 
文化 を 造っ た に 過ぎ ませ ん 。 それ に よっ て 、 大 法 が 広く 伝わる 時 、 人 
間 は その 考え で 法 を 理解 し 、 法 と は 何 か 、 修 灯 と は 何 か 、 衆 生 を 救 
い 済 度 す る こと 等 々 は 何 か 、 及 び 各 種 の 修 灯 形 式 に つい て 理解 する 
こと が で きる よう に な り ま す 。 も し こう いう こと で あれ ば 、 歴 史上 の 全 
て の 修 精 と 信仰 は 皆 宇 宙 が 将来 法 を 正す た め に 、 こ の 世 で 文化 を 和 
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いた の で は あり ませ ん か ? 人 間 が 神 に な る 道 と は 何で し ょ うか ? 
天神 まで 私 が 人 間 に 天 に 昇る た め の 桶 子 を 残し た と 言っ て いま す 。 
また 今回 の 迫害 の 中 で 世 の 人 々 と 同じ よう に 、 師 父 が 迫害 に 対し て 
な す 術 も な いと 思っ て いる 人 が いま す 。 ご 存じ で し ょ うか ? 旧 勢 力 
が この 世 の 魔 の 首 野 を 利用 する た め に 、 い わ め ゆめ る 試練 が 終わ る まで 
生き て いけ る よう に 守っ て いる こと を 除い て 、 魔 の 首 租 も 私 の 指揮 に 
従っ て 行動 し て いま す 。 私 が 飛び 上 が れ と 言っ た ら 、 飛 び 上 が り 、 暴 
れ よ と 言っ た ら 6 暴れ 、 和 狂気 に な れ と 言っ た ら 、 そ の よう に な る と 言っ 
て いる 人 が いる の で は あり ませ ん か ? 皆さん も ご 存じ の よう に 、 私 
が 何 か を 言っ た り 、 書 いた りす る と 、 魔 の 首 航 は 大 法 弟子 を 迫害 す 
る な ら ず 者 の 集団 の ほぼ 全員 を 率い て 、 昼 夜 を 問わ ず 、 ま ず 「 学 習 」 
し な けれ ば な ら な い の で は あり ませ ん か ? 現在 、 表 面 で は 政治 賠 
争 の 中 で 締め 出さ れ ま し た が 、 こ れ は 魔 の 首 艇 を 制御 し て いる 邪悪 
と 寿し い 鬼 ら が 作用 し な く な っ た か ら で は あり ませ ん か 2 その た め 、 
人 間 は この よう に 魔 の 首 明 を 扱う こと が で き 、 こ の よう に 扱う 勇気 が 
あっ た の で す 。 これ は 法 が 正 さ れ た 作用 の ほか 、 大 法 弟 子 が 法 を 実 
証する 中 で 、 迫 害 に 反対 し 、 衆生 を 救い 済 度 す る 中 で 、 正念 と 正行 で 、 
迫害 を 暴露 し 、 旧 勢力 の 披 排 を 否定 し た 作用 で は あり ませ ん か ? 
家族 が 迫害 の 中 で 拘束 され 、 迫 害さ れ て いる に も か か わら ず 、 あ 
な た は 皆さん と 一 緒 に 早く 人 迫害 に 反対 し 、 人 迫害 を 制止 し 、 家 族 が 受 
けた 迫害 を 軽減 する な どの こと を せ ず 、 家 で 法 を 勉強 すべ きだ と 言っ 
て 、 学 習 者 が 行なっ た こと に 不平 不満 だ ら け で す 。 あ な た の 家族 が 
拘束 中 、 受 けた 迫害 が 軽く な っ た り 、 ま た は 止ま っ た り し た の は 、 大 
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法 弟子 が 邪悪 と 危険 を 願 み ず 、 人 迫害 に 反対 する 中 で 、 邪悪 を 暴露 し 、 
制止 し た か ら だ と いう こと を 知っ て いま すか 2? 家族 が 釈放 され た 
ら 、 あ な た は 彼ら に 会 わせ る 顔 が ある の で し ょ うか ? 彼ら の た め に 
あな た は 何 を し た の で し ょ うか ? 修 千 し て いる 人 は 修 書 し て いる 神 
で は な く 、 修 煙 の 過程 に は 誰 に も 誤り が あり ます が 、 肝 心 な の は どの 
よう に 対処 する か と いう こと で す 。 誤り を 認識 で きる 人 も いれ ば 、 で き 
な い 人 も いま す 。 ま た 、 恐れ る 心 な ど 各種 の 要素 に 執着 し て いる た め 、 
認識 し た く な い 人 も いま す 。 修 精 は 常人 の 政治 闘争 で は な く 、 な お さ 
ら 権力 と 利益 の 競り 合い で も あり ませ ん 。 常 人 社会 と 官界 で 身 に つい 
た 観念 と 悪い 習慣 は 常人 の 中 で も 軽 蔵 さ れ て いる も の で 、 修 の 中 
で は な お さら 取り 除 か な けれ ば な り ま せん 。 

修 灯 は 他 で も な く 、 人 間 が 天 に 昇り 、 神 に な る こと で あり 、 難 し く 
な いこ と が あり える で し ょ うか ? 以前 俺 教 の 中 で 「 棒 喝 」 と いう 言 
い 方 が あり まし た が 、 私 は 意気 地 の な い 、 危 険 の 瀬戸 際 に 立た され 
た 人 に も 棒 喝 を 与え まし ょ う 。 


二 〇 OO 四 年 十 月 十 一 日 
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ニー 〇 〇 五 年 ヨー ロッ パ 法 会 へ 


法 会 に 参加 する 全て の 大 法 弟 子 、 こ ん に ち は ! 


大 陸 の 大 法 弟子 が 受け た 五 年 あま り の 迫害 の 中 で 、 ヨ ー ロ ッ パ の 
大 法 弟子 は 全 世 界 の 大 法 弟子 と と も に 、 人 迫害 を 暴露 し 、 真 相 を 伝え 、 
衆生 を 救い 済 度 す る 中 で 、 大 法 弟 子 と し て 行う さき こと を 行い まし た 。 
大 法 弟 子 が 共に 努力 する こと に よっ て 、 真 相 は すでに 広く 知ら れ 、 邪 
悪 は 身 を 隠す と ころ が も うす ぐ な く な り ま す 。 これ は 法 を 正 し 、 正 法 
へ の 信念 を 持つ 大 法 弟 子 の 偉大 さ を 充分 表し まし た 。 

表 さ ん 、 引 き 続 き 努 力 し まし ょ う ! 人類 の 歴史 は 人 間 に な る こと 
を 最終 目的 と し て いる の で は な く 、 人 類 の 歴史 は 邪悪 が は び こ る 和楽 
園 で も あり ませ ん 。 人 類 の 歴史 は 法 を 正す た め に 造ら れ た の で あっ て 、 
大 法 弟 子 だ けが ここ で 光り 輝く こと が で きる の で す 。 

再度 、 大 法 弟 子 の 法 会 が 成功 裏 に 行わ れる こと を 祈り ます 。 


ニー 〇 〇 五 年 一 月 十 五 日 
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政治 に 参与 し て いる の で は な い 


中 共 悪党 が 法輪 功 を 迫害 する と いう 問題 に 対し て 、 数 年 来 、 真 相 
を 知ら な い 多 く の 中 国人 は ずっ と 迫害 は 行う べき も の だ と 思っ て いま 
す 。 これ は その 常 が 中 国 に 対し 半 世 紀 に わた る 統治 の 中 で 、 す で に 
中 国人 に その 党 の 党 文 化 を 注ぎ 込ん だ た め 、 もたらさ れ た 結果 で す 。 
これ に よっ て 、 中 国人 は 物事 を 判断 し た り 、 間 題 や 人 々 の 行動 を 考 
えた りす る 際 、 意 図 的 に 造ら れ た この 党 文 化 に 基づい て 思考 し て し ま 
う の で す 。 この よう に 思想 改造 され た 中 国人 は すでに 、 正 常 な 人 類 
と し て 物事 を 判断 し た り 考 えた り し て お ら ず 、 そ の 行動 様式 も 正常 な 
人 類 と し て の も の で は な く な り ま し た 。 この よう な 党 文 化 に 作用 され 、 
人 々 は 外国 と 言え ば 、 意 識 の 中 で 「 中 共 悪 党 と 対立 し て いる 資本 主義 
の 国 」 と いう 基点 に 立っ て し まい ます 。 実 は 外国 こそ 人 類 社会 の 正常 
な 社会 形態 で す 。 中 国 に 存在 し て いる 問題 の こと を 言わ れる と 、 中 国 
人 は すぐ に 「 反 中 勢力 」 と いう 基点 か ら 物 事 を 見 る の で す 。 甚だしい 
場合 、「 中 共 」 と 言え ば 、「 中 国 」 の こと を 言っ て いる の と 同じ で ある 
と 思う 人 、 「 中 華 民 族 」 の こと を 言う と 、 考 え の 中 で 「 中 共 」 と 混同 し 
て いる 人 も いま す 。 さらに 、 何 か の 問題 を 解決 する 際 、 ま ず 思 いつ く 
の は 人 を 懲らしめ る こと で あり 、 そ の 手段 は ほか で も な く 強 制 し た り 、 
打撃 を 加え た り 、 政 治 運 動 を 起こ し た り 、 弾 圧 、 闘 争 な ど を 行なっ 
た りす る な どの も の で す 。 
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現在 中 共 が 完全 に 腐敗 し 、 危 機 吉 発 の 絶 体 絶命 の 情勢 の 中 、 中 
国人 が 中 共 悪 党 を 計 っ て いる 際 も 、 そ の 党 が 造っ た 文化 と 意識 の 中 
で その 党 に 反対 し て お り 、 実 は や は り 党 文化 の 中 で 党 を 見 て いる の で 
す 。 ひ いて は 、「 あ の 党 が 無く な っ た ら 、 中 国 は まだ 存続 で きる の で 
し ょ うか 」 と 考え て いる 人 も いま す 。 中 華 民 族 の 五 千年 の 文化 の 中 で 、 
ーー つの 王朝 が 去る と 、 い つも 次 の 王朝 が や っ て きた の で は あり ませ ん 
か ? 東 ヨ ー ロ ッ パ の 悪党 は 解体 し まし た が 、 今 それ ら の 国 は 何と も 
な い の で は あり ませ ん か ?2 忘れ て は いけ な い の は 、 人 類 社会 は 神 
が 制御 し て いる の で あっ て 、 混 乱 さ せよ うと し た ら 、 乱 れる こと に な り 
ます が 、 混 乱 さ せな いな ら 、 誰 も この 社会 を 乱す こと が で きま せん 。 

中 国人 が 西側 社会 に 来 て か ら 、 人 々 は 中 国人 の 言動 を 理解 する こ 
と が で きず 、 い つも お か し いと 思っ て いま す 。 中共 の 指導 者 の 外国 
訪問 の と き の 言動 を 見 て 、 西 側 の 人 は 彼ら の 理性 に 問題 が ある と 思う 
の で す 。 こ の 党 文 化 は 中 国人 の 思想 と 文化 を どこ まで 変異 させ た の で 
し ょ うか ? 中 共 中 央 階層 の 人 自身 も この 思想 と 行為 お よび 文化 の 変 
異 か ら 逃 ん る こと が で きま せん 。 この よう な 人 類 の 思想 の 変異 に よっ 
て 、 中 共 は 中 国 の 民衆 に 行なっ た 各種 の 弾圧 に 対し て 合法 的 な 理由 
を 簡単 に 見 つけ る こと が で きま す 。「 わ が 党 は 一 貫 し て 正しい 」 と いう 
スロ ー ガ ン の 効き 目 が な く な っ た 今日 、 合 法 的 に 中 共 の 統治 を 維持 
する た め に 、 中 国人 の 愛国 心 を 利用 し た り 煽 動 し た り し て 、 常 に 人 々 
の 愛国 心 を 膨れ 上 が ら せ 、「 あ の 党 が な けれ ば 中 国 も な い 」「 愛 国 は 
すなわち 愛 党 」「 愛 党 は すなわち 愛国 」 な ど と 、 絶 え ず 人 々 の 思想 を 
混同 させ 、 繰 り 返 し 中 国人 を 欺 い て いま す 。 
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法輪 功 に 対す る 迫害 が 失敗 し た 後 、 ま た も や 「 法 輸 功 は 反 中 勢力 
と 結託 し て いる 」 と 言い 出し まし た 。 法 輸 功 が 中 共に 人 迫害 され て いる 
真相 を 果 露 し た ら 、 す ぐ 「 法 輸 功 は 国 を 愛し て いな い 」 と 民衆 を 煽動 
し ます 。 そ の た め 、 法 輸 功 学習 者 が 迫害 を 暴露 し 、 真 相 を 伝え る 中 で 、 
聞こ うと も し な い 中 国人 に 本 当 に 遭遇 し まし た 。 彼 ら は 党 が 言っ た こ 
と は 必ず 正しい の で あっ て 、 中 共 政 府 が 言っ て いる こと は 必ず 正しい 
と 思い 、 法 輸 功 は 本 当 に 中 共 が 宣伝 し て いる よう な も の で ある と 信じ 
3 まま 
大 法 は 人 間 を 済 度 し て いま す 。 大 法 弟 子 は 慈悲 深い の で す 。 人 間 
の 未来 の た め に 、 追 害 の 真相 を 世 の 人 々 に 知ら せ 、 こ の 迫害 の 邪悪 
を 認識 し て も ら う の も この 迫害 を 制止 し て いる の で す 。 し か し 、 中 
共 の 「 一 辺 倒 」 の 天地 を い 了 す か の よう な デマ と 宣伝 の 中 で 、 中 
共 の デマ と 宣伝 に 凡 さ れ た 人 が 確か に いま す 。 その 中 に 数 回 の 政治 
運動 を 経 験 し た 人 、 ひ いて は 迫害 され 、 中 共に 騙さ れ た と 連呼 し た 
人 も いま す 。 また 、 生 まれ て か ら 党 の 文化 に 教育 され 大 きく な っ た 人 
も いま す 。 し か し 、 彼 ら の 中 に 確か に 多く の 良い 人 と 根 基 の 良い 人 が 
いま す 。 彼 ら は その 党 の 宣伝 と 教育 で 完全 に 方 向 を 見 失い まし た 。 
こう いう 情況 下 で どの よう に し た ら よ い の で し ょ うか ? 大 法 弟 子 を 
迫害 し て いる この 悪党 を 裸 に し 、 中 国人 と 世 の 人 々 に 、 彼 ら が 信じ て 
いる 「 偉 大 で 光栄 か つ 正 確 」 と 常に 自称 し て いる この 党 が いっ た い ど 
うい う も の な の か を 見 て も ら う し か な い の で す 。 大 紀元 新聞 が 『 九 評 
某 党 』 を 掲載 し て か ら 、 中 共 は また 「 法 輪 功 が 政治 に 参与 し て いる 」 
と デマ を 作り 始め 、 人 々 を 騙し て いま す 。 そう で すね 、 こ の 常に 言 
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する 人 が いれ ば 、 す で 政治 に 参与 し て いる と いう レッ テル を 貼ら れ 、 
この よう に 中 国人 を 欺 い て いま す 。 実は 「 政 治 に 参与 する 」 と いう こと 
の 恐ろし さと 良く な い ぃ い 意味合い も その 党 が 中 国人 に 植え 付け た 党 の 文 
化 で す 。 中 共 悪 常 国家 以外 の 国 で は 、「 政 治 家 」 は どう や ら 高 い 階 
層 の 名 称 の よう で す 。 

法輪 功 は 政治 に 参与 し まほ せん 。 これ は 実践 の 中 で すでに 証明 され 
に こと で あり 、 世 の 人 々 に も 認識 され ん た こと で す 。 悪人 と 中 共 の 迫害 
を 制止 し 、 暴露 を し て いる こと を 政治 に 参与 する と 言わ れ て いま す が 、 
それ な ら ば 、 い っ その こと 「 法 輪 功 と は 何 か 」「 中共 悪党 は どう いう 
も の な の か 」「 中 共 悪 常 は な ぜ 法 輪 功 を 迫害 する の か 」 な どの こと を 
徹底 的 に 説明 し まし ょ う 。「 法 輸 功 と は 何 か 」 と いう こと に つい て 、 大 
法 弟 子 は 全力 を 挙げ て 真相 を 説明 する 中 で すでに 世 の 人 々 に 伝え ま 
し た 。 全 世 界 の 人 々 も 皆 分 か り ま し た 。 そし て 、 世 の 人 々 に 中 共 悪 党 
は どう いう も の な の か 、 な び ぜ 法輪功 を 迫害 し て いる の か を 世 の 人 々 に 
見 て で もらえ ば よい の で す 。 実は これ は 迫害 を 制止 し て いる の で あっ て 、 
政治 に 参与 し て いる の で は な く 、 私 た ち に は 政治 的 な 企み も あり ませ 
ん 。 私 た ち は 修 精 者 で 、 神 の 道 を 歩ん で いる 人 で あり 、 世 間 を 出 よ う 
と し て お り 、 こ の 世 の 各種 の 名 と 利 を 求め た り 、 狙 っ た り も し て いま せ 
ん 。 悪 人 と 悪党 に 対す る 暴露 は 、 邪 悪 の 迫害 を 制止 する た めで あり 、 
邪悪 に 芝 か れ た 衆生 を 覚醒 させ 、 彼 ら を 表 っ て いる の で す 。 

党 文 化 に よっ て 方 向 を 見 和 失っ た 世 の 人 々 に 誤解 され な いよ うに する 
た め 、 私 は 中 国 大 陸 の 大 法 弟 子 が 真相 を 伝え る 中 で 『 九 評 』 に 関わ 
ら な いよ うに と 言い まし た 。 し か し 、 法 を 正す 形勢 は 凄まじ い 勢 いで 
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進ん で お り 、 大 法 弟 子 が 法 を 実 征 する 状況 も 変化 じ て い ます 。 最近 、 
中 共 の 偽り の 宣伝 は 再び 「 焼 身 自殺 」 な どの デマ を 大 々 的 に 取り 上 げ 、 
偽 の 『 九 評 』 を まき 散ら し 、 世 の 人 々 に 対す る 毒 害 を 深め て いま す 。 
これ は 真相 を 伝え 、 衆 生 を 救い 済 度 する こと に 今 ま で 以上 に 障 介 を 
も た らし まし た 。 世 の 人 々 に 悪党 の 本 性 と な ぜ 大 法 弟 子 を 迫害 し て い 
る の か を 理解 し て も ら う た め に 、『 九 評 』 を 知っ て も ら う こと が 必要 に 
な り ま し た 。 

実は 現在 の 中 国人 の 中 に まだ 共産 主義 を 信じ て いる 人 が いる の で 
し ょ うか ? 魔 の 首 処 と 現在 在任 中 の 中 共 中 央 の 中 か ら も 本 当 に 中 
共 悪 党 を 信じ て いる 人 を 一 人 も 見 つけ る こと は で きま せん 。 その 党 と 
魔 の 首 租 は 「 法 輪 功 に 勝つ 」 と 言っ た その 瞬間 、 神 々 は それ の 解体 
と 消滅 を 決め た の で す 。 現在 、 神 々 は その 常 す べ て の 要素 を 全面 的 
に 消滅 し て いま す 。 こ の 最後 の 大 事 な 時 に 、 歴 史上 百年 あま り も の 間 、 
共産 悪党 が 犯し た 罪 を 肩代わり し た い 人 が いる の で し ょ うか ? 中 共 
書 党 が 犯し た 悪事 に 敢えて 協力 する 人 は 、 き っ と 権力 へ の 欲望 に 目 
が 上 ん だ に 違い あり ませ ん 。 実は 共産 邪 霊 を 暴露 する こと は 人 を 指し 
て いる の で は あり ませ ん 。『 九 評 』 は 邪悪 に 毒 害 され た すべ て の 衆生 
を 救う た めで あり 、 中 に 中 共 悪党 の 党員 と 中 共 の 最高 指導 機関 の 人 、 
お よび 一 般 の 民衆 が 含ま れ て いま す 。 その 目的 は 、 中 共 悪 党 の 背後 
に ある 要素 が どう いう も の な の か を 各界 の 衆生 に は っ きり と 認識 し て 
も ら う た めで す 。 

実は 世 の 人 々 が 権力 の た め 、 この 世 の 利益 の た め に 生き る こと は 
大 き な 間 違い で は あり ませ ん 。 し か し 、 な ぜ ど うし て も 人 類 を 毒 害 す 


50 


る 邪悪 に 仲間 信 り せ ず に いら れ な い の で し ょ うか ? 人 間 よ 、 目 覚め 
まし ょ う ! も し 皆さん に 人 間 に な る 目的 が 失わ れ て し まっ た ら 、 そ れ 
こそ 最も 欧 ろ し いこ と で す ! も し 世 の 人 々 が 本 当 に 回 帰 の 道 を 待ち 
望み 、 探 し て いる の で あれ ば 、 理 性 的 に な り ま し ょ う ! 

世 の 人 々 に 一 つの 真理 を お 教え し まし ょ う 。 神 人 大 が 世に 下り 、 正 法 
が 伝え られ れ ば 、 必 ず 乱 す 魔 の 妨害 が あり ます 。 各 種 の 伝説 、 各 種 
の 宗教 の 中 で 伝わっ て いる こと が 、 今 現在 起き て いる か も し れ ま せ 
ん 。 人 間 の 観念 に 自分 の 本 性 が 遮 ら れ な いよ うに し て くだ さい 。 まし 
て や 神 の 道 を 歩ん で いる 人 に 罪 を 犯さ な いで くだ さい 。 


李 洪 志 


ニニ 〇 〇 ち 年 一 月 二 十 六 日 
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新年 の 挨拶 


中 国 大 陸 の 大 法 弟 子 、 全 世界 の 大 法 弟 子 、 新 年 明け まし て お めで 
と う ご ざ いま す ! ン 西 の 年 が 始ま り まし た 。 こ の 一 年 の 中 で 、 法 を 
正す 洪 大 な 勢い は 人 類 に 変化 を も た らし ます 。 その た め 、 皆 さん は 
大 法 弟子 が 行う べき 三 つ の こと を 一 層 良 く 行 わな けれ ば な り ま せん 。 
執着 を 放 下 し 、 大 法 弟 子 と し て 必ず は っ きり と 認識 し な けれ ば な ら な 
い 迫 害 と 、 私 た ち を 人 迫害 し て いる 邪 党 の 本 当 の 次 に 、 常 人 の 心 で 対 
処し な いで くだ さい 。 

私 た ち は 政治 に 参与 し て お ら ず 、 人 類 の この 本 当 の 邪教 と 張り 合っ 
て いる の で は な く 、 な お さら 人 類 の 何 か の 政権 を 手 に 入れ た いと も 
思っ て いま せん 。 迫害 の 中 で 私 た ち が 党 文化 に 惑わ され た 世 の 人 々 
を 救い 済 度 し て いる と いう こと を 必ず は っ きり と 認識 すべ き で す 。 な 
ぜ な ら ば 、 こ の 部 分 の 人 は この 邪教 を 信じ て いる あま り 、 真 相 を 聞こ 
うと も し な いか ら で す 。 同時 に 、 こ の こと を は っ きり と 認識 し て いな い 
学習 者 に その 邪悪 な 本 質 を 認識 させ ます 。 これ も 放 下 し な けれ ば な 
ら な い 常 人 の 心 で あり 、 法 を 実証 する 中 で 必ず 歩 ま な けれ ば な ら な い 
一 歩 で す 。 常 人 の 観念 で 法 を 正す こと と 大 法 弟 子 の 修 精 式 を 量 ら 
な いで くだ さい 。 いつ も 常人 の 心 の た め に 、 皆 さん の 認識 を 高め る 過 
程 を 長く 延び ば さき ない で くだ さい 。 皆さん は 神 の 道 を 歩ん で いる 人 で あ 
り 、 一 つ 一 つの 執着 は みな 障 侯 な の で す , 
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師父 が 皆さん に 歩 ま せる 道 は 必ず 正道 で す 。 冷静 で 理性 を も ち 、 
正念 の 中 で 彫 満 成就 に 向かう 道 を 歩み 終え る こと を 期待 し て いま す 。 


李 洪 志 
ン 西 年 正月 一 日 
ニ 〇 の 五 年 月 九 昌 
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世間 に 向かっ て 輸 を 回 す 


中 国 大 陸 で 生活 し た こと の な い 大 法 弟 子 は 中 共 の 天下 に つい て 、 
な か な か 理解 する こと が で きず 、 特 に 中 国 大 陸 か ら 出 て きた 大 法 弟 
子 あ る い は 大 陸 の 大 法 弟 子 が 中 共 の 各種 組織 か ら 脱 退 す る と いう 声 
明 を 発表 する と き 、 多 く の 大 法 弟 子 が 党員 で あっ た の を 見 て 、 大 法 弟 
子 が どう し て 党員 な の か 理解 する こと が で きま せん 。 特に 共産 主義 国 
家 で は な い 国 の 大 法 弟 子 は さら に 理解 する こと が で きま せん 。 実は 
中 国 大 陸 で は 、 大 法 弟 子 は 修 灯 す る 前 は 同じ 常 文化 の 教育 の 中 で 生 
活 し て いま し た 。 当時 大 陸 で は 、 中 国 は すなわち 中 共 で あり 、 中 国 
の 中 上 層 の 社会 階層 は 必ず 党員 の 階層 で な けれ ば な ら ず 、 こ れ は す 
で に 自然 な 社会 形式 に な り ま し た 。 こ うし た 状況 の 中 で 、 多 く の 人 は 
党 の 一 分 子 に な る た め に 入党 し た の で は な く 、 ま し て 真 に それ を 信仰 
し て いる わけ で も あり ませ ん 。 これ は この 社会 の 中 で 生き て いく た め 
の 唯一 の 道 だ っ た の で す 。 こ れ は 中 国人 が 歩 ま ざる を えな い 道 の よう 
で あり 、 こ れ に 反する と 、 思 想 の 異 見 分 子 と な り 、 中 共に 批判 され る 
ター ゲッ ト に な っ て し まい ます 。 も ちろ ん 、 そ れ ら の 本 当 に 邪悪 な 営 
徒 は 除き ます 。 更 に 、 一 部 の 人 は 自ら 望ん で 加入 し た の で は な く 、 多 
く は 受動 的 に 加入 し 、 あ る い は 職場 全体 で 一 緒 に 加入 し た の で す 。 
大 法 弟 子 は 中 共 脱 退 声 明 を 発表 し て いま す が 、 実 は 彼ら は すでに 党 
員 、 団 員 で は あり ませ ん 。 なぜなら ば 、 中 共 は 半年 党 費 を 納め な け 
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れ ば 自動 的 に 脱退 する と 規定 し て いる か ら で す 。 99 年 に 法輪 功 へ の 
迫害 を 始め た と き 、 中 共 は 私 が 青年 団 に 入団 し た こと が ある と 言っ た 
の で は な いで し ょ うか ? 実は を の と き 、 職 場 の 中 で 最後 に 残り の 二 
人 だ けが 常 、 団 員 で は な く 、 私 は その うち の 一 人 で し た 。 当 時 の 職場 
は 全員 が 党 、 団 組織 に 加入 し な けれ ば な ら な いと 規定 し て お り 、 そ 
れ で も 加入 し な けれ ば 中 共 の 異 分 子 に な っ て し まう の で 、 形 式 的 に そ 
し だ の で まあ 

実は 、 師 父 は 法 を 正す 中 で 全て の 衆生 を 救い 済 度 し て お り 、 善 の 
も の ば か り で な く 、 当 然 悪 の も の も 含ん で いま す 。 私 は いつ も 言っ て 
いま す が 、 法 を 正す 中 、 私 は すべ て の 上 衆生 の 以前 の 過ち に こだわ っ て 
お ら ず 、 法 を 正す 中 で の 衆生 の 大 法 に 対す る 態度 し か 見 て いま せん 。 
すなわち 、 ど ん な 生命 で あっ て も 、 歴 史上 に どれ ほど 大 き な 過 ちと 
罪 が あっ て も 、 法 を 正す こと に 対し て マイ ナス の 作用 さえ 働か な けれ 
ば 、 私 は みな 彼 (それ ) ら の こと を 善 解す る こと が で き 、 同時 に 彼 ( そ 
れ ) ら の 罪 業 を 消去 し ます 。 こ れ は 最大 の 慈悲 で あり 、 真 に 救い 済 
度 す る と いう こと で す 。 なぜなら ば 、 宇 宙 の 中 に 良い 生命 と 悪い 生命 
が 同時 に 存在 [て お り 、 こ れ は 陰陽 と 相生 の 理 だ か ら で す 。 中 共 は 自 
ら 大 法 に 敵対 する こと を 選択 し た の で す 。 あ の 党 が 必ず や 法輪 功 に 
勝利 する と 叫ん だ その と きか ら 、 中 共 の 邪 霊 と 世間 で 大 法 弟子 を 追 
害する 中 共 の 邪悪 集団 は 、 す で に 全 宇 宙 の 神々 か ら 死 罪 の 判決 を 下 
され まし た 。 実 は 当時 私 が 大 法 を 伝え た と き 、 中 共 の 社会 の 中 で 伝 
えて お り 、 も し 大 法 弟 子 を 迫害 し な けれ ば 、 全 宇宙 で 最大 の 功 を た 
て る こと に な り ま す 。 し か も 、 こ の 社会 で 法 を 伝え る こと は 本 来 社会 
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に 対し て 百 利 が あっ て 一 害 も な い の で す 。 人々 の 身体 が 健康 に な れ 
ば 、 彼 ら は 誰 の た め に 医療 費 を 減ら し た の で し ょ うか ? 人 々 に 健康 
な 身体 が あれ ば 、 誰 の 社会 の た め に 価値 を 創造 する の で し ょ うか ? 
あの 常 は あま り に 多く の 趣 事 を 働き 、 崩 壊 を 惑 れ て お り 、 営 に 「 社 会 
の 安定 」 を 叫ん で いま す 。 大 法 が 広く 伝わる 中 で 人 の 心 が 善 に 向 か 
い 、 社 会 は 本 当 に 大 法 の 形勢 に 従っ て 安定 する よう に な り ま し た 。 も 
ちろ ん 人 類 社会 の 安定 の た め に 大 法 を 伝え た の で は な く 、 こ れ は 人 
の 心 が 善 に 向かっ た こと に よっ て も た ら さ れ た こと で す 。 中共 の 中 央 
か ら 社 会 の 各階 層 ま で 、 多 く の 人 も この 事実 を 目 に し まし た 。 し か し 、 
中 共 の 本 当 の 次 は な ん と 言っ て も 極悪 非道 の 邪教 な の で 、 た と え そ う 
で あっ て も 大 法 を 容認 する こと が で きま せん 。 天 、 地 、 人 を 統治 し 
ひい て は 人 間 の 思想 まで 統治 し よう と する 極め て 狂気 じみ た 変態 し た 
心理 は 、 こ の わずか な 刺激 に も 耐え る こと が で きま せん 。 た と え 大 法 
が 広く 伝わる こと が すでに 自分 自身 に 利益 を も た らし た と し て も 承知 
せ ず 、 ど うし て も 大 法 を 取り 除 か な けれ ば 安心 する こと が で きま せん 。 
あの 世 上 の 人 間 の くず は 当然 、 さ ら に 災 如 で 理性 を 失い 、 独 断 専行 
し 、 ち ょ うど 共産 邪 霊 と 同調 し て し まい まし た 。 大法 に 敵対 する だ け 
で (は な く 。 SI の 中 で 迫害 の 手口 を や り 尽 くし 、 神 へ の 道 を 歩 
ん で いる 、 久遠 江 の 歴史 が 定め た 多く の 大 法 の 徒 を 迫害 に より 死亡 き 
せ た り 、 体 を 不 自 由 に させ た り し まし た 。 幾 千 万 の 人 々 が 様々 な 方 法 
で 人 迫害 され 、 一 億 人 の 正法 へ の 信念 が 弾圧 され て いま す 。 この 永遠 
に 残る 大 罪 、 蒼 容 の 限り を 満た し た ほど の 悪事 を 働い た この 大 罪 は 、 
大 寄 の 全て の 神々 を 激 怒 させ まし た ! 現在 、 そ れ を 操る 旧 勢 力 の 
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要素 まで も が 一 刻 も 猪 予 で きず に 、 そ れ と その 那 霊 の 解体 を 急い で 
いま す 。 了 邪悪 の 気 炎 が な く な っ た の は 、 悪 人 が 変わ っ た か ら で は な 
く 、 悪 人 を 支配 する 邪 霊 が 極め て 少な く な る まで 消滅 され た か ら で す 。 
つま り 、 中 共 の 減 亡 は 、 法 を 正す こと を 始め る と き に 中 共 を 消滅 する 
と 決め られ た の で は な く 、 法 を 正す 中 で 、 他 で も な くす べ て の 良く な 
い 生 命 を 正 に 帰し 、 こ れ に よっ て 全て の 生命 を 救い 済 度 す る の で す 。 
大 法 に 敵対 する こと を 選択 し た の は 中 共 な の で す 。 も ちろ ん 、 修 
者 に は 英 は お ら ず 、 誰 も 大 法 の 敵 に な る 資格 は あり ませ ん 。 邪 悪 を 暴 
露 す る の は 悪行 を 制止 する た めで す 。 今 まで 、 私 た ち が 真 相 を 伝え る 
際 、 一 貫 し て 党 に 反対 し て いな いと 言っ て いま す が 、 だ か ら と いっ て 、 
決し て それ を 愛す る と か 、 承認 する か し な いか な どの こと で も あり ませ 
ん 。 修 精 の 中 で 、 常 人 社会 の いか な る 組織 、 党 、 社 会 形式 と も まっ 
た く 関 係 が な いか ら で す 。 つ まり 、 中 共 が も し 大 法 に 対し て 趣 事 を 働 
か な けれ ば 、 誰 が 党員 で ある か どう か は 問題 で は あり ませ ん 。 この よ 
うに 考え れ ば 、 私 が 若い 頃 青年 団 に 入っ た の も それ に 機会 を 与え て 
いる の で は あり ませ ん か ? この 党 は 現在 、 悪事 を 働い て いる ば か り 
で な く 、 そ の 罪 は 容赦 する こと が で きず 性質 が 変わ り 、 当 然 中 共 
の 党 徒 に も 災い を も た らし て し まい まし た 。 人間 は その 組織 か ら 腕 退 
し な けれ ば 、 そ の 一 分 子 、 一 粒子 、 そ の 構成 要素 の 一 部 に な っ て い 
る の で 、 神 々 が 悪人 を 消滅 する と き の 目 標 と な り ま す 。 人 類 で この 一 
幕 が 始ま っ た と き 、 人 間 に 機 会 を 与え を る こと は も う あ り ま せん 。 大法 
弟子 が 真相 を 伝え る 中 で 既に 人 間 に 十 分 な 機会 を 与え まし た が 、 歴 
更 の 今日 で は 、 人 間 は 必ず 生命 の 未来 の 道 を 選択 し な けれ ば な ら ず 、 
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真相 を 聞く か 聞か な いか も 人 間 が 未来 を 選択 し て いる の で す 。 以 上 
の 状況 か ら 見 れ ば 、 大 法 弟子 の 中 に か つて 党 、 団 員 で あっ た 人 が い 
ます が 、 そ れ は 彼ら の 過ち で は な く 、 あ の 党 の 首 身 と 邪 霊 が 悪事 を 
働く こと を 選択 し た こと が 過ち だ っ た の で す 。 大 法 弟 子 は 汚点 を 残し 
た く は あり ませ ん 。 声 明 発 表 は 大 法 弟 子 が 政治 に 参与 し てい る の で 
は な く 、 ま し て 形式 的 に 行なっ て いる の で も あり ませ ん 。 こ れ は 修 
の 中 で 取り 除く べき 執着 で あり 、 誰 も が 全 宇 宙 で 最も 邪悪 な も の が 
授け た 印 と 、 そ れ を 容認 する 心 を 持っ て 彫 満 成就 する こと は で きま せ 
ん 。 同 時 に 、 大 法 弟 子 は それ を は っ きり と 認識 し 、 意 識 の 中 か ら そ 
れ を 徹底 的 に 取り 除き 、 こ れ 以 上 自分 の 考え が 妨害 され な いよ うに 
する こと が で きれ ば 、 正 念 は 一 層 強 く な り 、 大 法 弟 子 が 行う べき こと 
を し っ か り 行 うこ と が で きる よう に な り ま す 。 これ も 修 精 の 中 で 必ず 歩 
まな けれ ば な ら な い 一 歩 な の で す 。 


傘 洪 志 


二 〇 〇 五 年 二 月 十 五 日 


58 


ヨー ロッ パス トッ ク ホ ルム 法 会 へ 


ヨー ロッ パ 法 会 : 


大 法 弟子 、 こ ん に ち は 。 

世 の 全 て は 法 を 正す た め に 切り 開か れ た の で す 。 大法 弟子 は 現在 
の 主役 で あり 、 古 か ら 現 在 ま で 、 各 界 の 衆生 は 待ち 望ん で いま す 。 
あな た た ち が 済 度 し よう と する 衆生 を 表 いま し ょ う 。 正念 正行 で 、 全 
て の 障 介 を 解体 し 、 真 相 を 広く 伝え て くだ さい 。 神 は この 世に いま す 。 

法 会 の 成功 を 祈り ます 。 


李 洪 志 


二 ニ 〇 〇 五 年 六 月 十 三 日 
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法 を 良く 勉強 し て いれ ば 、 
人 心 を 取り 除く こと は 難し く な い 


この 文章 は 非常 に よく 書か れ て いま す 。 大 法 弟 子 が 法 を 実証 し 、 
衆生 を 救い 済 度 す る 時 の 方 法 を まだ は っ きり と 認識 し て いな い 学 習 者 
に 、 こ の 文章 を お 勧め し ます 。 この 文章 は より 全面 的 に 書か れ て お ら 
ず 、 深 さも 限ら れ て いま す が 、 大 法 弟子 が 法 を 実証 し 、 衆 生 を 救い 
済 度 す る と き に 行う べき 全て を は っ きり と 認識 し て いま す 。 

実は 表 に 出 て いな い 学 習 者 は 、 如 何 な る 口実 を 持っ て いて も 、 ほ 
か で も な く 恐 れる 心 を 包み 隠し て いま す 。 し か し 、 恐 れる 心 が あ る か 
どう か は 、 修 者 が 常人 か 、 神 か を 見 分 ける 証 で あり 、 修 者 と 常 
人 の 区 別 で す 。 こ れ は 修 者 が 必ず 直面 する こと で あり 、 取 り 除 か 
な けれ ば な ら な い 最 大 の 人 心 で も あり ます 。 


傘 洪 志 
ニニ 〇 〇 五 年 七 月 二 十 日 


学習 者 の 文章 に 対す る 評 注 
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人 心 を 取り 除く 


この 文章 は 非常 に よく 書か れ て いま す 。 その 認識 も 素晴らし い の で 
す 。 一 部 の 学習 者 は どう し て も 法 の 勉強 を 重視 せ ず 、 大 法学 習 者 の 
中 に 現れ た こと を 常人 の 心から 認識 し て いま す 。 盲目 に 他 の 学習 者 を 
崇拝 し て いる と いう 現象 だ け で は あり ませ ん 。 実は この よう な 人 心 の 
表れ は 修 精 者 と 常人 の 本 当 の 表れ で す 。 自 分 の 修 灯 に も 多く の 厄介 
な こと を も た らし 、 法 を 実証 する こと と 学習 者 が 法 に 則っ て 協調 する 
こと を 妨害 し て し まい ます 。 最も 目立つ 例 と し て 、 多 く の 学 習 者 が ひ 
どい 迫害 に 遺 っ て いま す が 、 実 は これ は 彼ら の 人 心 が 重 く 、 正 念 が 
足り な いこ と に よっ て も た ら さ れ た こと で す 。 これ を 解決 する 方 法 は 
必ず 学 法 を 重視 し て 、 真 面目 に 法 を 学ぶ こと で す 。 この 大 法 は 大 寄 
を 正 し 、 修 千 を 通じ て 人 間 を 彫 満 成就 させ る こと が で きま す が 、 な 
ぜ こ の 万 古 の 機 縁 を 大 切 に し な い の で し ょ うか 2? し か も この 機 緑 は 
朋 く 間 に 無く な っ て し まい ます ! 


ニ O 〇 五 年 九 月 一 日 
学習 者 の 文章 に 対す る 評 注 
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全 世 界 の 大 法 弟 子 、 中 国 大 陸 の 大 法 弟 子 
よい 中 秋 飾 を ! 


志 退 か ず ( 味 誠 ) 


時 空 を 超え 、 法 を 正す こと が 急進 し て いる 
巨 難 の 前 、 志 変 わら ず 
邪悪 が は び こ っ て いる が 、 大 法 弟 子 は 道 を 迷わ な い 
ほこ り を 払う よう に 邪悪 を 取り 除く 
弟子 は 大 法 の 道 を 正しく 歩み 
この 世 を 米 か せ 、 三界 か ら 出る 
大 法 の 徒 が 精進 し 、 志 退 か ず 
万 古 の 苦し み は た だ 今回 の た めで ある 


傘 洪 志 


の 〇 五 年 九 月 十 八 日 中 秋 


法 を 正す こと は ほか で も な く 、 こ れ ま で の 宇宙 の 正しく な い 法 を 正 
すこ と で す 。 この 中 に 宇宙 の 高 炊 元 の 生命 と 、 低 次 元 の 生命 が すべ 
て 含ま れ て いま す 。 も ちろ ん 、 こ れ ら の 生命 が 各 次 元 で 残し た 法 、 
人 間 に 伝え た 修 灯 の た め の 法 も 含ま れ て いま す 。 法 を 正す 時 期 の 大 
法 弟 子 は ほか で も な く 、 真 善 忍 を 実証 し 、 新 宇宙 の 大 法 を 成就 させ 
る こと を 最大 の 目標 と し て お り 、 な ぜ 真 善 忍 の 特性 を も つ 新 宇宙 に 抵 
触 す る も の を 広げ 、 実 証する の で し ょ うか ? 目的 を 達成 する た めで 
あっ て も 、 大 法 弟 子 は 自分 が 何 の た め に 存在 し て いる の か 考え な いこ 
と を し な いで くだ さい 。 実 は 上 衆生 を 救い 済 度 する こと の 中 に 個人 修 燥 
を 向上 させ る 要素 も 含ま れ て いま す 。 衆生 を 救い 済 度 す る こと 、 個 人 
の 向上 、 迫害 に 反対 する こと な ど は すべ て 、 法 を 実証 し て いる の で す 。 
皆さん が 正道 を 歩む こと こそ 、 法 を 実証 し て いる の で す 。 人 迫害 の 邪悪 
な 形式 を 、 法 を 実証 せ ず 、 ま た は 法 を し っ か り 実 証し な いこ と の 口実 
に し な いで くだ さい 。 実は 、 旧 勢力 が 披 排 し た 邪悪 な 迫害 も 皆さん 
を 試す た め に 存在 し て いま す 。 私 た ち は 旧 勢力 の 存在 と 接 排 を 認め て 
いま せん が 、 な ん と いっ て も 旧 勢 力 は これ ら の こと を 仕出 か し まし た 。 
皆さん こそ 歴史 の この 時 期 の 主役 で あり 、 今 邪悪 も 正 神 も ね 、 す べ て 
皆さん の た め に 存在 し て いま す 。 皆さん が 正道 を 歩む こと こそ 最も 重 
要 な こと で す 。 最後 の この 時 期 、 邪 悪 の 要素 が 少な く な り 、 環 境 も 
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緩和 され 、 こ の 世 の 情 勢 も 変化 し ます が 、 皆 さん に 歩ん で ほし い 正 
道 は 永遠 に 変わ り ま せん 。 


ニニ 〇 〇 五 年 九 月 二 十 五 日 
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プラ ハ 法 会 に 参加 され る 大 法 弟 子 の 費 さ ん 、 こ ん に ち は 。 


法 会 の 成功 を 祈り ます 。 
共に 向上 し 、 大 法 弟 子 と し て の 姿 を 表し 、 大 法 弟 子 が 行う べき 三 
つの こと を し っ か り 行 い 、 法 会 を 成功 させ 、 実 の ある も の に し て くだ さ 


い 。 


ニ 〇 〇 五 年 十 月 三 日 
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最後 に な れ ば な る ほど 、 和 精進 すべ き 


人 間 は 修 灯 の 中 で 、 乗 り 越 えな けれ ば な ら な い 関 門 が た くさ ん あ 
り ま す 。 人 間 は 生ま れ て か ら 、 人 類 社会 を 絶え ず 認識 し て いく 中 で 、 
様々 な 観念 が 形成 され 、 こ れ に よっ て 執着 が 生じ まし た 。 なぜなら 
ば 、 人 類 社会 は ほか で も な く 、 苦 難 と 利益 と 享楽 が 共存 し て いる 世 
界 で あり 、 い くら お 金 が あっ て も 、 ど の 社会 階層 に お いて も 、 人 生 に 
は 多く の 苦難 が ある か ら で す 。 苦 しみ に よっ て 人 間 は 意識 的 また は 無 
意識 の うち に 苦難 に 抵抗 し て し まい 、 そ の 目的 は 幸せ な 暮らし を 手 に 
入れ る た めで す 。 し た が っ て 、 幸 せ を 求め る 中 で 、 人 間 は いか に 傷 つ 
く こ と な く 、 い か に 良い 生活 を 送り 、 い か に 社会 で 出世 し 、 功 な り 名 
を 遂げ 、 い か に より 多く の も の を 手 に し 、 い か に 強者 に な る か な どの 
た め に 経験 を 積ん で きま し た 。 これ ら の 経験 を 持つ と 同時 に 、 人 生 
の 観念 が 形成 され 、 観 念 は また 経験 が 実践 され て いく 中 で 強化 され 
事 し 2 

実は 、 人 類 社会 の 理 は 宇宙 の 中 で 逆 に な っ て いま す 。 人 間 が 難 に 
章 い 、 苦 し み を 味わう の は 業 を 返し 、 壮 せな 未来 を 得 ら れる よう に 
する た めで す 。 修 精 者 の 場合 、 正 の 理 に し た が っ て 修 灯 す べき で す 。 
苦 を 営め 難 に 遭う こと は 業 力 を 取り 除き 、 罪 を 除去 し 、 人 体 を 浄化 し 、 
思想 境地 と 次 元 を 高め る 絶好 の 機会 で も あり 、 大 変 良い こと で す 。 こ 
れ は 正 の 法理 で す 。 し か し 、 実 際 の 修 辺 の 中 で 、 苦 痛 や トラ ブル が 


66 


や っ て き て 、 心 を 刺激 し た と き 、 特 に 人 間 の 頑固 な 観念 を 刺激 し た と 
き 、 や は りな か な か 乗り 越え る こと が で きま せん 。 ひ いて は 試練 を 与 
えら れ て いる の だ と 分 か っ て いて も 、 執 着 を 放 下 する こと が で きま せ 
ん 。 特 に 大 法 弟 子 が この 誘惑 に 満ち た いわ ゆる 現実 社会 で 修 灯 し て 
いる た め 、 観 念 を 変え 0 る こと は 、 な お さら 難し く 、 な お さら 重要 な こ 
と に な り ま す 。 で すか ら 、 私 は いつ も 、 修 の 中 で 法 を 多く 勉強 する 
よう に と 言っ て お り 、 時 々 文章 を 発表 し て 普遍 的 に 存在 する 問題 を 指 
摘 し 、 絶 え ず 方 向 を 修正 し て いま す 。 し か し 、 そ れ で も 修 灯 の 道のり 
に 時 々 新しい 問題 が 現れ て きま す 。 現 在 の 情況 か ら 言 えば 、 大 法 弟 
子 の 修 灯 の 中 で 現れ て きた 迫害 の 情勢 は 、 宇 宙 で 法 が 正 さ れる 中 、 
大 法 弟 子 が 法 を 実証 する 中 で 、 す で に 激しく 変化 し まし た 。 修 如 環 
境 に し て も 、 世 の 人 々 の 認識 に し て も 、 み な 根本 的 に 変化 し まし た 。 
これ は 元々 、 法 を 正す こと と 大 法 弟 子 の 修 灯 の 後期 段階 の 現れ で す 。 
数 少な い 一 部 の 学習 者 、 ひ いて は 古い 学習 者 も この 時 期 、 多 か れ 少 
な か ね れ 意 気 消 沈 の 状態 に 陥り 、 精 進 の 意志 を 緩め て し まい 、 こ れ も 
法 を 正す こと の 時 間 に 対す る 執着 、 ま た は 正しく な い 後 天 的 観念 の 
妨害 に よる も の だ と 誰 識 し て いま せん 。 そのため 、 旧 勢力 が 以前 人 類 
空間 の 表層 に 残し た 妨害 の 要素 と 邪 霊 、 抵 し い 鬼 に 隙 に 付け 入ら れ 、 
これ ら の 執着 と 人 間 の 観念 が 拡大 され 強化 され た こと に よっ て 、 こ の 
意気 消沈 の 状態 に 陥っ て し まい まし た 。 

実は 皆さん 考え て みて くだ さい 。 過 去 の 修 者 は 一 生 を 費やし て は 
じ め て 歩み 終え る この 道のり で も 、 一 刻 も 怠り ませ ん で し た 。 大 法 に 
済 度 さ れる 生命 の 果 位 を 成就 させ よう と する 大 法 弟子 は 、 修 迷 の 中 
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で 最も 利便 な 修 灯 法 門 が ある の に 、 法 を 実証 し な が ら 修 す る と い 
うこ の 最も 偉大 な 栄光 が 瞬く 問 に 去っ て いく 短い 修 の 間 に 、 な ぜ 
も っ と 精進 せ ず に いら れる の で し ょ うか ? この世 で 常人 の 中 で 修 灯 
する の が 大 法 弟 子 の 修 妹 方 式 で あり 、 し か も 修 の 中 で 人 心 を 直 に 
指摘 する の だ と 皆さん は すでに 分 か っ て いま す 。 人間 の 執着 と 、 法 
を 実証 し 衆生 を 救い 済 度 する こと を 妨害 する 観念 は みな 、 取 り 除 か 
な けれ ば な ら な いも の で す 。 神 の 道 を 歩ん で いる 修 灯 者 に と っ て 、 こ 
れ ら 常人 の 心 の 執着 を 取り 除き 、 こ れ ら の 観念 を 変え 0 る こと は それ ほ 
ど 難 し いこ と な の で し ょ うか ? も し 修 灯 者 が これ を も 取り 除き た く 
な けれ ば 、 修 精 者 と し て の 表れ は どう いう も の な の で し ょ うか 2 も 
ちろ ん 、 こ うい う 情 況 に いる 多く の 弟子 は 実は 最初 、 自 分 に ある 軽い 
執着 また は 観念 の 妨害 に 気づく こと が で きず 邪悪 に 隙 に 付け 入ら れ 、 
妨害 の 要素 を 強め られ た た め 、 こ の よう に な っ た の で す 。 認識 し た ら 
すぐ 追い つい て くる と 思い ます 。 し か し 、 皆 さん は この 最も 偉大 な 神 
の 道 で 、 回 り 道 を 少な くし 、 自 ら の 将来 に 悔い を 残さ ず 、 次元 の 距 
離 が 開か れる こと な く 、 こ れこ そ 私 と 皆さん 、 そ し て 皆さん に 期待 を 
託し て いる 衆生 の 願い な の で す 。 


傘 洪 志 


二 ニ 〇 〇 五 年 十 月 八 日 
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ネッ ト 法 会 に 掲載 され た 中 国 大 陸 の 大 法 弟 子 の 文章 を 読ん で 、 そ 
れ ぞ れ の 文章 が 常人 の 心から 書か れ た も の で は な く な っ た と 感じ まし 
た 。 仕 事 を 終わ ら せ る た め の 党 の 八 股 文 に 見 られ る 、 事 実 か ら 筐 離 
し た 偽り の 書き 方 と 内 容 や 、 恩 賞 を 願い 出る た め の 「 言 わな けれ ば 誰 
も 知ら な い 」 人 心 は も う あ り ま せん 。 党 文 化 の 思考 様式 は ほぼ な く な 
り ま し た 。 も う 一 つ は 、 こ れ ら の 文章 か ら 修 書 の 中 で 成熟 し た と 感じ 
ボ し た 。 

大 法 弟子 の 修 灯 形 式 は ほか で も な く 、 常 人 の 中 で 修 精 し 、 法 を 実 
証し 、 上 還 生 を 救い 済 度 し 、 迫 害 に 反対 する と いう こと で す 。 前 人 が 残 
し た 参考 に で きる 修 灯 形式 の な い 情 況 下 で 、 修 灯 者 は すべ て 自ら の 
力 で 道 を 切り 開き まし た 。 そ の 上 、 そ れ ぞ れ 自 分 自身 の 道 を 証 悟 し 
な けれ ば な ら ず 、 手 本 を 作ら な いと いう 要求 が あり ます 。 自分 自身 が 
歩ん だ 道 は これ か ら の 人 の 手 本 に し か な り 得 ず 、 代替 で きる も の は な 
く 、 修 和 し た 人 だ けが 得る こと に な り ま す 。 押 し 付け られ た 邪悪 な 圧 
制 の 下 、 参 照 で きる も の の な い 修 煙 の 道のり で 、 最 も 現実 的 な 人 類 
社会 と いう 俗 世の中 で 、 日 増し に 堕落 し た 社会 気風 に 人 心 が 急速 に 
下落 する 中 で 、 向 上 に 対す る 大 法 の 厳し い 要 求 の 中 で 、 大 法 弟 子 は 
乗り 越え て きま し た 。 文章 の 中 で 理性 的 な 分 析 と 足り な いと ころ を 探 
す 部 分 や 、 法 を 実証 し 、 損 失 を 減ら し 、 ほ か の 修 精 者 が みな 正念 
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正行 が で きる よう に する た め の 内 容 、 迫 害さ れ た 学習 者 の た め に 考え 
た アイ デア 、 も っ と 多く の 世 の 人 を 済 度 する た め の 交 流 が 多く 書か れ 
て お り 、 見 栄え だ け の 文言 、 雰 囲 気 を 強め る た め の 語 旬 は も う あ り ま 
せん 。 文章 は 素朴 で 正確 か つ 清らか で あり 、 人 間 の 情 の な い 文 章 は 
常人 に 書け る も の で は あり ませ ん 。 な ぜ な ら ば 、 修 灯 者 の 内 な る 境 
地 は 清らか だ か ら で す 。 

これ は 大 陸 の 大 法 弟 子 が ネッ ト で 発表 し た 交流 の た め の 文 章 を 読 
ん だ 後 の 感想 の 一 部 で す 。 総 じ て 言 えば 、 多 く の 大 法 弟 子 が 成熟 し 、 
修 書 の 形式 お よび 修 灯 者 の 修 書 に 対す る 認識 が 成 弄 し た と 感じ まし 
た 。 人心 が ます ます 少な く な っ た 理性 的 な 行動 は 成 悪 し た と 感じ まし 
た 。 す べ て の 大 法 弟 子 が この よう に する こと が で きれ ば 、 邪 悪 が 根 
絶 さ れ 、 神 俳 が 大 い に 顕 れ ま す 。 


ニ 〇 〇 五 年 十 月 二 十 九 日 
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イス ラ エ ル 法 会 へ 


イス ラ エ ル の 大 法 弟 子 お よび 交流 会 に 参加 する 大 法 弟 子 、 こ ん に 
ち は ! 

大 法 弟子 の 法 会 は 大 法 弟 子 が 常人 社会 の 中 で 互い に 学び 合う 環 
境 な の で す 。 常人 社会 の 現実 に いる 時 間 が あま り に も 長い た め 、 大 
法 弟子 同士 が 一 緒 に いる 時 間 は さら に 貴重 と な り 、 ま た 大 法 弟 子 の 
法 会 は 大 法 弟子 を 精 す る 良い 機会 で も あり ます 。 師父 は 交流 会 
通じ て 比 さ ん が きっ と 収穫 を 得る こと が で きる と 信じ て お り 、 法 会 の 
成功 を 祈っ つて いま す 。 三 つの こと を し っ か り 行 い 、 正 念 と 正行 で 修 妹 
の 道 を し っ か り 歩 むこ と を 望ん で いま す 。 


李 洪 志 


OO ヵ年 十 三 月 三 目 
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ペルー 大 法 弟 子 へ の 返信 


ペル ー の 大 法 弟子 へ 


手紙 を 受け 取り まし た 。 皆 さん お 疲れ 様 で し た 。 皆 さん の 情況 が 、 
私 に は 全部 分 か っ て いま す 。 

大 法 弟子 の 修 重 は ほか で も な く 、 常 人 の 中 で 修 灯 する こと で あり 、 

れ は 歴史 上 か つて な か っ た こと で す 。 各自 の 道 を し っ か り 歩 む に は 、 
困難 が あり ます 。 困難 に 立ち 向かっ て 乗り 越え を る こと は 、 大 法 を 実証 
し 、 衆 生 を 救い 済 度 し 、 旧 勢力 の 捧 排 を 破り 、 人 迫害 に 反対 する た め 
で す 。 これ ら の こと は これ まで の 歴史 上 の 修 迷 に は な か っ た こと で あ 
り 、 大 法 弟 子 は 開拓 者 な の で す 。 で すか ら 、 修 煙 の 中 で し っ か り 行 

こと が で きる 時 も あれ ば 、 ど の よう に 行え ば いい の か 分 か ら な く な 
る 時 も あり ます 。 困難 に 出会っ た と き 、 皆 さん が と りあ え ず 落ち 着い 
て 法 を 多く 学び 、 正 念 正 行 さ え で きれ ば 、 乗 り 越え られ な い 関 は あり 
ませ ん 。 

実践 が すでに 証明 し まし た が 、 大 法 弟子 の 道 は 正しく 歩 ま れ て き 
まし た 。 し か も 、 非 常に 素晴らし く 歩 ん で きま し た 。 法 を 正す こと が 
進ん で いく に つれ 、 全 て は さら に 良く な り 、 大 法 弟 子 は さら に 成熟 す 
る よう に な り ま す 。 皆さん が 直面 し て いる 困難 も 法 を 正す こと の 進展 
お よび 皆さん の 成熟 と 努力 に つれ て 解決 で きる と 、 私 は 分 っ て いま す 。 
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皆さん が さら に 良く 行う こと を 期待 し て いま す 。 な ぜ な ら ば 、 大 法 弟 
子 は 衆生 の 希望 だ か ら で す 。 


の 〇 れ 年 十 三 月 寸 旦 
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学 を 修正 する 原則 


ニ 〇 〇 ち 年 十 二 月 十 四 日 の 説明 : 


一 、 修 家 、 道 家 の 修 書 を 指す 時 に は 、 大 法 の 修 計 を 指す 時 と 同じ よ 
うに 「 精 」 を 使っ て も よい で す 。 

二 、 気 功 、 ま た は 乱れ た で た ら め の も の を 指す 時 に は 、 す べ て 「 練 」 
を 使い ます , 

三 、 人 間 を 指す 時 に は 「 像 」 を 使い 、 神 、 偶 に も 「 像 」 を 使い ます 。 
物事 を 指す 時 、 ま た は 発音 が xiang の 第 四 声 の 時 に は 、「 相 」 を 使 
いま す 。 動物 を 指す 時 は 「 象 」 を 使い ます 。 


ニ 〇 の 〇 ち 年 十 二 月 十 六 日 の 説明 : 

物体 と 図形 を 指す 時 に は この 「 象 」 を 使い ます 。 動物 に も 「 象 」 を 使 
いま す 。 

その 他 は 「 相 」 を 使い ます 。 人 、 神 、 俳 を 指す 時 に は 「 像 」 を 使い ます 。 
ニ 〇 〇 ち 年 十 二 月 十 七 日 の 説明 : 


指す も の に よっ て 、「 象 」 と 「 像 」 を 使い 分 け ま す が 、「 対 象 」、 「 対 像 」 
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の 使い 方 は 、 固 定 し た 名 詞 と し ませ ん 。 
ー、 市 を 使う と き に は 、 詞 の 意味 を 考え て 字 を 選択 し て 使い ます 

ニ 、 字 を 使う と き に は 、 字 の 意味 を 考え て 字 を 選択 し て 使い ます 
三 、 一 館 の 文章 の 中 で も 、 そ の 指す 意味 を 考え て 字 を 選択 し て 使い 
ます 

四 、 今 まで 出版 し た 大 法 書籍 は 、 第 三条 に 従っ て 行なわ な く て も 結 
構 で 


李 洪 志 


ニニ 〇 〇 ち 年 十 二 月 十 八 日 
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視 刊 


アト ラン タ 法 会 に 参加 され る 大 法 弟 子 の 皆さん 、 こ ん に ち は ! 


まず 、 法 会 の 円 満 な 成功 を 祈り ます 。 皆 さん が この 法 会 で それ ぞ 
れ の 収穫 が あり 、 今 後 の 道 を し っ か り 歩 むこ と を 期待 し て いま す 。 

犬 法 弟 子 よ 、 皆 さん は 油 世に 輝く 金 の 光 で あり 、 世 の 人 々 の 希望 
で あり 、 師 に 手伝う 大 法 徒 で あり 、 未 来 の 法王 な の で す 。 精進 し まし ょ 
う 、 世 の 中 の 覚 者 た ち 、 現 在 の すべ て は 、 未 来 の 輝き と な り ま す ! 


JE 月 申 で 目 
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時 を 取り 除く 


長い 間 、 中 共 悪党 の 下劣 な スパ イ は ずっ と いわ ゆる 「 法 輸 功 の 情報 」 
を 収集 し て いま す 。 実は 大 法 が 伝え を だ され た の は 、 人 々 を 修 さ せる 
た めで す 。 法 を 伝え る と き 、 全 て が 公開 の 形 で 行わ れ て お り 、 秘 密 
は あり ませ ん 。 悪党 が 大 法 弟 子 に 対し て 理性 の な い 邪 悪 な 迫害 を 加 
えて いる 中 で も 、 海 外 で は 大 法 弟 子 が 迫害 に 反対 する た め に 行なっ 
た 全て も 公開 し て いま す 。 ひ いて は 、 多 く の こ と に 関し て 、 す べ て 文 
章 に し て 明 療 ネ ッ ト で 公 に 交流 し て いま す 。 実は 邪 党 が 下劣 な スパ イ 
活動 を 行なっ て いる の は 、 一 つ は 、 理不尽 な 迫害 に 対し て 心 細 く な っ 
て いる た め 、 空 威張り を し て いま す 。 も う 一 つ は 、 中 共 内 部 で 人 き 合 
、 偽 の 情報 を ね つ 造 し 、 ご く 少 数 の 人 が 法輪 功 へ の 人 迫害 を 途中 で 
止め る こと が で き な く な っ た た め 、 人 迫害 の 口実 を 作っ て いま す 。 し か し 、 
それ ら の 自分 の 考え を 持っ て いな い 人 、 善 悪 を わき まえ な い 人 、 特 に 
邪 党 の 文化 が 注ぎ 込ま れ 、 全 て の こと に 対し て 、 正 常 な 人 に は な い 
邪 党 の 認識 と 論理 の 基準 で 善悪 、 良 し 悪し 、 す べき か どう か を 判断 
する 人 は 、 悪 党 に 都合 よく 利用 され て いま す 。 これ ら の 人 は 完全 に 悪 
党 の 下劣 な 道具 に な っ て いま す 。 同時 に 、 こ れ ら の 人 は 大 法 弟 子 に 
対す る この 人 迫害 の 中 で この 上 な い 人 罪悪 を 犯し た の で 、 す で に 許さ れ な 
く な り ま し た 。 
実は この 数 年 来 、 私 が 大 法 を 伝え 、 衆 生 を 済 度 す る 中 で 、 全 て の 
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社会 階層 、 全 て の 職業 の 人 が 含ま れ て お り 、 人 に 対し て 区 別 を し て い 
ませ ん 。 大法 に 救い 済 度 さ れる 中 、 衆 生 は 平等 で も り 、 中 に スパ イ 
と いう 非常 に 良く な い 職業 を し て いる 人 も 含ま れ て いま す 。 文学 作品 
や 芸術 作品 の 中 で この 職業 の 人 を 英雄 に 仕立 て て いま す が 、 そ れ は 
政治 、 民 族 主 義 、 権 力 に と っ て 必要 で あり 、 人 間 が 言っ て いる 英雄 
で す 。 こ れ ら の 人 は 神 か ら 見 れ ば 、 最 も 下劣 で 罪 の ある 人 、 嘘 つき で 
あり 、 人 類 の 道徳 を 破壊 する 者 で あり 、 そ の 人 格 の 表れ は 卑劣 で 厚 
顔 無恥 で あり 、 その 行為 に 罪 が ある の で す 。 地 方 の 一 般 の 刑事 事件 
の 捜 査 員 は これ ら の 人 と 区 別 さ れ て いま す 。 し か し 、 忘 れ て は いけ な 
い の は 、 人 間 が 良い と 思っ て いる こと も 悪い と 思っ て いる こと も 、 人 
類 の こと は 全て 神 に よっ て 拉 排 され て いま す 。 人 間 に 業 力 が ある の で 、 
業 力 の 輪廻 と 応報 が あり ます 。 神 が 行なわ せな いこ と は 、 人 類 が 良 
いと 思っ て いて も 悪い と 思っ て いて も 、 誰 も 行なう こと が で きま せん 。 
神 が 行なわ せる こと な ら 、 人 類 の 行為 は た だ 応報 の 現れ の 一 部 分 に 
過ぎ ませ ん 。 

法 を 伝え る この 数 年 の 間 に 、 確 か に 一 部 の この よう な 職業 の 人 は 、 
彼ら の 入っ て きた 目的 が 何で あっ て も 、 大 法 を 認識 し て か ら 、 本 当 の 
大 法 弟 子 に な り ま し た 。 この た め 、 私 は この よう な 人 に ずっ と 機会 を 
与え て いま す 。 な ぜ な ら ば 、 こ れ ら の 人 の 中 に 確か に 根 基 の 良い 人 が 
お り 、 生 命 の 輸 如 の 中 で 前 世 は すべ て と て も 良い 人 で あり 、 ま た 上 界 
か ら 下 り て 来 た 生 命 も いる た め 、 今 生 は スパ イ だ か ら と いっ て 、 済 度 
し な いわ け に は いき ませ ん 。 生命 は 尊い も の で あり 、 生 命 の 過程 も 
尊い も の で す 。 で すか ら 、 大 法 弟子 が まだ これ ら の 人 か ら 迫 害 を 受 
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け て いる に も か か わら ず 、 私 は 彼ら が 目覚 め て くる こと を ずっ と 待っ て 
いま す 。 彼ら を 表 う た め に 、 私 は まだ 迫害 され て いる 大 法 弟 子 に 、 彼 
ら に 真相 を 伝え る よう 教え て いま す 。 邪悪 な 者 は これ を 聞か な い ば か 

りか 、 業 力も ます ます 大 きく な り 、 す で に 救い 済 度 さ れる こと が で き 
な く な る まで 業 力 が 大 きく な り ま し た 。 し か も 、 現 在 ス パイ の 妨害 は 
大 法 弟子 を 迫害 する 形勢 に な っ て お り 、 こ れ は 決し て 許さ れん な いこ と 
で す 。 大 法 弟 子 の 修 精 に 対し て 、 旧 勢力 が 披 排 し た この よう な 下劣 
な スパ イ を 用 いる こと は 、 決 し て 認め て は いけ な いこ と で す 。 修 灯 と 
人 類 の これ ら の 最も 下劣 な スパ イ と の 間 に 、 修 灯 上 の 必然 的 な 関係 
は 何 も あ り ま せん 。 し た が っ て 、 私 は も うこ れ ら の も の を 認め ませ ん 。 
人 類 の 未来 に は 、 こ の よう な 専門 の 機関 や 多く の この よう な 下劣 な 職 
業 に 従事 する 人 も 存在 し ませ ん 。 

今 か ら 、 私 と 神々 は 人 類 の この 職業 の 前 途 を 全部 取り 上 げ ま す 。 
1999 年 7 月 20 日 以降 、 中 共 悪 党 が 作り 出し た 全て の 下劣 な スパ 
イ の 人 生 の 福 を 取り 上 げ 、 彼 ら が 自ら 作っ た 罪悪 を 償う 中 で 、 ご く 短 
い 人 生 を 歩み 終わ ちら せる よう に し ます 。 特に アト ラン タ 事 件 に 参与 し 、 
画策 に 関わ っ た 全て の 人 は 、 彼 ら の 人 生 の 福 が 全部 取り 上 げ ら れ ま 
す 。 今 か ら 、 彼 ら は 時 業 を 償う 中 で 死ぬ ほど の 苦し み を 味わい 、 し 
か も 非常 に 早い うち に 相次ぎ 死ん で いき 地獄 に 落ち ます 。 ま だ 悔い 
改め な けれ ば 、 全 て の 国内 外 の 中 共 ス パイ に 同じ 結末 が 待っ て いま 
す 。 私 は 全て の 衆生 を 救い 済 度 し て いま す が 、 未 来 を 欲し が ら な い 
人 に よっ て 、 他 の 衆生 の 済 度 さ れる 機会 が 潰さ れる こと は 許さ れ ま せ 
ん 。 
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私 は 、 ま だ 大 法 弟 子 を 迫害 し て いる それ ら の 人 が 、 法 輸 功 と は 何 か 、 
悪党 が な ぜ 大 法 弟 子 を 迫害 し て いる の か を 真 に 分 か る こと を 期待 し て 
いま す 。 さ ら に 、 あ な た た ち に 良い 未来 が ある こと を 強く 望ん で いま す 。 


李 洪 志 


ニニ OO 〇 六 年 二 月 九 日 
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至難 の 関 か ら 抜け 出す 


一 部 の 弟子 は 法 の 勉強 を 重視 せ ず 、 大 法 弟 子 に 対す る 邪悪 な 迫 
害 の 中 で 、 茂 し い 共 産 党 の 恐怖 と 高圧 の 下 、 臣 れ の 心 が あ る た め 、 
邪悪 に 隙 に 乗じ られ 、 大 法 と 大 法 弟 子 に 対し て 、 し て は いけ な い 杜 
事 を 働き 、 中 共 の 国家 安全 部 門 、 総 参謀 部 、 公 安部 門 な ど 悪 党 の 
課 報 機関 の スパ イ や 、 学 習 者 内 部 の 情報 提供 者 に な っ て し まい まし 
た 。 ま た 、 一 部 の 人 は 那 悪 に 妥協 し た た め 、 多 か れ 少 な か れ 、 大 な 
り 小 な り 、 修 精 者 に と っ て 最も 恥ず べき こと を し て し まい まし た 。 し か 
し 、 一 つの 生命 と し て 、 内 心 で は 大 法 が 素晴らし いと 分 か っ て お り 、 
後に な っ て いつ も 後悔 し て いま す 。 修 煙 に 戻り た い の で す が 、 中 共 の 
スパ イ に 弱み を 掴ま きれ て いる た め 、 悔 や ん で も 悔やみ きれ ませ ん 。 戻 
り た い の で す が 、 利 用 され た と き に 握ら れ た 弱み で 、 ス パイ に 衝 迫 さ 
れる こと を 恐れ て いま す 。 さ ら に 、 い っ た ん 大 法 弟 子 に 知ら れ て し ま 
うと 、 大 法 弟 子 に 会 わせ る 顔 が な いこ と を 恐れ て いて 、 進 退 極 まっ て 
いま す 。 

実は 、 こ の 万 古 の 機 縁 と この 世に や っ て きた 本 当 の 目的 を 和 失う こ 
は 、 人 に 会 わせ る 顔 が な いと いう 執着 より 、 一 層 、 競 ろ し いこ と で す 。 
修 迷 は ほか で も な く 修 で あり 、 修 精 は つま り 執 着 を 取り 除く こと で 
あり 、 人 間 の 良く な い 行 為 と 、 あ れこ れ を 恐れ る 人 心 を 含む 、 各 種 
の 江 れ の 心 を 取り 除く こと で す 。 も と も と 執着 と 恐れ の 心 が あ る た め 
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道 を 間違え て し まい まし た が 、 戻 り た いと き に 、 ま た 恐れ の 心 に 縛ら 
れ 、 戻 る 道 が 阻ま れ て いま す 。 

恐れ の 心 は 、 人 々 に 間違っ た こと を させ る こと が で き 、 人 々 に 機 縁 
を 和 失わ せる こと も で きま す 。 恐れ の 心 は 、 人 間 が 神 に 向かっ て いく と 
き の 至 難 の 関 で す 。 も と も と 、 恐 れ の 心 の せい で 、 大 き な 間 違い を し 
て し まい まし た が 、 改 め た いと き に 、 ほ か の 人 に 知ら れる こと を 、 ま 
た 恐れ て いま す 。 修 精 は 厳粛 な お こと で あり 、 こ の よう に 恐れ 続け て い 
け ば 、 い つ に な っ た ら 、 恐 れ の 心 の 東 縛 か ら 解 放さ れる の で し ょ う 
か ? 特に 、 こ の すべ て を 隠し な が ら 、 学 習 者 の 中 で 一 生 懸 命 、 大 
法 の 仕事 を し て いる 人 は 、 こ の 執着 を 放 下 し な けれ ば 、 こ の 犯罪 行 
為 と 欧 れ の 心 を 放 下 し な けれ ば 、 大 法 弟 子 の すべ きこ と を いく ら 多く 
し て も 、 す べ て は 間違い を 隠す た め に や っ て いる の で す 。 心 に わ だ か 
まっ て いる この 罪 可 を 放 下 し 、 戻 っ て くる こと が で きれ ば 、 行 な っ た 
すべ て は 浄 ら か な こと で あり 、 大 法 弟 子 の 修 灯 の 中 の こと で す 。 

師父 と し て 、 私 は 皆さん が 修 精 の 中 で し た 間違い に こだわ っ た こと 
は な く 、 比 さ ん が 行なっ た 良い こと と 成果 だ け を 見 て いま す 。 大法 弟 
子 に と っ て 、 皆 さん も 修 灯 と 比類 の な い 邪 悪 な 迫害 の 中 で 乗り 越え 
て き て お り 、 修 精 の 厳し さ を よ く 分 か っ て いる の で 、 間 違い を し た 学 
習 者 を きっ と 理解 で きま す 。 で すか ら 、 も う 一 度数 え を ます が 、 こ の 方 
面 で 間違っ た こと を し た 学習 者 は 、 で きれ ば 今 か ら 、 こ の 汚い 重 和 茶 
を 放 下 する と 公 に 表明 し 、 大 法 に 戻っ て き て くだ さい 。 し て し まっ た 
すべ て の 間違い を 公開 し て は じ め て 、 ス パイ に つき ま と わ れ た り 四 迫 
され た りす る こと を 振り 捨て る こと が で きま す 。 公開 し て は じ め て 、 執 
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着 と 麗 れ の 心 を 放 下 する こと が で きま す 。 私 と 大 法 弟 子 は 、 常 人 の よ 
うに 修 の 中 で 間違っ た こと を し た 学習 者 に 対処 し な い の で す 。 私 は 
当初 、 人 類 社会 で 法 を 伝え 始め た と き 、 修 精 の 中 で さま ざま な 状態 
が 現れ る こと が ある と すでに 分 か っ て いま し た 。 一 人 の 人 間 が 神 に 向 
か っ て いく 修 精 の 過程 の 中 で 、 人 間 が 修 し て いる の で あり 、 神 が 
修 凍 し て いる の で は な いた め 、 修 煙 の 過程 で 必ず 間違い を 犯し た り 、 
し っ か り 乗 り 越 えら れ な い 関 が あっ た り し ます 。 も ちろ ん 、 大 き な 間 
違い を 犯し た 人 も いま す 。 肝心 な の は 、 そ れ を 認識 し た と き 、 決 心 し 
て それ を 取り 除く こと が で きる か どう か と いう こと で す 。 抜け 出す 決心 
が あれ ば 、 こ れこ そ 修 千 で あり 、 こ れ が すなわち 修 迷 な の で す 。 

私 は 道 を 間違え て し まっ た 学習 者 が 、 こ れ 以 上 間違い を 重ね な い 
こと を 望ん で いま す 。 こ れ は 、 こ の よう な 学習 者 に 対す る 師父 の 最後 
の 説法 か も し れ ま せん 。 機 縁 を 掴ん で くだ さい 。 無量 の 神々 は 皆 さ 
ん を 見 て いま す 。 私 と 大 法 弟 子 も 、 あ な た た ち が 戻 っ て くる こと を 心 
待ち に し て いま す 。 


ニニ 〇 〇 六 年 五 月 九 日 
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ウクライナ 法 会 に 参加 する 大 法 弟 子 の 皆さん 、 こ ん に ち は ! 


まず 、 法 会 が 成功 裏 に 行わ れる こと を 祈り ます 。 法 を 正す 時 期 の 
大 法 弟子 の 彫 満 成就 は 、 大 法 が 新しい 宇宙 の 大 覚 者 を 造成 する こと 
で あり 、 南 任 も さら に 大 きい の で す 。 連 さ ん の 修 の 過程 の 中 で 、 お 
の ず と 衆生 を 救い 済 度 し 、 邪 悪 と 旧い 要素 の 妨害 を 解体 する と いう 
使命 が 含ま れ て いま す 。 自ら を し っ か り 修 し て は じ め て 、 未 来 の す 
べ て を 成就 させ る こと が で きま す 。 で すか ら 、 皆 さん の 法 会 が 、 法 
の 勉強 と 向上 を 促進 で きる 盛大 な 法 会 に な る よう 望ん で いま す 。 

精進 し まし ょ う 、 大 法 弟 子 ! 修 灯 の 中 で 人 心 を 取り 除く こと は 苦 
し いこ と で す が 、 道 は 神聖 な の で す 。 

再度 、 法 会 の 成功 を 祈り ます 。 


ニニ 〇 〇 六 年 五 月 二 十 六 日 
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シカ ゴ 法 会 


シカ ゴ 法 会 に 参加 する 大 法 弟子 の 皆さん 、 こ ん に ち は ! 


まず 、 法 会 が 円 満 に 成功 する こと を 祈り ます 。 

犬 法 弟子 の 法 会 は 、 互 い に 向 上 する こと が で きる 法 会 で あり 、 不 
足 を 探し 出す こと が で きる 法 会 で あり 、 彫 満 成就 へ 向かう 道のり で 正 
念 を 増強 する 法 会 で も あり ます 。 成果 は 法 を し っ か り と 学び 、 正 念 が 
充実 に な っ た こと の 威 徳 で あり 、 不 足 は 修 精 の 中 で 乗り 越え な けれ 
ば な ら な い 道 で す 。 修 灯 の 中 で 、 皆 さん は 良い こと に 出会っ て も 、 良 
く な いこ と に 遭っ て も 、 す べ て 良い こと で す 。 なぜなら ば 、 そ れ ら は 
上 さん が 修 灯 し て いる か ら こ そ 、 現 れ た こと だ か ら で す 。 修 妹 者 は 、 
常人 の 心 を 持っ て 、 業 力 を 持っ て 、 執 着 を 持っ て 彫 満 成 就 す る こと 
は で きま せん 。 時間 と と も に 金 は 暦 か れ ま すま す 輝 く よ う に な り ま す 。 
大 法 弟 子 は 正念 正行 の 中 で 、 神 の すべ て を 成就 し て お り 、 宇 宙 の 未 
来 を も 切り 開い て いま す , 

精進 し まし ょ う 、 大 法 弟 子 ! 


ニニ 〇 〇 六 年 六 月 三 十 五 日 
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徹 展 的 に 邪悪 を 解体 する 


大 法 弟 子 が 法 を 実証 し 、 世 の 人 々 を 救い 済 度 する 正念 は 、 負 の 作 
用 を 働く 生命 と 大 法 弟子 を 迫害 する 邪悪 な 生命 と 要素 を すでに 完 
に 解体 し つつ あり ます 。 現在 、 数 少な い 邪 杜 な 卑しい 鬼 は 、 旧 勢力 
に よっ て 労働 教養 所 と 刑務 所 な どの 大 法 弟 子 へ の 迫害 に 参与 し て い 
る 悪 の 巣窟 に 集め られ て いま す 。 そ の た め 、 邪 悪 な 迫害 は 一 部 の 地 
区 で まだ 深刻 に 存在 し て いま す 。 黒い 手 、 卑 し い 鬼 と 旧 勢 力 の 大 法 
弟子 に 対す る 迫害 を 徹底 的 に きれ い に 取 り 除 く た め に 、 全 世界 の 大 
法 弟子 、 特 に 中 国 大 陸 の 各地 の 大 法 弟 子 は 、 こ れ ら の 邪悪 な 地区 
に 向け て 集中 し て 強大 な 正念 を 発する べき で す 。 大法 弟子 を 迫害 す 
る すべ て の 那 悪 な 生命 と 要素 を 徹底 的 に 解体 し 、 中 国 大 陸 で の 大 法 


弟子 を 迫害 する 了 邪 
度 し 、 大 法 弟 子 の 貢 
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最 な 形勢 を きれ い に 取 り 除 き 、 世 の 人 々 を 救い 済 
責任 を 全う し 、 神 に 向かい まし ょ う 。 


李 洪 吉 
OO 大 年 十 月 二 十 四 日 


オー スト ラリ ア 法 会 へ 


オー スト ラリ ア 法 会 の すべ て の 大 法 弟 子 : 


旨 さ ん 、 こ ん に ち は ! まず 、 法 会 の 成功 を 祈り ます 。 法 会 は 大 
法 弟子 の 盛大 な 会 合 で あり 、 互 い に 向上 を 促し 合う 良い 機会 で あり 、 
法 を し っ か り と 勉強 し た こと の 証 で す 。 

大 法 弟 子 は 自分 の 道 を きち ん と 歩き 、 三 つの こと を し っ か り と 行う 
に は 、 法 を よく 勉強 し 、 法 の 勉強 に 真剣 に 対処 し な けれ ば な り ま せん 。 
衆生 を 救い 済 度 し 、 法 を 実証 する 中 で よく 行ない 、 大 き な 変 化 を 成 
し 遂げ た 地区 で は 、 そこ の 皆さん は きっ と 法 を し っ か り と 勉強 し て い 
ます 。 個 人 の 向上 が 速い 大 法 弟子 は 、 必 ず 法 の 勉強 を 重視 し て いる 
弟子 で す 。 法 が 基礎 で あり 、 大 法 弟 子 の 根本 で あり 、 す べ て の 保障 
で あり 、 人 か ら 神 に 向かう 道 で ある た め 、 私 は オー スト ラリ ア 法 会 の 
この 機会 を 借り て 、 全 世界 の すべ て の 大 法 弟子 に 教え ます 。 つ まり 、 
古い 学習 者 で あれ 、 新 し い 学 習 者 で あれ 、 忙 し いか ら と いっ て 、 法 
の 勉強 を 決し て お ろ そ か に し て は いけ ませ ん 。 法 の 勉強 は 形式 的 な も 
の に な っ て は な ら ず 、 精 神 を 集中 し て 勉強 し 、 本 当 に 自分 が 勉強 する 
よう に し な けれ ば な り ま せん 。 この 面 の 教 証 は あま り に も 多く あり まし 
た 。 芝 さん が 最後 の 道 を し っ か り 歩 むこ と を 期待 し て いま す 。 未来 の 
現れ は も う 遠 く は あり ませ ん 。 
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李 洪 志 


OO 〇 六 年 十 一 月 十 八 日 


衆生 か ら の こ 挨 拶 に 感謝 


大 法 弟 子 、 世 の 人 々 、 上 衆生 の 皆さん 、 こ ん に ち は ! 


ご 挨 挨 、 あ り が と う ご ざ いま す ! 皆さん の 祝福 、 あ り が と う ご ざ 
いま す ! 私 の 大 法 弟 子 が 綿 、 彫 満 成 読 で きる よう 、 心 か ら 期 待 し 
て いま す ! 世 の 人 々 が 皆 、 真 相 が は っ きり と 分 か り 、 歴 史 に 定め ら 
れ た 人 類 に と っ て 最大 の 悪魔 、 邪 党 の 、 中 国人 及び 全 世 界 に 対す る 
毒 害 、 大 法 弟 子 に 対す る 迫害 を は っ きり と 認識 し 、 こ の 歴史 上 、 衆 
生 に と っ て 最大 の 「 勃 難 」 を 乗り 越え る こと が で きる よう 、 心 か ら 期 
待 し て いま す 。 衆生 が 、 救 われ る こと を 心から 期待 し て いま す ! 

衆生 よ ! 皆さん が 数 千年 来期 待 し て 待ち 望ん で いる こと と 心配 し 
て いる こと は 、 す べ て や っ て きま し た 。 し か も 、 今 現在 起き て いま す 。 
その 中 で すべ て の 人 々 は 皆 、 意 識 的 また は 無意識 に 自ら の 未来 を 選 
択 し て いま す 。 

皆さん に 教え ます が 、 大 法 弟 子 は 各地 域 、 各 民族 の 衆生 が 救 わ 
れる 唯一 の 希望 で す 。 彼 ら が 行なっ て いる こと を 大 切 に する こと は 即 
ち 、 自 分 自身 を 大 切 に する こと で す ! 

再度 、 皆 さん か ら の ご 挨拶 に 感謝 し ます ! 


二 ニ 〇 〇 七 年 一 月 一 日 
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法輪 功 学習 者 は 迫害 に 反対 する 中 で 、 法 輪 功 へ の 中 共 の 下劣 な 
誹謗 中 傷 に 対し て 、 常 人 の 形式 を 利用 し て 真相 を 伝え る こと に よっ て 、 
中 共 の な ら ず 者 政権 が な ぜ 法 輪 功 を 迫害 し て いる の か 、 そ の 真実 を 
全面 的 に 明らか に し 、 世 の 人 々 に 法輪 功 を 知っ て も ら う こと も で きま し 
た 。 いっ た ん 世 の 人 々 が みな 、 真 実 の 情況 を 分 か っ て きた ら 、 こ の 
迫害 は これ 以上 続く こと が で き な く な り ま す 。 迫害 の 中 で 、 中 共 の な 
ら ず 者 が 用 いた 手段 及び 迫害 の 残忍 さ に よっ て 、 人 々 は 中 共 の 本 質 
を は っ きり 認識 する こと が で きま す 。 で すか ら 、 是非 を 混 消す る た め 
に 、 中 共 は また 法 輸 功 学 習 者 が 「 政 治 に 参与 し て いる 」 と いう 虚言 
を 作り 上 げ 、 思 想 が 中 共に 操 ら れ て いる の に 、 自 分 で は 分 か っ て い 
る と 思い 込ん で いる 人 を 惑わ し 、 人 迫害 を 維持 し よう と 企み 、 人 迫害 の た 
め に 「 理 論 的 根拠 」 を 作っ て いま す 。 実は 人 類 の 「 政 治 」 は 、 人 迫害 
する 者 の た め に 用 意 さ れ た も の で は あり ませ ん 。 も し 「 政 治 」 が 迫害 
を 暴露 する こと が で き 、「 政 治 」 が 迫害 を 制止 する こと が で き 、「 政 治 」 
が 真相 説明 に 役立つ こと が で き 、 「 政 治 」 が 衆生 を 救い 済 度 する こと 
が で きれ ば 、 こ の いわ ゆる 「 政 治 」 に これ ほど の 利点 が あれ ば 、 な 
ぜ 喜 ん で 参与 し な い の で し ょ うか ? 肝心 な の は 、 修 者 の 出発 点 
は 迫害 を 制止 する こと で あり 、 人 間 の 政権 の た め に 「 政 治 」 に 参与 す 
る の で は な いと いう こと で す 。 修 精 者 は 人 間 の 権力 に 対し て 如何 な る 
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欲求 も な く 、 逆 に 修 精 者 は 人 間 の 権力 に 執着 する 欲望 を 放棄 し て い 
る の で す 。 で すか ら 、 真 相 を 令 え る 中 、 ま た この よう な 理性 の は っ き 
り し な い 話 を 口 に し 、 人 迫害 と 「 政 治 」 の どちら を 非難 すべ き な の か を 
分 か っ て いな い 人 が いれ ば 、 私 が 先ほど 話し た こと を 聞か せれ ば よ 
い の で す 。 

犬 法 弟子 は 真相 を 伝え る 中 で 、 人 を 救う こと が どれ ほど 難し い の 
か を 既に 深く 分 か っ て いま す 。 し か も 、 大 法 弟 子 は 自身 が 迫害 され 
て いる 中 で 人 を 救っ て いま す 。 中 共 邪 党 が 世 の 人 々 に 注ぎ 込ん だ 、 
特に 中 国人 を 毒 害し た 党 文 化 、 及 び 迫 害 の 中 で 作り 上 げた 法輪功 に 
対す る 虚言 に よ に っ て 、 ひ た すら 中 共に 付 和 し 、 特 に 迫害 の こと を は っ 
きり と 分 か っ て いな が ら も 、 利 益 の た め に 中 共に 良心 を 売っ て し まっ 
た 人 は 、 人 類 の 次 の 段階 を 更に 悲惨 な 境地 に 引き ずり 込ん だ の で す 。 
同時 に 、 こ れ は 大 法 弟 子 が 人 を 救う こと が 難し く な っ た こと の 原因 で 
も あり ます 。 大 法 弟 子 は この 歴史 の 肝心 な 時 期 に 衆生 を 救い 済 度 す 
る 責任 が ある 以上 、 で きる だ け の こと を 行なっ て くだ さい 。 どう し て も 
救う こと が で き な け れ ば 、 これ も 人 間 自 身 の 選 択 で す 。 も し 、 各 国 
の メデ ィ ア が 中 共 か ら の 利益 に よっ て 口 を 封じ られ た と き 、 大 法 弟 子 
が 自分 で メデ ィ ア を 作り 、 人 迫害 に 反対 し 世 の 人 々 を 救い 済 度 する こと 
が 「 政 治 」 に 参与 する こと に な る の で あれ ば 、 正 々 堂々 と この 「 政 治 」 
を 利用 し て 、 人 迫害 を 暴露 し 、 衆 生 を 救い 済 度 し まし ょ う ! 


李 洪 志 


ニ O 〇 〇 七 年 二 月 三 十 一 日 
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三界 内 の 法 を 正す こと を 妨 填 する こと に 
参与 し た すべ て の 乱 神 を 全面 的 に 解体 せよ 


長い 間 、 旧 勢力 お よび 三界 内 の 負 の 作用 を 働く すべ て の 乱 神 は 、 
ずっ と 非常 に 悪い 作用 を し て いま す 。 大法 弟子 が 法 を 得る 初期 、 法 
を 正す こと と 、 大 法 弟 子 、 衆 生 が 法 を 得 て 修 午 する こと を 厳重 に 妨 
害し て いま し た 。 一 九 九 九 年 前 後 、 ま た 多かれ 少な か れ 大 法 弟 子 に 
対す る 迫害 に 参与 し 、 邪 悪 な 形勢 の 恐怖 を 加勢 し 、 邪 悪 を 助長 し て 
加 事 を 働き 、 法 を 正す こと を 厳重 に 妨害 し まし た 。 特 に 大 法 弟 子 が 
迫害 され て いる 中 で 真相 を 伝え 、 世 人 と 衆生 を 救い 済 度 する 肝心 な 
時 期 に 、 そ れ ら は また 、 世 人 と 衆生 が 救 わ れる の を 阻む こと に 参与 
し 、 こ れ は 直接 、 世 人 と 衆生 を 迫害 に し て いる の で す 。 その 中 に 人 類 
の いく つか の 主要 な 宗教 を 管理 し て いる それ ら の いわ ゆる 神 の こと で 
す が 、 私 が 法 を 伝え る 初期 に 、 世 の 人 々 が 大 法 弟 子 に な れる か どう 
か を 平等 に 対処 する た め に 、 そ れ ら に 三界 か ら 離 れる よう 伝え た こと 
が あり ます 。 一 部 は 離れ まし た 。 し か し 、 一 部 は 宗教 の 中 の 人 々 が 
法 を 正す 時 期 の 大 法 弟 子 の こと に 参与 し な いこ と を 口実 に 、 離れ て お 
ら ず 、 さ ら に 各 宗 教 の 中 の 人 々 に 大 法 と 接触 さき せな いよ うに し て いま 
す 。 こ れ は すでに 、 法 を 伝え る 中 で 「 全 面 的 に 開放 し て 、 人 心 の み 
を 見 る 」 と いう 伝法 の 宗旨 に 違反 し 、 法 を 正す 中 で 変化 し た 実情 に 
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適応 すべ きこ と に 違反 し まし た 。 現 在 、 そ れ ら は また 、 宗 教 を 信じ る 
人 々 が 真相 を 知る こと を 極力 胃 ん で お り 、 こ れ に よっ て 宗教 の 中 の 数 
十 億 の 人 々 が この 千 万 年 も 待っ て いた 機会 を 失っ て し まい 、 衆 生 が 
海 沢 さ れる と いう 危険 な 境地 に 追い 込み 、 ひ いて は 直接 法 を 正す こ 
と を 妨害 し て いま す 。 で すか ら 大 法 弟子 は 、 世 の 人 々 が 救 われ 済 度 
され る た め に 、 衆 生 が 救 わ れ 、 真 相 を 知る こと を 阻む 旧 勢 力 及び 三 
界 内 の すべ て の 乱 神 を 全面 的 に 解体 する こと を 、 す で に 行なわ な け 
れ ば な ら な いこ と に な っ て いま す 。 それ ら は 、 どの よう な 外形 で 存在 
し て いる に せよ 、 有 形 か 無形 か に せよ 、 ど の 次 元 で あれ 、 誰 の 姿 か 
た ち を し て いる に せよ 、 全 面 的 に 解体 し 、 き れい に 取り 除 か な けれ ば 
な り ま せん 。 き れい に 取り 除 か れる 中 、 法 を 正す こと と 大 法 弟 子 また 
は 上 衆生 に 対し て 罪 を 犯し た も の は 、 も ちろ ん すべ て 償 わ な けれ ば な り 
ませ ん 。 特 に それ ら の 宗教 を 管理 し 、 法 を 正す こと と 大 法 弟 子 が 衆 
生 を 救い 済 度 する こと を 敵視 し て いる 乱 神 は 、 み な 全面 的 に 解体 さ 
れ な けれ ば な り ま せん 。 宗教 の 中 の 人 々 に 対し て 、 特別 に 真相 を 伝え 
る 行動 を 起こ さ な い で くだ さい 。 団 体 を 対象 と せ ず 、 人 心 の み を 見 る 
の で あり 、 人 間 自 身 の 選 択 を 見 る の で す 。 大 法 弟 子 は 着実 に 三 つ の 
こと を し っ か り 行 な い 、 人 心 の 動揺 が な いよ うに し て くだ さい 。 大法 
弟子 が 神 の 正念 で 最後 の 道 を し っ か り 歩 むこ と を 期待 し て いま す 。 


二 ニ O 〇 〇 七 年 二 月 二 填 八 日 


93 


小説 『 蒼 宇 区 』 に つい て 


この 部 分 の 話 は 私 が 言っ た こと で は あり ませ ん が 、 私 が 言っ た こと 
だ と 皆さん に 思わ れ た よう で す 。 当 時 、 私 が 離れ て いた と き 、 確 か に 
一 部 の 人 は 皆さん の た め に 焦っ て お り 、 何 ら か の こと を し まし た 。 実は 
あの 時 期 に は 、 大 法 弟 子 が で きる か どう か を 見 て いま し た が 、 各 種 
の 状況 が 現れ まし た 。 そ の 間 、 本 当 に 各種 の 人 心 の 表れ と 正念 の 強 
い 学 習 者 の 表れ を 目 に し た の で す 。 事 は すでに 過ぎ まし た の で 、 私 
は 大 法 弟 子 が 最後 の と き 、 で きる か どう か だ け を 見 ます 。 

た だ 、 小 説 は 所 座 、 小 説 で あり 、 大 法 弟 子 が 大 法 を 実 年 し 、 衆 生 
を 救い 済 度 す る と き 利用 し て いる 各種 の 形式 の 中 の 一 つ で す 。 その 
中 に 大 法 弟 子 が 修 し て 体得 し た も の が あり ます が 、 そ れ を 歴史 と 
見 な し て は いけ ませ ん 。 法 を 正す 過程 は 私 が 言わ な けれ ば 、 神 も そ 
の わずか し か 知ら な い の で す 。 

皆さん に 教え た い の は 、 皆 さん は 様々 な 困難 を 乗り 越え て きた の 
で 、 く れ ぐ で れ も 心 が 浮き 草 の よ うに 、 風 が 吹く と 動い て し まう よう に な っ 
て は いけ ませ ん 。 


ニニ 〇 〇 七 年 五 月 十 日 
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注 : 以下 は この 小説 の 中 の 一 節 で あり 、 経 文 の 中 で 言わ れ た 「 こ の 部 分 の 話 」 は 
骨 の 部 分 を 指し て いま す 。 

『 私 が 誰 な の か を 聞く 必要 は な く 、 大 法 弟 子 な ら 私 の こと を 知っ て いる は ず で 
す 。 宇宙 の 大 法 が この 志 で 破壊 され る こと を 決し て 許し て は な ら 直ちに 表 に 出 
て 大 法 を 守り 、 す ぐ 北 京 に 行き 、 省 政府 に 行き まき しょう 。 まだ 表 に 出 て こない 人 
は 私 の 弟子 で は な く な り ま す 。』 
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カナ ダ 法 会 へ 


カナ ダ 法 会 に 参加 する 大 法 弟 子 、 こ ん に ち は ! 


法 を 正す 情勢 は 迅速 に 進ん で お り 、 大 法 弟 子 が 大 法 を 実証 し 、 
衆生 を 救い 済 度 する 時 の 正念 も 、 良 く な い 作用 を する 全て の 知 神 と 卑 
し い 鬼 を 大 量 に 解体 し て お り 、 そ れ に よっ て 世間 の 情勢 に 根本 的 な 
変化 を も た らし まし た 。 し か し 、 大 勢 が すでに 決ま っ た の を 見 て 、 邪 
悪 の 要素 と 邪 党 、 邪 霊 も 最後 の あがき を し て いま す 。 その た め 、 大 
法 弟子 は さら に よく 真相 を 伝え 、 世 の 人 々 と 上 生 を 表 う こと を し っ か り 
行う べき で す 。 最後 に な れ ば な る ほど 、 緩 め て は な ら ず 、 最後 に な れ 
ば な る ほど 、 法 を さら に よく 勉強 し 、 正 念 を 充分 に 持た な けれ ば な り 
ませ ん 。 

法 会 を 共に 向上 する 盛会 に し まし ょ う ! 法 会 が 成功 裏 に 行わ れ 
る こと を 祈り ます ! 


ニ 〇 〇 七 年 五 月 十 九 日 
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米国 中 部 地区 ミネ ソ タ 州法 会 へ 


米国 中 部 地区 ミネ ソ タ 州法 会 に 参加 する 大 法 弟 子 の 皆さん 、 こ ん に 
ち は ! 


まず 、 大 会 が 円 満 に 行わ れる こと を 祈り ます 。 大法 弟子 の 修 書 は 、 
個人 の 彫 満 成就 の た め だ け で は あり ませ ん 。 大法 弟子 と し て 三 つ の こ 
と を し っ か り 行 い 、 衆 生 を 表 い 済 度 する こと は 大 法 弟 子 が 必ず 行わ 
な けれ ば な ら な いこ と で す 。 法 会 を 通じ て 、 修 精 と 衆生 を 救い 済 度 
する こと の 経験 を 総括 し 、 し っ か り 交 流 を 行い 、 大 法 弟子 が 行う ベ 
きこ と を さら に よく 行う 、 こ れ は 大 法 弟 子 の 願い で も あり ます 。 法 会 
を 通じ て 皆さん に それ ぞ れ 収穫 が ある こと を 期待 し て いま す 。 


李 洪 志 


ニニ OO 〇 七 年 九 月 二 十 二 日 
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ヨー ロッ パ 法 会 へ 


ヨー ロッ パ 法 会 に 参加 する 大 法 弟 子 の 皆さん 、 こ ん に ち は ! 


大 法 弟 子 の 修 千 は 個人 の 彫 満 成 荒 の た め だ け で は な く 、 衆 生 を 救 
い 済 度 す る こと は 大 法 弟子 の 責任 で あり 、 大 法 弟 子 と いう 称号 を 持 
つ 修 者 が 必ず 成し遂げ な けれ ば な ら な いこ と で す 。 法 会 を 通じ て 
経験 を 総括 し 、 大 法 弟子 の い と 責任 を より よく 全う し 、 さ ら に よく 
行う こと を 期待 し ます 。 
最後 に 、 法 会 が 円 満 に 行わ れる こと を 祈り ます 。 

李 洪 志 


ニニ OO 〇 七 年 九 月 二 十 三 日 
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フラ ンス 法 会 に 参加 する 大 法 弟子 の 皆さん 、 こ ん に ち は ! 


大 法 弟子 が 現在 行なっ て いる 全て は 、 い ずれ も 真相 を は っ きり と 
伝え 、 世 人 を 救い 済 度 する た めで す 。 法 会 は 法 の 勉強 と 修 書 の 体験 、 
お よび 現在 の 真相 を 伝え 世 人 を 救い 済 度 す る こと を 総括 する た め の 
交流 会 で も あり ます 。 同 時 に 、 足 りな いと ころ を 見 つけ 出し 、 今 後 さ 
ら に 良く 行う よう に する た めで す 。 で すか ら 、 法 会 は 必ず 作用 を 果 た 
さ な け れ ば な り ま せん 。 

この 機会 を 借り て 、 各 地 の 代 学会 は 役割 を 果たし 、 し っ か り と 南 
任 を 持ち 、 各 地区 の 協調 を し っ か り 行 な っ て ほし いと 思い ます 。 いい 
加減 に し て は な ら ず 、 上 難し いか ら と いっ て 退く こと は な お さら し て は な 
ら ず 、 ま た 異な る 意見 を 持つ 学習 者 を 見 捨て て も いけ ませ ん 。 なぜ 
な ら ば 、 役 ら は すべ て 、 私 の 弟子 だ か ら で す 。 

現在 、 各 地区 に まだ 、 集 団 活動 の 時 の 協調 の 問題 が あり ます 。 例 
えば 、 問 題 を 話し 合う と き 、 必 要 以 上 に 自分 を 強調 し 、 議 論 を 長 引 
か せる 学習 者 が いま す 。 こ の よう に する と 、 大 法 弟 子 が 衆生 を 救い 
済 度 し 、 法 を 実証 する こと に 影響 し し し まい ます 。 強 すぎ る 常人 の 心 
は 邪悪 に 隙 に 乗じ られ や すく 、 か き 乱 され 、 事 を う や む や の うち に 終 
わら せ て し まい ます 。 この よう な と き 、 人 学 会 の 統一 し た 捧 排 に 従う 
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べき で す 。 個人 が どの よう に 考え て いて も 、 心 を 放 下 し て 協力 すべ き 
で す 。 全 て の 大 法 弟 子 が 真相 を 伝え る こと こそ 重要 で ある と 認識 し て 
ほし いと 思い ます 。 

最後 に 、 法 会 が 円 満 に 成功 し て 、 大 法 弟 子 の 正念 が ます ます 強く 
な る こと を 願っ て いま す 。 


李 洪 志 


ご 6 の 〇 の も 年 キー 月 キー 目 


換 拶 


オー スト ラリ ア 法 会 に 参加 する 大 法 弟 子 : 


表 さ ん 、 こ ん に ち は ! 

オー スト ラリ ア の 大 法 弟 子 は 法 を 実証 し 、 真 相 を は っ きり と 伝え 、 
衆生 を 救い 済 度 する 中 、 ま すま す 良 く 行う よう に な り ま し た 。 今回 の 
法 会 を 通じ て 、 良 い 経 験 を まとめ 、 不 足 を 見 つけ 、 こ れ か ら の 限ら れ 
た 時 間 の 中 で さら に 良く 行う よう 、 期 待 し て いま す 。 

法 会 が 円 満 に 行わ れる こと を 祈り ます ! 


ニニ 〇 〇 七 年 十 二 月 十 五 日 
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換 拶 


全 世 界 の 大 法 弟 子 : 皆さん こん に ち は ! 
中 国 大 陸 の 大 法 弟 子 の 皆さん : 新年 お めで と う ご ざ いま す ! 


法 を 正す こと は 必ず 成功 し 、 大 法 弟 子 は 必ず 彫 満 成就 し ます 。 天 
が 変わ ろう と すれ ば 、 誰 が それ を 止め られ る で し ょ うか ! 宇宙 で 法 
が 正 さ れ 、 乾 埋 が 再び 造ら れ 、 全 て は 大 詰め を 迎え て いま す 。 大 寄 
が 組み 直さ れる こと は 、 凄 まじ い 勢 いで 進ん で お り 、 天 上 と 地下 の 幾 
ら か の し いも の は これ を 阻む こと が で きる の で し ょ うか ? 大法 弟 
子 の 威 徳 は 全 宇宙 を 光り 輝 か せ て いま す 。 神 と 人 間 が 待っ て いる こ 
と 、 心 配 し て いる こと は 全て や っ て きま し た 。 皆 さん の 衆生 を 救い 済 
度 し 、 皆 さん の 先史 の 洪 大 な 願い を 完成 させ 、 自 分 た ちの 夢 約 を 果 
た し まま しょう! 

再度 、 皆 さん に 新年 の 挨拶 を 申し 上 げ ま す 。 


傘 洪 志 


ニ OO 八 年 二 月 居 日 
丁 雪 年 十 二 月 三 十 日 
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いつ も 、 幾 人 か の 真面目 に 修 迷 し な い 人 、 事 を 卑 き 乱す 人 が お り 、 
学習 者 を 妨害 し て いま す 。 あ な た が 誰 で あれ 、 着 実に 修め 、 全 力 を 
尽く し て 真相 を 伝え 、 皆 さん に その 姿 を 示し て くだ さい 。 な ぜ 、 い つ 
も 自分 の 事 ば か り 強 調 す る の で し ょ うか 。 それ は 修 迷 な の で し ょ う 
か ? それ は ほか で も な く 、 学 習 者 の 中 で 妨害 を 働い て いる の で す 。 


ニ OO 八 年 二 月 二 十 日 


上 記 は 、 朋 蔵 ネ ッ ト に 2008 年 2 月 21 日 に 掲載 され た 「 法 を し っ か り 勉 強し 、 
妨害 を 振り 切る | と いう 文章 に 対す る 評 注 で す 。 
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法 を 正す こと は 最終 段階 に な り 、 宇 宙 の 中 の それ ら の 妨害 の 要素 
も 学習 者 の 中 か ら 精 進 で き な い 人 を 引っ 張り だ そう と し て いま す 。 例 
えば 、 一 、 理 智 が は っ きり し て いな い 人 、 二 、 行 為 が 常軌 を 逸し て い 
る 人 、 三 、 執 着 心 が 取 り 除 か れず 、 ま すま す 膨 張 し 、 こ れ に よっ て 
強烈 に 外 に 向け て 探し 、 外 に 向け て 求め 、 理 性 を 失っ て し まっ た 人 
な ど で す 。 そ れ ら の 妨害 の 手口 は 、 こ れ ら の 人 に 理性 を 失っ た 執着 
の 中 で 狂わ せ 、 学 習 者 を 損ない 、 法 を 正す こと を 損なう 吉 事 を 行わ 
せる こと に よっ て 、 こ れ ら の 人 が や り 直 すこ と も 非常 に 難し く な っ て い 
ます 。 な ぜ な ら ば 、 ひ と た び 学 習 者 に 巨大 な 損害 を も た らし 、 そ れ ゆ 
え に 一 部 の 学習 者 が 落ち て し まい 、 甚 だ し い 場 合 、 混 汰 され る 対象 
と な っ て し まえ ば 、 こ の 巨大 な 罪 業 を どの よう に 償う の で し ょ うか ? 
し か も 、 彼 (彼女 ) に よっ て 人 台無し に され た の が 大 法 の 学習 者 で ある 
た め 、 こ れ は 法 を 正す 中 で 人 迫害 の 作用 を 働く も の と 何 の 違 い が あ る 
の で し ょ うか ? これ は 邪 可 な も の と 同罪 で す 。 

現在 、 ス パイ た ち が 学 習 者 の 名 義 で 作っ た 邪悪 な ウェ ブサ イト は こ 
の よう な こと を し て いま す 。 甚 だ し いこ と に 、 美 歌 の 名 前 を 持ち 出し て 
人 を 騙し て いま す 。 美歌 は 私 の そば に いる の に 、 そ ん な こと は あり 得 
る の で し ょ うか ? 現在 、 台 湾 の 学習 者 に 対し て 、 比 較 的 大 き な 妨 
害 を も た らし て いま す 。 し か も 、 一 部 の 理 智 を 失っ た 人 は 学習 者 の 中 
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で 、 邪 悪 を 手 讐 っ て この ウェ ブサ イト を 広め て いま す 。 この よう に 行 な 
えば 、 即 ちあ な た は 邪 悪 側 に 立つ こと に な り 、 学 習 者 へ の 迫害 に 参 
与 し 、 学 習 者 を 台無し に し て いま す 。 あな た が それ を 広め た こと が 原 
因 で 学習 者 が 台無し に され れ ば 、 こ れ は あな た の 償い きれ な い 巨 大 
な 罪 業 と な り ま す 。 あ な た を どう すれ ば よい の で すか ? 

いずれ に せよ 、 法 を 正す こと は まだ 進ん で いま す 。 この スパ イ の ウェ 
ブサ イト を 広め た こと が ある すべ て の 人 は 、 で きる だ け 早 く 自 分 が も た 
らし た 損失 を 挽回 し 、 あ な た が 広め た こと に より 、 こ の スパ イ の ウェ 
ブサ イト の 被害 者 に な っ た 人 を 呼び 戻す よう に 私 は 提案 し ます 。 一 人 
で も 漏 ら せ ば 、 あ な た は その 人 と と も に 海 汰 され て し まい ます 。 一 人 
の 生命 が 何 を 行なっ た に せよ 、 そ れ に 対し て 責任 を 負わ な けれ ば な り 
ませ ん 。 これ は 宇宙 の 理 で す 。 師 父 は 慈悲 深い の で あっ て 、 大 法 弟 
子 は 費 、 人 々 を 救っ て いま す が 、 法 を 正す こと は 厳粛 な こと で す 。 そ 
れ ら の 一 時 的 に 吊 か に な り 、 悪 人 を 助長 し て 悪事 を し て し まっ た 人 が 
自重 する よう 、 希 望 し て いま す 。 


李 洪 志 


ニニ 00O/UE 二 月 寺 飼 目 
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大 法 弟子 は 目下 、 三 つの こと を し っ か り 行 う の み で す 。 人権 は 常人 
が 求め て いる 願望 で あり 、 修 者 は 世間 を 出る こと を 目的 と し て お り 、 
大 法 弟 子 へ の 迫害 に 反対 する こと は 表面 上 の 形式 で あり 、 実 質 上 は 
人 を 救い 、 衆 生 を 救っ て いる の で す 。「 人 権 聖火 」 の 活動 は 、 迫 害 
に 反対 する 内 容 を 含ん で お り 、 人 々 に 那 党 を 認識 させ る 作用 が あり ま 
す が 、 真 相 を 伝え 、 人 々 を 救う こと の 代わ り に は な り ま せん 。「 人権 
聖火 」 は 常人 が 主 と な り 、 邪 党 の 中 国人 に 対す る 迫害 を 暴露 し 、 阻 
止 す る た め に 発足 し た 活動 で あり 、 大 法 弟 子 を リレー の 対象 に し な い 
で くだ さい 。 中 国 大 陸 の 大 法 弟 子 は 真相 を 伝え る 事 を な お ざり に し て 、 
この 活動 に 大 量 に 参与 し な いで くだ さい 。 


李 洪 志 


OO 八 年 四 月 十 四 日 


再 度 、 ヨ ー ロ ッ パ 法 会 の 円 満 な 成功 を 祝う 


ヨー ロッ パ 法 会 に 参加 する 大 法 弟 子 : 


皆さん 、 こ ん に ち は ! 皆さん が 法 会 で 大 き な 収 穫 を 得 て 、 向 上 
で き 、 真 相 を 伝え 、 衆 生 を 救い 済 度 する 中 で 不足 を 探し 出し 、 今 後 
さら に 良く 行う こと を 願っ て いま す 。 ま た 、 長 い 間 あま り 精 進 し て いな 
い 学 習 者 が 差 を 探し 出し 、 表 に 出 て 、 自 分 の 歴史 的 使命 を 果たす こ 
と を 願っ て いま す 。 時間 は 人 を 待ち ませ ん ! 

再度 、 紗 さ ん に お 祝い の 言葉 を 送り ます 。 


李 洪 志 


ニ OO 八 年 十 一 月 十 六 日 
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共産 邪 党 の 滅亡 は 神 が 定 め た こと で あり 、 こ れ ら の こと を 相手 に し 


な いで くだ さい 。 衆生 を 救い 済 度 す る こと は 大 法 弟 子 が 背負 っ て 
歴史 的 使命 で す 。 


いる 


ニニ OO 八 年 十 二 月 二 十 四 日 


上 記 は 、 明 蓋 ネ ッ ト に 2008 年 12 月 23 日 に 掲載 され た 明 苦 編 集 部 の 文 和 
意 章 に つい て | に 対す る 評 注 で すれ 
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「 〇 八 


視 刊 


カナ ダ 法 会 に 参加 する 大 法 弟 子 、 皆 さん こん に ち は ! 


確固 と し て 最後 の 道 を し っ か り 歩 み 、 法 を よく 学び 、 自 ら を し っ か 
り 修 め て いれ ば 、 正 念 は お の ず と 強く な り 、 大 法 弟 子 が 行う べき 事 
を 必ず 良く 行う こと が で きま す 。 邪 可 が お し まい に な り 、 環 境 が 変わ 
り ま し た が 、 な お さら 自分 の 修 精 を 緩め て は な ら ず 、 衆 生 を 救い 済 度 
する と いう 神聖 な る 使命 の 中 で 、 赤 さ ん の 威 徳 と 光り 輝き を 作り 上 げ 
て くだ さい ! 


李 洪 志 


ニー 〇 〇 九 年 五 月 十 七 日 
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すぐ に 目覚 め よ 


修 重 は ほか で も な く 、 人 心 を 取り 除き 、 人 間 の 執着 を 取り 除く こと 
で す 。 一 部 の 学習 者 は 法 を 実証 する 過程 で 人 心 を 持っ て 事 を 行なっ 
て お り 、 そ れ に よっ て 自分 の 歓喜 心 を 満た し て いま す 。 し か し 、 採 用 
され な か っ た り 、 不 足 を 指摘 され た りす る と 、 恨 む 心 が 生じ 、 間 違っ 
< こと を 行う こと も 辞 さ ず 、 事 を 乱 さ な けれ ば 和 錦 慣 を 晴らせ な い ほ ど 
の 気持 ち に な り 、 私 が 要求 し て いる 、 大 法 弟 子 が 互い に 協力 し 合っ 
て 法 を 実証 し 、 衆 生 を 救い 済 度 する と いう こと に 逆行 し て いま す 。 こ 
の 人 心 の 執着 に よっ て 、 自 ら の 行為 また は ある 事 に お いて 、 自 分 が 反 
対 の 立場 に 立っ て し まい 、 こ れ で も まだ 大 法学 習 者 の 行為 で すか ? 
これ は まさ に 邪悪 の 行い た いこ と を 行なっ て いる の で は あり ませ ん 
か ? も し あな た が 行なっ た 良く な いこ と に よっ て 、 和 上 衆生 、 法 を 深く 
勉強 し て いな い 学 習 者 が 救 い 済 度 さ れん なくなり 、 ま た は その 機 縁 を 
舌 っ て し まえ ば 、 将 来 大 法 弟 子 が 大 園 満 する と き 、 あ な た は 責任 を 
負わ ず 、 そ の 結果 に 責任 を 持た な く て いい の で すか ? それ な ら 周 
満 成就 する こと が で きる の で し ょ うか ? 彫 満 成 菅 する た めで な けれ 
ば 、 何 の た め に 修 灯 し て いる の で すか ? 私 は いつ も 言っ て いま す が 、 
宇宙 の 中 に 、 あ る 理 が あり 、 つ まり いか な る 生命 も 、 誰 が 何 を 行なっ 
て も それ に 対し て 責任 を 持た な けれ ば な ら ず 、 損 和 失 を も た らし た 人 は 
償 わ な けれ ば な り ま せん 。 特 に 法 を 正す 期間 中 は な お さら そう で す 。 
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私 は いつ も 考え て いま す が 、 今 に な っ て も まだ 理 智 の な い 学 習 者 は 
どう な る の で すか ? 多く の 業 力 は 私 が 消し て あげ る こと が で きま す 
が 、 自 分 で 責任 を 持た な けれ ば な ら な いこ と は 自分 で それ と 向き 合う 
し か な く 、 そ れ は ほか の 人 や 師父 が 代わ り に し て あげ られ る こと で は 
あり ませ ん 。 取り除か な けれ ば な ら な い 心 、 乗 り 越え な けれ ば な ら な 
い 関 は 、 必 ず 皆 さん 自身 で 乗り 越え な けれ ば な り ま せん 。 

大 法 弟 子 が 運営 し て いる ウェ ブサ イト の 清心 論 増 は いつ も 卑しい 
の スパ イ に 隙 に 乗じ られ 、 一 部 の 執着 心 の ある 学習 者 が 中 に 入り 混 
じ っ て 、 彼 ら の 活動 場所 に な っ て し まい まし た 。 もう 正 し い 作用 を 果 
た すこ と が で き な く な っ た この 論壇 は 閉鎖 され た あと 、 一 部 の 学習 者 
は また ほか の ウェ ブサ イト で 活動 場所 を 探し て お り 、 あ な た た ち は 本 
当 に この 活動 に これ ほど 執着 し て いる の で すか ? 人心 に より 時 を 招 
いて き て し まう こと を 、 皆 さん は 本 当 に 分 か っ て いな い の で すか ? 

「 唐 奇 」 と いう 名 の 挿し い 鬼 の スパ イ は 、 皆 さん の 人 心 を 気に入っ て 、 
その 隙 に 付け 入り 、 ウ ェ ブ サイ ト で これ ほど は び こ る こと が で きた の で 
は あり ませ ん か ? これ ほど は び こ る こと が で きた の は 、 正 念 の 足り 
な い 学 習 者 が 彼 に 活動 場所 を 与え た の で は あり ませ ん か ? さら に 、 
彼 を 「 二 番目 の 師父 」 と 見 な し て いる 人 も お り 、 こ の よう な 人 は まだ 
私 の 弟子 な の で すか ? 私 の 子ども は ずっ と 私 の そば に お り 、「 唐 奇 」 
と いう 名 の 卑しい 鬼 の スパ イ が 作り 上 げた 虚言 を 、 な ん と 理性 を 失う 
ほど 信じ て 同調 する 人 も お り 、 ほ か の 大 法 弟子 に 指摘 され て も まっ た 
く 聞 く 耳 を 持ち ませ ん 。 は な は だ し いこ と に 、 卑 し い 鬼 の スパ イ の 邪 
説 と 虚言 を 一 生 懸 命 に 広め ゆる 人 が お り 、 そ れ に よっ て 一 部 の 法 を 深く 
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勉強 し て いな い 学 習 者 と 新しい 学習 者 は 誤っ た 道 に 導 か れ ま し た 。 も 
し 、 こ の こと に より これ ら の 人 が 誤っ た 道 に 走っ て し まい 、 救い 済 度 
され る 機 縁 を 失い 、 将 来 混 浜 さ れる 身 に な っ て し まえ ば 、 あ な た は 
どの よう に 償う の で すか 2? これ だ け で は な く 、 法 を 乱す こと だ け で 、 
その 責任 は と て つも な く 重 い の で す 。 師父 は 皆さん を 脅かす こと を し 
ませ ん が 、 こ れ ら の 意気 地 の な い 学 習 者 を 棒 喝 し まし ょ う 。 修 灯 は 
ほか で も な く 、 人 心 を 取り 除く こと で あり 、 ど うし て か えっ て 人 心 の た 
め の 活 動 場所 を 探し て いる の で すか ?2 どう し て 修 精 の 中 で 執着 し て 
下 朱 な の で すか が? 

師 が 法 を 正す こと を 手伝う の は 皆さん の 願い で あり 、 正 念 を も っ て 
は じ め て や り 遂 げ ら れる こと で す 。 大法 弟子 が 法 を 実証 し 、 衆 生 を 救 
い 済 度 する 中 で 、 主 流 は 非常 に 素晴らし い の で あっ て 、 歴 史上 の い 
か な る 修 精 と 宗教 の 形式 も 比べ 物 に は な り ま せん 。 それ は 皆さん の 
葵 れ で あり 、 師 父 の 葵 れ で も あり ます 。 私 は 心から 皆さん の 将来 の 大 
園 満 を 嬉し く 思 っ て いま す 。 最後 の 道 を し っ か り 歩 むこ と は 、 必 ず こ 
の よう に し な けれ ば な ら な いこ と で あり 、 師 父 の 願い で も あり ます 。 


二 ニ 〇 〇 九 年 八 月 四 日 
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きれ い に す る 


これ ら の 問題 に 対し て 、 私 は ずっ と 何 も 言 いま せん で し た 。 理由 は 
二 つ あ り ま す 。 一 つ 目 は 、 学 習 者 に 自分 で 修 し て 成熟 し て ほし い の 
で す 。 成 詩 す る まで 修 灯 す る 過程 で これ ら の 問題 に 気づき 、 自 分 で 
乗り 越え て ほし いと 思っ て いる か ら で す 。 二 つ 目 は 、 そ れ ら の 組織 者 
が どこ まで 逸脱 する の か を 見 ます 。 人心 を 徹底 的 に 表し た と き に な っ 
て は じ め て 、 私 は 指摘 する の で す 。 今 、 皆 さ ん が 問題 に 気づい た の で 、 
それ に つい て お 話し ます 。 

一 部 の 学習 者 が 行なっ た 活動 と プロ ジェ クト は 、 目 的 は 人 を 救い 、 
師 が 法 を 正す こと を 手伝う た めで し た が 、 行 な っ て いる うち に いつ も 
学習 者 が 参加 し て お り 、 内 部 の 活動 に な っ て し まい まし た 。 この まま 
で は いけ ませ ん 。 一 つ は 人 を 救う こと が で きま せん 。 もう 一 つ は 学習 
者 の 修 と 衆生 を 救い 済 度 す る こと を 妨害 し まし た 。 少 な く と も 大 量 
の 人 的 資源 を 使っ て し まい まし た 。 大法 弟子 は 師 が 法 を 正す こと を 手 
伝っ て いる の で 、 こ の 人 的 資源 は あな た た ち に この よう に 使わ れ て は 
いけ ませ ん 。 もう 一 つ は 、 学 習 者 が 開設 し た 一 部 の ウェ ブサ イト が 衆 
生 を 救い 済 度 する こと に 作用 を 果たす こと が で きれ ば 、 そ れ を 健全 に 
続け て くだ さい 。 で な けれ ば 、 妨 害 の 作用 を 果たさ な いで くだ さい 。 
特に 大 量 の 新しい 学習 者 、 法 を 深く 勉強 し て いな い 学 習 者 と 人 心 の 
強い 学習 者 が 誘わ れ 、 参 加 し て いる ウェ ブサ イト は 、 全 部 閉鎖 する 
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よう 提案 し ます 常人 の ウェ ブサ イト 、 ま た は 大 法 の た め に 何 か を 行 
な っ て いる 活動 、 あ る い は 学習 者 と 自称 し て イン ター ネッ ト で 活動 する 
こと は 、 い ずれ も 大 法 弟 子 が 法 を 実証 する こと と 無関係 の こと で す 。 
特に 政治 活動 で す が 、 大 法 弟 子 は これ か ら 、 参 加 し な いで くだ さい 。 
中 共 邪 党 を 打倒 する こと は 修 灯 の 目的 で は な く 、 大 法 弟 子 が 修 書 し 
て 彫 満 成就 する こと こそ 、 修 精 の 最終 目的 で す 。 迫 害 を 暴露 する の 
は 世 の 人 々 に 邪悪 を は っ きり と 認識 し て も ら う た めで あり 、 そ れ に よっ 
て 救 われ 済 度 さ れる の で す 。 中 共 邪 党 を 解体 する の は 天 が 定め た こ 
と で 、 歴 更 の 必然 で あり 、 大 法 弟子 が た だ その た め に 行なう の に 値 
し ませ ん 。 学習 者 の 中 で 、 大 法 に 近づい た 初期 に 常人 の 幾ら か の た 
わ ご と を 聞い て 信じ て し まっ た 人 が お り 、 そ れ は 神 が 彼 の 心 を 試し て 
いる と は 知ら ず 、 か えっ て 大 法 弟 子 の 修 精 に 対し て 疑問 を ずっ と 抱い 
て いま す 。 何 年 も 経ち まし た が 、 ま だ 人 心 で 大 法 を 見 る と いう 執着 と 、 
政府 と 未来 の 権益 に 対す る 執着 を 放 下 し て いま せん 。 も う 長 い 間 あ 
な た た ち を 待っ て いま し た 。 あな た た ちの 汚れ た 人 心 で 大 法 の こと を 
行なわ な いで くだ さい 。 大法 弟 子 の 修 精 は 厳粛 な こと で す 。 自分 が 
いく ら 分 か っ て いる と 思っ て いて も 、 実 は いずれ も 当初 の 求め る 心 が 
あな た た ちの 心 と 智 堪 を 迷わ ちせ た の で す 。 今日 まで 歩ん で きま し た が 、 
ずっ と 神々 に あざ 笑わ れ て いま す 。 大 法 に 近づい て いま す が 入 っ て く 
る こと が で きず 、 な ん と 悲し いこ と で し ょ う 。 

も う 一 つの 間 題 に つい て お 話し ます 。 人 心 は 安定 し な いも の で あり 、 
常人 に 正念 が ある と は 思わ な いで くだ さい 。 一 部 の 常人 は 大 法 の 法 
理 を 認め て いま す が 、 法 に の っ と っ て 着実 に 修 諫 し て いま せん 。 マス 
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コミ で 大 法 弟子 の た め に 声 を 上 げ 、 人 迫害 に 反対 し た こと が ある た め 
一 部 の 学習 者 は その 人 が 素晴らし いと 思っ て し まい 、 場 合 に よっ て は 
大 法 弟 子 と 同じ よう に 対処 し 、 内 と 外 の 区 別 が つか な く な っ て いま す 。 
さら に 頭 の は っ きり し な い 人 は 、 そ の 人 が 言っ た こと を 法 と し て 扱っ 
て いま す 。 人心 が 多 く の 人 に お だ て られ て 得意 と な っ て 、 自 分 が 誰 な 
の か が 分 か ら な く な り 、 そ れ に よっ て どん な 人 心 も 生 じ 、 何 で も 口 に 
し て し まい 、 何 で も 行なっ て し まい 、 甚 だ し い 場 合 、 大 法 弟 子 の 正 
常 な 修 煙 と 法 を 実証 する こと まで 妨害 し て し まい まし た 。 実 は この 現 
象 は 全部 常人 の せい に し て は いけ ませ ん 。 一 部 の 学習 者 は 正念 が 足 
り ず 、 理 性 が な く 、 法 に の っ と っ て 仕事 を し て いな いた め 、 これら の 
大 法 を 同情 する 常人 を 悪く し た の で す 。 衆生 を 普 く 済 度 す る の で 、 ど 
の よう な 考え を 持っ て いる 人 も 済 度 し 、 そ れ に よっ て 学習 者 の 中 か ら 
様々 な 人 心 が 表 れ て くる こと が あり ます 。 これ ら の こと は 私 が 法 を 伝 
える 前 に すでに 知っ て いま し た 。 肝心 な の は 皆さん は 法 を 多く 勉強 す 
べき で す 。 法 を 多く 勉強 すれ ば お の ず と 正念 が 生じ 、 法 を 実証 する 
中 で 自然 に 法 に の っ と っ て 仕事 を 進め る よう に な り 、 そ れ に よっ て 道 
を 正しく 歩む こと が で きる の で す 。 師父 は 皆さん が いつ も 間違っ た 道 
を 歩ん で ほし く は あり ませ ん が 、 さ ら に 皆さん が 迫害 され る こと も 遭っ 
て ほし く な い の で す 。 多く の 場合 、 張 さ ん が 営 め た 苦 は 本 当 に 人 心 に 
よっ て も た ら さ れ た も の で す 。 人 心 が 強 い の に まだ 悟 ろ うと せ ず 、 上 
勢力 は 邪悪 を 利用 し て さ ん を 強制 労働 収容 所 に 入れ て し まい 、 迫 
害する の で す 。 

学習 者 の 文章 を 読ん だ の で 、 少 し お 話 を し 、 皆 さん の た め に きれ 
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い に し ま す 。 今後 の 道 を し っ か り 歩 せ や に は 、 や は り 皆 さん 自身 に か か っ 
皆さん が みな 成 難 する よう に な っ た ら 、 次 の 段階 が 始ま り 


て いま す 。 


ます 。 
李 洪 志 
ニニ OO 〇 九 年 八 月 大 日 


上 記 は 、 朋 蔵 ネ ッ ト に 2009 年 8 月 6 日 に 掲載 され た 学習 者 の 文章 放任 し な 
いよ うに 、 利 を 招 か な いよ うに 一 一 正念 を も っ て 時 間 を 大 切 に し て 人 を 琉 お う 」 に 


対す る 評 注 で れ 
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米国 中 部 法 会 へ 


法 を し っ か り 勉 強し 、 真 相 を 伝え る こと を きち ん と 行い 、 衆 生 を 救 
い 済 度 す る こと は 何より も 重要 な こと で す 。 正念 が 十分 で あれ ば 、 大 
法 弟 子 と し て 行う べき こと を し っ か り 行 うこ と が で きま す 。 

米国 中 部 法 会 が 円 満 に 開催 され る こと を 祈り ます ! 


李 洪 志 


ニニ 〇 〇 九 年 九 月 三 十 七 日 
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ブラ ジル 法 会 に 参加 する すべ て の 大 法 弟 子 : 皆さん 、 こ ん に ち は ! 


大 法 弟 子 は 各 民 族 が 救 われ る 希望 で す 。 衆生 を 救い 済 度 する こと 
を し っ か り 行 いた い の で あれ ば 、 ま ず 自 ら を し っ か り 修 め る べき で す . 
法 を 多く 学ん で は じ め て 正念 が 強く な り 、 し っ か り と 法 を 学ん で は じ 
め て 大 法 弟 子 の 歴史 の 使命 を 全う する こと が で きる の で す 。 

法 会 の 成功 を 祈り ます ! 

皆さん が 共に 向上 する こと を 期待 し て いま す ! 


師 : 李 洪 志 
二 〇 〇 九 年 十 月 
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大 法 弟子 は 人 心 で 事 を 行わ な いで くだ さい 。 法 は 誰 に も 乱す こと が 
で きず 、 妨害 の 作用 を 働い た 行動 は 自分 の 修 迷 の 中 の 汚点 に な る し 
か あり ませ ん 。 修 迷 し て いる 人 の 、 長 期 の 間 に 乗 り 越え られ な か っ た 
関 と 修 後 に し た 悪い 事 は いずれ も 、 最 後に 向かう と き の 大 き な 難 関 
に な り ま す が 、 将 来 、 皆 さん は どう する の で し ょ うか ? 


李 洪 志 


三 OO 九 年 十 一 月 十 三 目 


上 記 は 、 明 薫 ネ ッ ト に 2009 年 1 月 14 日 に 掲載 され た 、 国 の 大 法 弟 子 の 文 
章 「 大 法 の 経文 は 原文 と 和 師父 の 声 が ある 録音 で な けれ ば な ら ボ 決し て ほか の 録 
音 を 使っ て は な ら な い 一 一 いか な る 理由 で も 法 を 乱 し て は な ら ボ 己 を 誤 ま ら せ 人 

こ 逢 を 与え る 」 に 対す る 評 注 で す 。 
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ヨー ロッ パ 法 会 へ 


ヨー ロッ パ 法 会 に 参加 する 大 法 弟 子 : 皆さん 、 こ ん に ち は ! 


まず 、 ヨー ロッ パ 法 会 が 円 満 に 開催 され る こと を 祈り ます 。 同時 に 、 
意気 地 の な い 学 習 者 に 対し て お 話し ます 。 

犬 法 弟 子 に は 責任 が ある も の で 、 何 が あっ て も この 世に 来 た と き 
の 区 願 を 果たさ な けれ ば な ら ず 、 あ な た は 当初 、 神 の 命 と 引き 換え 
に 、 今 日 この 宇宙 で の 最も 偉大 な 生命 で ある 大 法 弟 子 に な れ た の で 
す 。 一 部 の 学習 者 は 修 灯 に お いて 、 い つも 外 に 向け て 探し 、 外 に 向 
け て 求め 、 外 に 向け て 見 て お り 、 誰 そ れ が 自分 に 優し く な か っ た と か 、 
誰 そ れ の 言っ た こと が 気 に 隙 っ た と か 、 誰 それ が 非常 に 常人 的 だ と 
か 、 誰 それ が いつ も 自分 と トラ ブル を 起こ し て いる と か 、 自 分 の 意見 
が いつ も 採用 され な いと か 、 それ を 理由 に 大 法 弟子 が 法 を 実証 する 
こと を まっ た くし な く な り 、 ひ いて は 怒っ た 勢い で 修 を や め て し まい 
まし た 。 あ な た は 本 当 に 誰 の た め に 修 灯 し て いる の か 分 か ら な い の 
で すか ? この 気 に 障る こと が あな た の 修 迷 の た め の も の で 、 あ な た 
の 人 心 を 取り 除い て お り 、 あ な た の 執着 を 取り 除い て いる の だ と 本 当 
に 分 か ら な い の で すか ? あな た が 修 灯 を 始め た その 日 か ら 人 生 の 
道 が 修 灯 の 道 に 変わ っ た の で は あり ませ ん か 2 あな た が 遭遇 し た 
すべ て は 偶然 で は な い の で は あり ませ ん か ? あな た は 神 の 道 を 歩ん 
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で いる の で は あり ませ ん か ? 本当に 聞こ え の 良 いこ と ば か り 言 われ 
て 、 大 法 弟 子 が 費 あ な た を 喜ば せる こと を 言っ て くれ て は じ め て 、 修 
迷 し た いと 思い 、 向 上 で きる と 思っ て いる の で すか ? 怒っ た 勢い で 
法 を 勉強 し な く な っ た 人 、 迷 功 を や め た 人 は 誰 と 意地 に な っ て 争っ て 
いる の で すか ? 神 で すか ? 師父 で すか ? それ と も あな た 自身 
で すか ? 一 時 的 に 乗り 越え られ な い の は 理解 で きま す が 、 長 い 間 
乗り 越え られ な か っ た の は 厳重 に 碑 約 に 違反 し 、 法 を 正す 中 で 分 担 
すべ き 部 分 を 行わ な か っ た こと に な り 、 全 体 の 進展 に 影響 し て し まい 
ます 。 こ れ は 神 か ら 見 て 最も 厳重 な こと で す 。 大 法 弟 子 を 迫害 し て い 
る 邪悪 生命 は 旧 勢 力 に 披 排 され て お り 、 制 御 さ れ て いる の で あっ て 、 
表面 で は それ ら が いく ら わ めき た て て 、 吉 事 を 働い て も 、 そ れ は この 
よう に する よう に と 指図 され た の で す 。 学習 者 自身 が し っ か り 行 な っ 
て いな けれ ば 、 旧 勢力 だ け で な く 、 宇 宙 の すべ て の 神 も 許し ませ ん 。 
時 間 は あな た に と っ て も 、 宇 宙 の 無量 の 衆生 に と っ て も 差し 迫っ て お 
り 、 師 父 の 話 は 厳し いよ う で す が 、 長 い 間 愚 か に な っ て いる 学習 者 
は 本 当 に これ か ら ど うす る の か を 真剣 に 考え な けれ ば な り ま せん 。 厳 
し い 言 葉 で 目覚 め ら れれ ば と 思い ます が 、 そ れ は あな た の た めで あり 、 
師父 で ある 私 の た めで も 、 あ な た の 機嫌 を 損なっ た 学習 者 の た めで 
も あり ませ ん 。 精進 し まし ょ う ! それ は あな た の 碑 約 、 あ な た の 商 
任 、 あ な た 自身 が 彫 満 成就 に 向かっ て いく 道 な の で す ! 

最後 に 、 法 会 に 参加 する 大 法 弟 子 に と っ て 実り 多い 法 会 に な る こと 
を 祈り ます ! 
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李 洪 志 


ーー 由 


イン ド 第 一 回 法 会 に 参加 する 大 法 弟 子 : 皆さん 、 こ ん に ち は ! 


イン ド の 大 法 弟子 が ほか の 民族 の 大 法 弟 子 と 同じ よう に 、 法 を し っ 
か り 学 び 、 法 を 多く 学び 、 法 を いつ も 学び 、 本 当 の 大 法 修 精 者 に な り 、 
大 法 を 広め 、 衆 生 を 救い 済 度 する 責任 を 負う よう 、 望 ん で いま す 。 

法 会 が 円 満 に 開催 され る こと を 祈り ます ! 


ニ OO 九 年 十 二 月 二 十 大 日 
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私 は 決し て 大 法 弟 子 に この よう な こと を 教え た り は し ませ ん 。 これ 
は 自ら の 心から 魔 が 生じ た た め に 引き 起こ され た こと で す 。 


傘 洪 志 


ニニ 〇 ー 〇 年 九 月 八 日 


上 記 は 、 朋 疲 ネ ッ ト に 2010 年 9 月 9 日 に 掲載 され た 、 至 湾 の 大 法 弟 子 の 文章 
「 交 い て 有 師父 の 写真 の 前 で 占い を すれ ば 指示 を 仰い だ こと に な る の か ?」 に 対す る 


評 注 で 
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師 が 法 を 正す こと を 手付 うと は 何 か 


長い 間 、 一 部 の 学習 者 に 、 大 法 弟 子 が 行う べき 三 つ の こと に 関し 
て ある 肝心 な 問題 が 存在 し て いま す 。 つ まり 、 ど の よう に 師 に 手伝う 
か の 間 題 で す たと えば 、 科 父 が 何 か を 話す と 、 ま た は 師父 が 皆 さ 
ん に 行なっ て ほし いと 決め た こと に つい て 、 一 部 の 学習 者 は いつ も 人 
心 を も っ て 師父 を 量 っ て お り 、 こ の こと を 師父 は この よう に 行う べき だ 
と か 、 こ の こと を あの よう に 行なっ た らい いな ど と 考え た り し ます が 、 
師父 が 言っ た 事 を どの よう に 園 容 さ せ 、 具 体 策 を 考え る か の こと に 心 
を 用 いて いる の で は あり ませ ん 。 さら に は 、 師 父 の 考え 方 を 変え た い 
学習 者 ちあ いれ ば 、 学 習 者 の 中 で 自分 の 考え 方 が 良い と 言い ふら し て 
いる 学習 者 あい ます 。 ま た 、 人 心から 師父 の 決め た こと を 理解 で き な 
い 学 習 者 が お り 、 消 極 的 に 対処 し て いま す 。 場合 に よっ て は 、 師 父 
の 家族 に ほか の や り 方 を 取る た め の 根 拠 を 求め る 学習 者 さえ いま す 。 
実は 、 師 父 が 何 か を 行 お うと する 場合 、 そ れ は 無量 の 天体 で 法 を 正 
すこ と に と っ て 必要 だ か ら で す 。 人類 と いう 次 元 は 低い と は いえ 、 高 
次 元 生命 の 低 次 元 で の 反映 と 低 次 元 の 状態 の 現れ で あり 、 こ こ は 法 
を 正す こと の 中 心 点 で も あり 、 す べ て の 焦点 な の で す 。 あ な た の 考え 
が いく ら 6 素晴らし く 見 えて も 、 こ の 次 元 、 こ の 箇所 、 こ の こと に お い 
て 比べ て いる だ け で あっ て 、 師 父 が 行 お うと する こと が 巨大 な 天体 の 
数 え 切れ な い ほ どの 次 元 で どう いう 作用 を 果たす の か が あな た に 分 か 
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る の で し ょ うか ? 学習 者 と し て 、 師 が 法 を 正す こと を 手伝い た いな 
ら 、 師 父 が 必要 と する こと に 彫 容 する し か な く 、 こ れこ そ あ な た が 行 
うべ きこ と で あり 、 な ぜ 師 父 を あな た に 手伝わ せよ うと し て いる の で 
し ょ うか ? な ぜ 法 を 正す 中 で 大 法 を も っ て あな た の 人 間 の 考え 方 
を 彫 容 させ よう と し て いる の で し ょ うか ? 

の 迫害 を 前 に 、 大 法 弟 子 の 中 に 、 落 ち て し まっ た 人 、 つ いて 来 
れ な か っ た 人 が た く 〈《 さ ん いま す 。 い ずれ も 師父 が 行 お うと する こと を 
理解 で きず 、 人 心 で 師父 を 量 っ て いる か ら で す 。 た と えば 、 多 く の 人 
は な ぜ ほ か の 宗教 の よう に この 迫害 に 対処 し て は いけ な い の か と 考え 
る な ど 、 い ろ い ろ な 人 心 を 持っ て いま す 。 歴史 に お いて 、 宗 教 の 根本 
的 な 目的 は 人 類 の 文化 の 基礎 を 築く た めで あり 、 人 類 が 本 当 に 待っ 
て いる の は 大 法 で す 。 大 法 の 要求 こそ 、 修 妹 者 の 本 当 の 行動 様式 と 
現れ な の で す 。 も ちろ ん 、 つ いて 来れ な か っ た こと に は ほか に も 多く 
の 原因 が あり ます が 、 実 は いずれ も 大 法 を 真 に 認識 で き て いな いか 
ら で あ り 、 当 然 正 念 が 足り な く な り 、 人 迫害 され る 中 で 動揺 し て し まい 
まし 人 だ 。 

た 、 一 部 の 人 は 修 灯 の 中 で 常人 だ っ た と き に 染まっ た コネ 作り や 
裏口 工作 な どの 時 習 を 取り 除く こと が で きま せん 。 た と えば 、 師 父 
自身 の 常人 と し て の 考え 方 を 伝え る こと が で き な い と き 、 師 父 の 家族 
に 訴え 、 そ し て 学習 者 の 中 で 師父 の 家族 が 言っ た こと を 話す の で す 。 
皆さん 考え て みて くだ さい 。 師父 は 法 を 正 し 衆 生 を 救い 済 度 す る た め 
に この 世に 来 た の で あっ て 、 家 族 は 師父 の 代わ り で あり える の で し ょ 
うか ? 師父 の 家族 は 皆さん と 同様 に 、 皆 修 者 で あり 、 し っ か り 
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修め る こと が で き な け れ ば 、 誰 も 成就 する こと が で きま せん 。 師父 は 
この 世に 来 て 、 生 々 世 々 に 多く の 親 、 妻 子 、 兄 弟 姉妹 を 持っ て いま 
す が 、 誰 が 師父 の 代わ り に な れる の で し ょ うか ? 師父 が この 世に 
来 て 、 皆 さん と 同じ よう に 、 師 父 の 弟子 に な る 人 、 師 父 の この 世 で の 
親 に な る 人 、 見 弟 姉妹 に な る 人 、 妻 子 に な る 人 が お り 、 師 父 が 法 を 
正す こと を 手伝う と いう 大 き な 仕 事 を 成し遂げ る 過程 で 、 各 自 行う べ 
き 具 体 的 な 仕事 を 行なっ て いる だ け で す 。 彼ら も 自ら を 修め て お り 、 
法理 に 対す る 理解 が 不 十 分 と いう 問題 も あり ます 。 皆 さん は 彼ら に 何 
か を 言わ ちせ て それ を 法 と し て 用 いて お り 、 こ れ は 法 を 乱 し て いる の で 
は あり ませ ん か ? それ に よっ て 師父 の 家族 も 大 法 に 対し て 罪 を 犯す 
こと に な り ま す 。 一 人 の 大 法 弟子 と し て 、 皆 さん が 分 か っ て いな けれ 
ば な ら な いこ と は 法 を 正 し て いる の は 師父 だ け で あり 、 師 父 が いな く 
な っ た と し て も 、 法 に の っ と っ て 行動 すべ き で す 。 師父 の どの 家族 の 
言う こと に も 従う べき で は あり ませ ん 。 これ こそ 大 法 弟 子 で あり 、 師 
父 の 弟子 で あり 、 師 が 法 を 正す こと を 手伝っ て いる の で す 。 

長い 間 、 一 部 の 人 は まだ 邪悪 な ウェ ブサ イト に 追随 し て いま す 。 彼 
ら は すでに 大 法 か ら 遠 く 離 れ て し まい 、 邪 悪 な ウェ ブサ イト の た め に 
偽 の 情報 を 広め 、 ひ いて は 師父 の 家族 の イメ ー ジ を 破壊 し て いる 人 さ 
えい ます 。 し か も 、 師 父 は 大 法 弟 子 が 開催 する 法 会 で か つて 、 邪 悪 
な ウェ ブサ イト を 聞か ず 、 信 じ ず 、 見 な いよ うに と 皆さん に 話し た に も 
か か わら ず 、 ど うし て も 聞か な い 人 が お り 、 邪 悪 に 深く は まっ て いる 
様子 で 、 今 に な っ て も 理 智 が は っ きり し な い 人 が いま す 。 間違っ た 道 
を 歩ん だ ら 、 も う 一 回 や り 直 すこ と が で きま す が 、 間 違い を 犯し た と き 、 
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邪悪 な ウェ ブサ イト を 宣 令 し た た め 、 一 部 の 人 を 駄目 に し て し まっ た ら 、 
どう し ます か ? どの 人 の 後ろ に も 救 わ れる こと を 待っ て いる 無量 の 
衆生 が いま す 。 あ な た の せい で 、 彼 ら は 永遠 に 救 わ れる こと が で き な 
く な り 、 どう し ます か ? 結果 が どれ ほど 上 誠 し い の か 、 あな た に 分 か っ 
て いま すか ? 師父 が 言っ て も 受け 入れ な い 人 は 師父 が 法 を 正す こと 
を 手伝う 大 法 弟子 と 言 る の で し ょ うか ? 

「 師 が 法 を 正す こと を 手伝う 」 と は 大 言 壮 語 で も 、 空 論 で も あり ま 
せん 。 実 は 私 は いく つか の 問題 を 話し た だ け で 、 法 を 信じ て いな い 
事例 は まだ た くさ ん あり ます 。 大 法 弟 子 と し て 、 千 万 年 待ち 望ん で い 
る こと と は ……。 学習 者 と し て あな た が この 世に 来 た 唯一 の 真 の 願い 
と は ……。 師父 と し て 、 法 を 正す 中 で あな た と 衆生 を 救い 済 度 す る こ 
と が で きる か どう か に 関し て 、 成 合 は 今回 の 区 難 に か か っ て いま す 。 


ニワ ーー 年 六 月 十 日 
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心 より 魔 が 生ずる こと に 注意 を 


明 斗 ネッ ト か ら の 原稿 は 合間 を 縫っ て 前 半 を 読み まし た 。 文章 は そ 
こそ こ 上 手 に 書か れ て いま す 。 認識 に 限り が あり 、 法 理 と 宇宙 の 構造 
に つい て の 認識 が 正確 で は な いと ころ が あり 、 大 口 を 叩い て いる と こ 
ろ も あり ます が 、 基 点 が 良く 、 部 分 的 に 発表 し て よい の で す 。 

文章 の ペン ネー ム と 原稿 催促 の 連絡 担当 者 の 言い 方 は 非常 に 良く 
あり ませ ん 。 文章 は 『 九 評 』 を 超え て いる と か 、 惜 り が 開い た と か 、 
世界 の 大 法 弟 子 を リー ド し て 新た な 高み を 越え る と か 、 神 々 に 加持 さ 
れ て 書か れ た な どの 言い 方 に 対し て 、 上 厳し く 指摘 すべ き で す 。 ちょ っ 
と し た 事 を 行なっ た だ け で 、 人 心 を 膨らませ な いで くだ さい 。 大 法 弟 
子 の 進展 を リー ド す る の は 師父 だ け で す 。 

文章 は 理性 的 な の で 、 ま だ 良い の で す 。 偉 そう な 書き 方 を し な いよ 
うに 伝え て くだ さい 。 彼 ら は な ん と 言っ て も 修 し て いる 人 で す 。 さも 
な けれ ば 、 良 いこ と を 行なっ て も 神 に 見 下さ れる の で す 。 


ニワ ーー 年 十 三 月 八 目 
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資金 集め の 間 題 に つい て 


数 年 来 、 中 国 大 陸 で 無断 で 資金 を 集め る 人 が お り 、 海 外 の 新 唐 
人 テレ ビ 局 、 大 紀元 新聞 と 学習 者 が 運営 する ほか の メデ ィ ア を 援助 
する 口実 を も っ て 学習 者 か ら 資金 を 集め て いま す 。 この よう に 行なっ 
て は いけ ませ ん 。 メ ディ ア が 長い 間 、 正 常に 運営 する こと が で きず 、 
長らく 学習 者 の 援助 に 頼っ て いる の は 、 す で に 深刻 な 問題 で す 。 そ 
の 上 、 学 習 者 か ら 資金 を 集め て いる の な ら 、 つ まり 間違い に 間違い 
を 重ね た の で す 。 これ ら の 問題 に つい て 数 社 の メデ ィ ア に 対し て 何 回 
も 話し まし た 。 し か も 、 彼 ら は 中 国 大 陸 の 学習 者 か ら 資 金 を 集め な 
いと 明確 に 意思 表示 を し まし た 。 そ れ な ら ば 、 中 国 大 陸 各 地 で 資金 
を 集め て いる 人 は どう いう 人 た ちな の で し ょ うか ? これら の 人 た ちの 
目的 は 何で し ょ うか ? 迫害 が 始ま っ た ば か り の 数 年 間 、 い つも 各 
種 の 名 目 を も っ て 学習 者 か ら 資 金 を 集め る 中 共 の スパ イ と 下心 の ある 
蛋 人 が お り 、 一 部 の 学習 者 の 生活 は 大 き な 損失 を 被り まし た 。 また 、 
資金 集め と 関わ っ た た め 、 ひ どく 迫害 され まし た 。 以前 の 説法 の 中 で 、 
学習 者 か ら お 金 を 集め て は いけ な いと いう 法 を 説き まし た が 、 な ぜ そ 
れ に 従わ な い の で し ょ うか ? (一 部 の 学習 者 が 自発 的 に 真相 資料 を 
印刷 する こと を 除く 。) 大 き な 商 売 を する 人 や 能力 の ある 人 で も 、 私 
の 同意 が な けれ ば 資金 を 提供 し て は いけ ませ ん 。 一 部 の 学習 者 が 行 
うべ き で は な いこ と を 行なっ て し まう と 、 邪悪 に 隙 に 乗じ られ 、 関わ っ 


た 学習 者 は 逮捕 され た り 、 人 迫害 され た り し ます 。 教訓 を 流 み 取る べき 
で す ! ほか の 角度 か ら 言 えば 、 私 は メデ ィ ア が 社会 に 根 を 下ろ し 、 
正常 に 経営 され る 会 社 に な る よう に と 指示 し 、 こ の 良性 循環 こそ 真相 
を 伝え る こと に 有利 な の で す 。 それなら 、 資 金 の 援助 に よっ て 彼ら に 
長い 間 学 習 者 に 頼る 心 が 生 じ 、 そ の た め 経 営 が び 良く な ら な か っ た の 
で は あり ませ ん か ? この まま 続く と 、 学 習 者 の 資金 を 使い 果たし て 
し まう の で は あり ませ ん か 2 し か も 、 こ の や り 方 に 威 徳 が あり ませ 
ん 。 一 部 の メデ ィ ア の 学習 者 の 頼る 心 を これ 以上 助長 し な いで くだ さ 
い 。 これ も 皆さん の こと で あり 、 正 し く 行 な っ た ら 良 いこ と に な り ま す 
が 、 間 違っ て 行なっ て し まえ ば 悪い こと に な り ま す 。 皆 さ ん が 教訓 を 
流 み 取り 、 二 度 と 無断 で 資金 や 援助 を 求め た り せ ず 、 皆 さん の 修 灯 
の 道 を し っ か り 歩 むこ と を 望ん で いま す ! 


傘 洪 志 


ニワ ーー 年 一 月 九 日 
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真相 を 伝え る 根本 的 な 目的 


法輪 大 法 は 俺 法 で す 。 中共 の 邪悪 な 宣伝 は 法輪 功 を 誹謗 中 傷 す 
る 虚言 を 世 の 人 々 に 注ぎ 込み 、 世 の 人 々 が 俸 法 を 恨み 、 神 の 道 を 歩 
ん で いる 大 法 弟 子 を 恨む よう に 仕向 けた の で す 。 特 に 、 中 国人 が 会 
話 の と き や 大 法 弟子 に 対し て 示し た 態度 は 、 邪 悪 の 立場 に 立っ て い 
ます 。 こ の 状況 で あれ ば 、 世 の 人 々 は 危険 で は あり ませ ん か ? つま 
り 、 今 回 の 迫害 が いく ら 邪 悪 で あっ て も 、 大 法 弟 子 は 邪悪 な 試練 の 
中 で 彫 満 成就 に 向かっ て いま す が 、 本 当 に 危険 な の は 邪 党 に 虚言 を 
注ぎ 込ま れ た 世 の 人 々 で す 。 共産 党 の 出現 と 中 共 の 本 当 の 目的 は 人 
間 に 神 俺 を 仙 の よう に 敵視 させ 、 無 神 論 の 思想 を 宣 揚 し 、 闘 争 の 折 
学 を 注ぎ 込む こと に よっ て 、 人類 を 壊滅 させ る と ころ に あり ます 。 こ 
れ は な ぜ 大 法 弟 子 が 真相 を 伝え な けれ ば な ら な いか の 理由 で あり 、 
目的 は 邪悪 の 虚言 を な くし 、 共 産 党 の 本 質 を 認識 し て も らい 、 人 間 
が 神 人 に 対し て 犯し た 罪 を 払い 、 そ れ に よっ て 衆生 を 救い 済 度 す る た 
めで す 。 
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